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　　プロローグ




　女性達は何時いつだって理想の王子様に憧れる。今日も素敵な男性の話題は尽きない。

「やっぱりクラウス様よ！　あの憂うれいを含んだ藍色の瞳に長めの黒髪がさらりと掛かっていてとても神秘的だわ」

「エルシュオン殿下は麗うるわしい方だけど近寄りがたい雰囲気があるのよね。黄金の髪に澄んだ青い瞳、なんて美び姫きを称える表現だけどぴったりだわ。あの方の隣に並ぶ器量を持つ女性なんているのかしら？」

「アルジェント様だって陽に透ける髪をお持ちじゃない。優しげな緑の瞳に見つめられたいと願う令嬢の多いこと！　優しくて美しい理想の騎士様よね」

　そんな女性達の憧れの三人は本日ある一室に集っていた。




　　※※※※※※※※※




　私は幼馴染おさななじみ達を前に溜息を吐く。彼らがイルフェナの第二王子である自分、エルシュオン・リトゥ・イルフェナの忠実な騎士であり仲間であることは事実だ。だが、それを踏まえても今回ばかりは気が重い。

　かつて宮廷医師として勤めていたゴードンからの報告は、どう考えても彼らの協力が必要だと思わせるものだったのだから。

　……いや、この件に関しては誰も悪くないというのが正しいだろうね。

『魔王』と呼ばれる私に頭を抱えさせる難題。どんな状況だろうとそれなりに対処できると自負していた自信は少々なくなりつつあった。

「珍しいですね、エル。貴方あなたがそこまで警戒するとは」

　執務室には気心の知れた幼馴染二人のみ。本来ならば二人の部下や侍女が控えているこの部屋には自分達三人だけだ。もちろん、意図的に席を外させたのだけど。

「内容がちょっと問題でね。まず二人の意見を聞いた上で護衛を選びたい」

　私の言葉に二人は僅わずかに驚きの表情を浮かべた。それはそうだろうね、そこまでしなければならない人物など滅めっ多たにいない。彼らの立場ならばなおさら奇妙に思うだろう。

「随分と厄介な奴が居たものだな？　翼の名を持つ騎士を動かすとは」

「そうだよ、クラウス。本当に想定外なんだ……ゴードンの報告書が事実だというのならばね」

「ゴードン医師、ですか？　あの方は宮廷医師の職を辞した後に辺境の村で過ごされていると聞いていましたが」

「そう、辺境の村。ラグス、と聞けばだいたい想像がつくんじゃないかい？」

　アルの言葉を補う形で村の名を告げると二人の表情に緊張が走った。

「異世界人か！」

「まさか目にする機会があろうとは……」

「それも年頃の女性。ゴードンによると非常に前向きかつ冷静に物事を捉える性格らしくてね、取り乱すどころか自活すべく奮闘中らしい。文化の全く異なる世界から来たというのに狩りも覚えたとか」

　手にした報告書に視線を落とす。医師として多くの人と接しているゴードンの目を疑うわけではないが、どうにもこれまでの『狭はざ間まの旅人』とは異なるような気がする。ぶっちゃけて言うとたくましい。……本当に年頃の女性なのかな、この子。

「『狭間の旅人』……この世界に突如招かれた異世界人。何らかの恩恵をこの世界に与えることもある異端者、そして」

「時に災い。二百年前の大戦は魔道具を考案した異世界人が発ほっ端たんですから」

「災いなのは欲に狂った権力者だろうが。異世界人は被害者だぞ」

「判わかっていますよ。本当にクラウスは魔術が好きですね」

「魔道具を作り出した偉大な技術者を尊敬するのは当然のことだ」

　笑いを含んだアルの言葉に若干憮ぶ然ぜんとした態度を取るクラウス。そして私は二人を眺めながらも報告書の『最大の問題点』を口にする。
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「その子ね、魔導師らしいよ？　しかも詠唱無し」

「は!?」

「何？」

　怪け訝げんそうな二人──言葉の意味は判っても信じられない──にやや引き攣つりながらも報告書を読み上げた。

「『彼女の世界に魔法は存在せず、言語の自動翻訳という恩恵からこの世界の詠えい唱しょうは使えないようです。どこかで発音の差が出てしまうのでしょう。ですが、知識を元に明確なイメージを抱くことで無詠唱での魔法が可能……というか成し遂げました』」

　常識が覆くつがえる事態に二人とも唖あ然ぜんとしている。特にクラウスに至ってはここまで驚くなど物もの凄すごく珍しい。気持ちは判るよ、二人とも。

「『この方法は制御を術者が行わねばならず危険が伴うようです。現に炎を操る際にはよく体に火傷やけどを負っていました。彼女の作り出した治ち癒ゆ魔法は人の自然治癒力を爆発的に高めるというものだそうですが、その練習と称し自分の怪け我がも治しています。この子は発想と知識を組み合わせ、形にする才があるのでしょう』」

　自分で読んでいても規格外過ぎると思う。一体何の冗談なんだろうね？　ただゴードンが気にかける理由も判った気がする。

　自己防衛と生活のためだからこそゴードンも止めなかったのだろうが、彼女はかなりの無茶をして魔法を習得したということじゃないのかい？　……ゴードンは彼女のことを『生きることと学ぶことに貪どん欲よく』だと書いているのだから。

「無茶苦茶だ、無詠唱なんて魔導師でも聞いたことがない！」

「話を聞く限り、事前に術を仕込んでおいたわけではなさそうですね。なるほど、『詠唱が使えぬからこそ独自の魔法を生み出すしかなかった魔導師』ということですか」

「そういうことだね。今のところは狩りや生活のために使っているだけだが、魔導師である以上は彼女を保護せざるを得ない」

「エルが後見ですか？」

「私が最適だ。多少の不自由をさせるだろうが君達も居ることだし守ることは可能だろう。この世界の知識に疎うといでは済まされない状況だからこそ自分一人でも生きていけるよう教育を施ほどこす」

「主に貴族相手だろうが。生きた財産だな、そいつは」

　クラウスの言葉は事実だ。必要な情報すら与えず飼い殺されるということすらあるのだから、下手な貴族の手に落ちれば彼女は間違いなく災厄の発ほっ端たんとなるだろうね。

「我々にとっても良き友人となれるといいのですが」

　あまりにも似合わないアルの台詞せりふにクラウス共々視線を向ける。

「アルジェント？」

「……何を考えている」

　にこり、と無害そうな笑みを作ったアルが早速取り込む事をほのめかす。その笑みに私もクラウスも片眉を上げた。

「必要な情報はもちろん与えます。その上で飼い殺すのではなく『我々』を選んでもらうことが最善だと思いませんか？　エルシュオン殿下」

「ある意味平穏だろうね。でも飼い殺される性格はしていないみたいだよ？」

「女性なのでしょう？　これでも理想の騎士と呼ばれているのですが」

「理想の騎士、ねぇ？　随分と腹黒い騎士様だよね」

「褒ほめ言葉ですね、それは」

　浮かべた笑みがほんの一瞬冷たく歪ゆがみ、アルジェントは微かすかに本心を覗のぞかせる。

　首の後ろで一つに括くくられた淡い金の長髪、優しげな瞳は明るい緑。白い騎士服を纏まとう姿は確かに物語に出てきそうな騎士だった。だが、その内面は自分が認めた者以外はどうでもいいと言い切る人嫌い。他者に気付かせない点も含めて素敵な騎士様ではないだろう。

「今回は私が迎えに。エルのことですから既に手を打ってあるのでしょう？」

「ああ、あの双子をゴードンの元に向かわせた。二人と合流できれば間違いなく危険は回避できるだろうね、あの危機回避能力は凄すさまじいから」

「それは頼もしい。それで、他には？」

「双子を追った者たちが居る。情報が入り次第、対処する手て筈はずだ」

「クラウス達から情報がもたらされているのですね」

「そのとおり。実害があれば貴族だろうと言い訳できまい？　何せ二人はエル直じき々じきの命めいで動いているからな」

　私達の言葉に笑みを深めるとアルは一礼して部屋を後にする。獲物を見つけた金の獣けものはそれを手にするべく動き出すのだろう。女性が見み惚ほれる優しい笑みを浮かべ、紳士的な態度で彼女に接するに違いない。彼にとってはそれが『役目』なのだから。

「さて、アルに任せて我々も動こうか……どうしたんだい？　クラウス」

　少々不満顔の黒騎士に言葉をかけると「ずるい」と呟つぶやいた。無表情が常の魔術至上主義者にとっても彼女は魅力的に映ったらしい。

「アルが好みじゃなかったら、君がいってみたら？」

「そうする」

　あっさり頷うなずくクラウスに生温い視線になりつつ、ふとアルの特殊な性せい癖へきを思い出し心配になる。

「……アルがあの性癖を出すことはないよね？　女性は退ひくと思うけど」

「大丈夫じゃないか？　そもそもあいつに一撃見舞える女がそう簡単に居るとは思えん」

「だよね。ああ、そういった意味では婚約者ができるのは喜ばしいことなのか」

　そう、アルの理想の女性が現れる可能性は限りなく低い。同じくクラウスも。

　そういった意味ならば『保護』もいいのかもしれないね。二人とも女性が見惚れる外見と出自なのだし、悪い話ではないだろう。

「そうだ、彼女の教育にゼブレストからの依頼を使ってみようか。我が国の後見とあちらの王の加護があれば多少失敗しても誰かが守ってくれるだろうし」

「いいのか？」

「それくらいできなければ今後彼女は生きていけないよ」

　それは間違いなく事実だった。権力者達の扱いを覚えなければたやすく取り込まれる。

　僅かに顔をしかめたクラウスに苦笑を浮かべるとゴードンからの報告書を引出しの中に仕舞う。近いうちに破棄しなければ、などと思いつつ──




　……後に私はこの時のことを『凄まじく甘い認識だった』と痛感することとなる。

　ゴードンは報告書をか～な～り～優しい表現で書いており──保護者根性と表現に困った結果だろう──何が『規格外』かを明確にしていなかったことを。

　そう、『規格外』。これは彼女の能力はもちろん、それ以上に性格を指した言葉だったのである。




「ミヅキ！　そろそろ出掛けるぞ」

「は～い」

　黒髪を風に遊ばせながら明るく返事をした一人の女性。大きな瞳は旅への期待に輝き、好奇心のままにくるくると表情を変える。

　彼女こそ異世界人にして魔導師、ゴードン曰いわく『規格外』の香こう坂さか御み月づき。この物語の主人公。







　　第一話　遭遇・実戦・フラグの予感




　異世界生活にも慣れ、魔法も無事習得し。馴染みまくって今現在、保護者のゴードン先生と馬車で近くのジェノア村へ向かっていたり。

　うん、色々突っ込みどころ満載の解説だけど省略するとそんな感じ。ゲームに例えるなら経験値ゼロの村人Ａから始めて村の子供達に混ざりつつ色々教えてもらった、という程度だろう。

　それ以外にも狩りとか生活に必要なものは村人達から一通り叩たたき込まれたはずだ。生きていくのに不自由しないこの世界の知識は確かに身に付いたのだと思う。もちろん、魔法についても。

　この世界の魔法に重要なのはイメージ。だから便利さに溢あふれた元の世界の状況を知っている私がそれを魔法で補おうとするのは非常に簡単だった。魔法がないだけでそれが『どんな状態か』を知っているからね。

　そんなわけで村に着くまで先生と世界の差を話し合い、特に私が使う魔法の特異性について話していたり。

「ほう、それでは再現も不可能だろうな」

「ですよねー」

　現在、馬車にて近くの村へ移動中。馬車の中には今け朝さ狩ったばかりの熊モドキが村へのお土産として放り込まれている。状態維持の魔法がかけてあるから新鮮そのもの。

　自給自足が当たり前の辺境生活では体調不良や怪我がそのまま生活に響くので、先生は時々訪れるようにしているらしい。ちなみに無償。

　この世界は治癒や解毒といった魔法がある代わりに病気は薬しか対処法がない。だから治癒魔法を使える医師は意外と多いんだそうな。そこから魔法の話になったんだけど。

「あくまで遊びなので……怪我ではなくＨＰという数値の回復なんですよね」

　馴染みのある回復魔法は所しょ詮せんゲームの中のもの。実際に怪我をするわけじゃない。だから治癒魔法は必然的に『数値の回復』であり、毒も『ステータス異常の解除』。身体強化も『ステータス数値の上昇』なので現実に使えるわけがない。

　この世界の魔法は『魔法をイメージした上で詠唱、力ある言葉で発動』となっているので効果を明確にイメージする必要がある。魔法が存在しない世界の人間からすると厳しい現実だが、逆に言えば明確なイメージがあるなら自分の魔力と相談の上で万能だ。

「詠唱が使えればまだ何とかなったんでしょうけど」

　溜息を吐く私に先生は興味深そうな視線を向ける。

「その割には器用なことをするな？　体内から毒だけを取り除くなど」

「治癒は自然治癒力を爆発的に高めることで何とかなりましたしね、似た魔法を独自に作っておかなくちゃ」

　でないと簡単に死にそうだ。少なくとも狩りには必須だった。怪我もしたし失敗も多かったけど生きるためには必要なのだ……必死に習得しましたとも。

「それ以外にもあるだろう？」

「ああ、結けっ界かいですね」

「いきなり上級結界を組むとはなぁ……」

「その上級しか知らなかったんですってば！」

　もちろん、結界も習得した。この世界の結界は物理攻撃用と魔法攻撃用に分かれており、両方を弾くものは上級の万能結界と呼ばれるらしい。これはゲームの感覚そのままであっさり完成。いきなり万能結界を組んだことを驚く先生に私の方が驚いた。そういう差は最初に言ってください、先生。

「『知らないこと』が魔法の幅を広めるのだな」

　呆れとも賞賛ともつかぬ視線を向けると先生は不意に表情を真面目なものへと変える。

「君は異世界人というだけではなく魔術の面でも異端だ。できるだけ周囲に溶け込むよう努力なさい」

　才能を隠すことになるかもしれないがね、と付け加える先生の内面は読み取れない。だけど好奇心旺盛な先生がそう言わなければならない事情があるのだ、間違いなく。

「判りました。基本的に自分のためだけに使いますよ」

　頷き話題を変えようとしたその時。

「……っ……！」

「……い……貴様……」

　進行方向から聞こえてきた金属音と微かに聞こえる人の声に思わず顔を見合わせて馬車を止める。

さすがにこのまま直進して騒動に巻き込まれたくはない……シリアスな展開になっている向こうも熊を運搬中の馬車には遭遇したくないだろうよ。

「どうしましょうねー……」

「ふむ、旅人が襲われているなら助けなければならんが。しかし……」

「しかし？」

「私は戦闘に不向きでね」

　申し訳なさそうな顔のまま私をじっと見る。つまり私に闘えと？　いえ、確かに熊殺し達成しましたけどね？　ひ……人に向けて魔法使ったことがないけど、いいのか、な？

「大丈夫だ、制御は完璧にできている。死んでなければ私が治せる」

「体の一部が千ち切ぎれたりした場合は？」

「自業自得だ！」

　先生、何だかこんな場面に慣れてませんか？　随分割り切ったお答えで。でも私も助けられた一人なんだよねー……仕方ない、ここは私が頑張るか。

「判りました、行ってきます」

　声はかなり近いところまで来ている。おそらくは馬に乗ったまま振り切れずに逃げ続けているという状態か。だとしたら、このままこちらの馬車に突っ込まれる可能性もあるわけで。

「よいしょっと。先生、ここで迎撃します。怪しい方を倒すので逃げてる方を保護してください」

「了解した」

　先生に一言声をかけて馬車を降りる。かなり曖あい昧まいな言い方だがこの場合は仕方ない。なにせ私達にはどちらが悪いのか判断ができないのだ、うっかり追撃の邪魔をして犯罪者を逃すような真似は避けたい。つまり『凶暴な方を黙らせるから大人しい方を捕ほ縛ばくしてね』という意味である。

　保護＝捕獲。同じ行動なのに温度差があるよね……言葉って不思議。

「じゃ、始めます」

　片膝を着き地面に掌を着け馬車の五メートルほど前に『罠』を仕掛ける。結界とは守るだけではないのだ、地面に物理攻撃用のものを展開したらどうなるか？

　答えは簡単、上に乗った時点で『弾かれる』。ぶっちゃけると吹っ飛ぶ。

　馬には気の毒だが全員一度吹っ飛ばされてもらおう。踏み付ける程度なら盛大に転ぶくらいで済むだろう。……馬の下敷きにでもならない限り。そして近づいてきた声の主たちは。

「ぐっ」

「なっ……！」

「しまったっ……」

　驚愕の表情を浮かべながら弾かれた。おお、悪いた戯ずらが成功したような達成感！　などと思いつつ弾かれた者達に目を向ける。

　被害者達の服装は綺き麗れいに分かれていた。二名は白いマントに青い制服？　のお兄さん。残り五名は誰が見ても普通じゃない。全身黒ずくめに加え顔を隠している。

「わあ、あからさま過ぎ！　誰が見ても怪しい人です、先生」

「本当に……昼間からあんな目立つ格好で騎士を襲撃とは」

　余裕ぶっこいてる師弟は本日も通常運転。緊張感よりテンプレどおりの服装にちょっと感動、それに制服組は騎士なのか！　もちろん、呆れている先生の言葉には心の底から同意。昼間から全身黒ずくめって正気か、お前ら。怪し過ぎるだろう!?

「はいはい、通行の邪魔ですよ？　とりあえず大人しくしてくださいね？」

　呆れつつ連中を観察していると彼らは戸と惑まどいながらも行動を開始した。当然、黒ずくめ戦隊（勝手に命名）は武器を構えてこちらを窺うかがい、騎士ズは私に向かって走り寄ると縋すがりつき、

「「助けてくれ！」」

　ハモった。

　先生の顔が引き攣ったのは言うまでもない。そして私は、

「だ……第一声がそれか、このダメ騎士どもがぁぁぁっっ！」

　思わず怒鳴りつけ頭を叩く。……『助けてくれ』だと？　民間人・女の私に？　武器持ってないのは判ってるよね？　縋りつくどころか盾たてにしてるよねぇぇぇ？




　乙女ゲームならフラグが立つ重要場面に何やっとるんじゃぁっ、貴様ら!!




　これ、何かのフラグ？　死亡……はしないだろうから恋愛フラグとか言わないよね？　吊り橋効果とかを期待するなら全力で叩き落としますよ？

　騎士……ナイト……これが現実か。嗚あ呼あ、ゲームや物語の設定は嘘うそ吐つきなのですね……！

　ギルド仲間の騎士はちゃんと仲間を守ってたよ!?　ちょ、騎士に憧れる皆様に何と言ったら!?

　……いやいや希望は捨てちゃいけない、こいつらがクズなだけという可能性もあるか。

「我々には任務が」

「礼はする！」

「縋りつくな、民間人を盾にするな、先に馬車に乗ろうとするんじゃない！」

「「後は任せた」」

　そんなことまで言い出す騎士ズに先生は冷ややかな目を向けて呟く。

「恥さえ知らんか、これは殿下にお伝えせねばなるまい」

　その言葉に何な故ぜかぴしりと固まった騎士ズ。おやぁ？　先生の言葉を聞いた途と端たん固まっちゃったよ？　まあ、私は自分の仕事をしますか。

「放置しちゃってごめんね？」

「「「「「……」」」」」

　あらら、全員に睨にらみ付けられちゃった。まあ、怒って当然でしょうね～……脚を凍結させて身動きできないようにしてるもの。彼らは結界内部にいるから物を投げても自分に跳ね返るだけ。

　はっはっは、口く惜やしかろう！　今は騎士ズのへたれ具合に対する八つ当たりをさせてくれ。あれが『騎士』とか絶対ないわ。あんた達も芸人にしか見えないけど。

「とりあえず気絶してもらいます。全員、歯を食いしばれ～♪」

　パチンっ！　と指を鳴らすと同時に黒ずくめ達は目に見えない『何か』に鳩みぞ尾おちを殴られた様子を見せ倒れていった。顔を殴なぐるなんて言ってないやい。

　彼らに食らわせたのは空気鉄砲を参考にした圧縮された空気。たかが空気と言うなかれ、圧縮された空気は十分痛いのだ。

　しかもどの方向から来るか見えないので防ぎようがなかったのだろう。そもそも空気という知識がないので理解できないに違いない。威力を調整できれば空気鉄砲も立派に攻撃手段だ。

「さて、お話ししよっか？」

　達成感と共ににこやかに振り返り笑顔を向けた私に騎士ズは更に顔色を悪くした。騎士に憧れる乙女＆野郎達よ、報復は任せろ。お姉さんはこいつらをそのままにする気はないよ？　……今後のためにも夢を壊すことは重罪なのだと思い知らせなきゃね？

「とりあえず働こっか？　こいつらを簀す巻まきにして馬車に放り込んで」

「ミヅキ、そいつらはともかくこの二人はどうする？　さすがに乗れんぞ？」

「荷物が増えるから速度もかなり落ちるでしょう？　聞きたいこともあるし、腕を拘束したまま馬車に繋つないで走らせようかと」

「ちょ、待て!?」

　私の提案に騎士ズはぎょっとしたようだ。そんな二人に私達は冷めた目を向ける。

「……騎士ズよ、お前らの価値は労働する馬より低い。人権など期待するな、大した距離じゃないから走れ肉体労働者」

「ふむ、それもそうだな。まさか民間人を走らせるなどという真似もするまい」

　先生も頷き、ちくりと釘を刺す。やっぱりさっきの事を怒っているみたい。

「荷物が増えたし、馬も可か哀わい相そうですよね」

　私の言葉に騎士ズは顔を見合わせ、連中を指差す。

「荷物って……」

「あいつらのことか……？」

「他に何が？　ほら、さっさと行くよ！」

　そして村に到着してみれば騎士ズと襲撃者はここでも迷惑をかけていたことが判明。

　要約すると『襲撃者が来たのに自分達だけさっさと逃げた。村人たちは巻き込まれ怪我をした被害者』。黒ずくめは村人達を人質に取ろうとしたが抵抗され、何人かは怪我を負ったらしい。無言で手当てをしている先生が恐ろしや。

「私も盾にされたんです。お説教くらい構いませんよね？」

　少し騒がしくなるかもしれませんけど、と笑顔で告げた私は周囲の賛同のもと、まずは騎士ズに言った。

「まず膝を折って座ってくださいね。これは正座といって伝統ある座り方です。次に両手を前に着けて頭を下げなさい」

　いわゆる土下座というもの。謝罪をするならこれだろう。だが、二人はお気に召さなかったらしく抗議の声を上げる。

「俺達は騎士だぞ！　そんな真似が……！」

「できますよね？」

「貴族である我々ができるわけっ」

「やれと言ってるだろ」

「「……」」

「……。謝罪できない体になりたいなら期待に応えても……」

　びくんっ！　と騎士ズの体が跳ねる。最後まで言い終わらないうちに騎士ズは互いの顔を見合わせて。

「「申し訳ありませんでしたっっ!!」」

　勢いよく土下座すると謝罪の言葉を口にした。

「い……いいのかね、こんな真似をして」

　騎士に土下座させたことに顔色を変えた村長さんが慌あわてているけど、私と先生は同時に頷く。

「人間素直が一番ですよ。騎士全体の印象を悪くしたくないなら今ここで謝っておかなきゃならんのです」

「何の問題もない。騎士として恥ずかしいのは彼らだ」

　私達の言葉に騎士ズも首を勢いよく振り頷く。騎士ズよ、君たち本っ当に判りやすいね。力関係の認識は間違いなく私が最上位で次に黒ずくめ、最後に自分達だろう。体に覚えさせるまでもなく納得してもらえて何より。……身分とかは気にしないのかって？

　騎士が民間人より階級が上だと思ってるけど何か？

　騎士ズが貴族らしいことも気付いてるけど何か？

　全部知っててこの扱いですよ、異世界トリップ経験者の私にとって権力や不敬罪など恐るるに足りません！

　知力・体力・時の運に魔法を加えて迎え撃たせてもらいますとも。この世界の身分制度がどうなってるかよく判らんので個人の感情優先。無知はある意味最強だ。そもそも二人が騎士として相応ふさわしい行動をしていれば説教なんて必要ない。咎とがめられたらそこを突つ付つこう。

「おい、あいつらはどうするんだ？」

「あいつら？」

「黒い連中」

　村人の問い掛けにもう一組居たのを思い出す。そういや居たね、そんなの。でも騎士ズの任務内容聞くわけにもいかないから捕縛しておくくらいしかできないんだよね。

　どうしようか、と考えを巡らせてると解体作業中の熊が視界をかすめた。

　……。

　熊……血塗まみれ……。うん、一個思いついた。

「熊の血を塗って一晩森に吊そう」

　ぽん、と手を叩きながら言った私に皆は首を傾かしげる。ああ、私だけ納得してても意味ないか。

「襲撃者に結界・捕縛・治癒の魔法をかけた上で簀巻きにして血の匂においを付けてから木に吊して一晩放置。素敵な一夜を過ごしてもらおう」

「お前は鬼畜か！　生きたまま獣に食わせる気かよ!?」

「魔法がかかってれば死なないし大型肉食獣に突付かれる程度でしょ」

　声を上げたのは騎士その一。やだなあ、安全だよ？　怖いだけで。ガラスの中に血の匂いをさせた奴等を入れておくようなものなのだ。

　ただ、匂いは遮さえぎらないから獣──間違いなく肉食獣──は寄ってくる。逃亡防止の捕縛魔法で動けないけどね。現状維持の魔法も追加で縄は切れないし。じゃれつかれて結界ごと叩きつけられる可能性もあるから常時、治癒魔法発動。ほら、どこが鬼畜さ？

　そう説明すると騎士その一は微妙な顔をして黙り込んだ。安全が確保されている点は納得したらしい。

「いや、しかし……」

「もふもふな毛並の生物と戯たわむれるなんて滅多にない経験でしょ」

「戯れる程度じゃないだろ」

「厳しさの中にささやかな楽しみを交える私の優しさが判らないと？」

「いやいや、普通は大型肉食獣に襲われたら死ぬから！　楽しくないから!!」

「私に狩りを教えてくれたおばさんは食料扱いしてたけど？」

「どんな村だ、そんな猛も者さがいるなんて!?」

「ここにも居るじゃん。村では自給自足が基本だよ」

　ほら、あそこ。と指差した先にはお土産の熊が解体されている。嬉うれしそうに作業しているのは当然女性陣、彼女達だって狩りはするだろう。

　私も狩りと同時に解体も習ったからできるぞ？　さすがに最初は血や肉を割さく感触に恐怖を感じたけど、一度慣れれば意外と平気になる。そもそもあの熊を狩ったのは私だ。

「やり過ぎって言うけどさ、死人が出ていた可能性だってあるんだよ？」

「そうだな、怪我だけで済んだのは幸いだ。口封じの可能性もあった」

　先生の言葉に皆は口を噤つぐむ。『先生が来なかったら』『私が居なかったら』。その可能性は誰もが考えたくないに違いない。

「まあ、その場合こそ鬼畜プラン発動ですが」

「鬼畜プラン？　お前、これ以上酷むごいことを考えていたのか!?」

　うるさい、騎士その二。魔導師は頭脳労働なんだよ。

「基本は一緒。ただ吊す縄に切れ目を入れて生と死の狭間を体験できるドキドキの展開。状態維持は簀巻きにした縄のみ！　結界があっても丸呑のみされたら意味ないよね」

　ぐっと拳こぶしを握り言い切った私の本気を感じ取ったのか騎士ズは恐怖を通り越して唖然となった。

「……最悪だ、良心無しだ、この女」

「命の尊さを知る素敵な体験じゃないか、生還率五割だけど」

「お前、手加減という言葉を知らないのか……？」

　青ざめた騎士ズが口々に呟き、怯おびえる中で先生だけが深々と溜息を吐つく。

「ミヅキのやり方は過激だが本来その役目をするべき連中が役立たずだからな」

　もっと言ってやってください、先生。騎士ズはマジで役立たずです。私も腹立ち紛まぎれに正座で痺しびれてるだろう足を踏んでおきます。







　　第二話　白騎士たちがやって来た




　ジェノアの村で起きた襲撃事件のせいで私と先生は結局数日の滞在を余よ儀ぎなくされた。先生の御友人経由で城に状況を報告したはいいが、辺境の村に転移法陣などあるはずもなく。

　向こうからの手紙に『迎えをやるからそれまで監視お願いね！　頑張れ♪』（意訳）などと書いてあったがために、暫しばらく留まることになったのだ。確かに村で連中を預かれというのは酷だろう。

　……反対に私の滞在確定で連中は泣いてるけどな。ところで頑張れって何を？

　なお、転移法陣というのは瞬時に離れた場所へと行ける便利なものである。この世界の基本的な移動が馬車なのでどれほど便利なものかは嫌でも判るだろう。

　転移法陣は魔石によって術を固定されており、悪用されないために警備やメンテナンスする人が必要なので全ての管理は国が行っている。当たり前だが一般開放なんてされていない。利用できるのは国が許可を出した者（貴族が大半）、もしくは城お抱えの商人くらいらしい。それでも手続きが面倒だというから防衛面も徹底されてるんだろう。

　ただ数はそこまで多くない。維持というか動力源に使われるような魔石がかなり貴重なため、国内に数箇所という程度なんだとか。必要な時に『エラー・御指定の転移法陣は作動していません』なんて言われても困るしね。

　あ、手紙は一辺が三十センチくらいの正方形をした紙？　に描かれていた簡易版転移法陣（先生所有）を使って送ったみたい。簡易版とつくだけあって必要な時だけ魔力を込めるもので『対応する転移法陣へしか送れない』『容量制限あり』という互いに手紙のやり取りをするだけのもの。それさえ結構高価だと言ってたけど、村医者の先生が何故持っているのだろうね？

　そして連絡があった数日後、お迎えに来たのは白い騎士服のお兄さん達だった。あれ、青い制服って下っ端ぱか見習いだった？

「ゴードン医師、お久しぶりです」

「やはり、お前さんが来たか」

「ええ、殿下直々に命じられまして」

　そう言うと笑みをいっそう深めて優雅に会釈した。わあ、外見含め理想的な騎士がいるよ、お嬢様方！

　これで顔しか取り得がなかったら大笑いだけど、連中を引き取りに来たので『助けてくれ！』はないだろう。まさに御伽とぎ噺ばなしに出てくる美しい騎士って感じだ。

　おお、村の女性陣が頬を染めてガン見してますよ！　どこかで恋愛フラグが立ったら見物させておくれ。

「ところで、そちらが魔導師殿ですか？」

「うむ。ミヅキ、彼はアルジェントと言ってな……その、私の知り合いであり今回の責任者だ」

　こちらに向けられた笑みに軽く会釈する。魔導師殿って何だ、一体。やっぱり保護された以上は色々報告されてたか。

　それに。

　……先生のこの人の紹介、色々すっ飛ばした感ありありだ。貴族じゃね？　特殊な立場なんじゃね？　警戒してもいいかな？

　普通じゃない村医者の知り合いが普通の騎士とか思えないんだが。

「アルジェントと申します。アル、とお呼びください。ゴードン殿には見習い時代から大変お世話になったのですよ」

「見習い時代？　世話になった？」

「ゴードン殿は城に勤めておられまして。国一番の名医と名高かったのですよ」

「……へぇ」

　ああ、やっぱり宮廷医師だったか。お約束な展開だね！　そうなってくると当然……。

「今回のこと、大変ご迷惑をおかけしました。それで貴方達にも一度城へ来ていただきたいのですが……」

　淡い金髪に緑の瞳のとっても美形なお兄さんは微ほほ笑えみ、先生と私にそう告げた。礼儀正しさの中に色気を滲にじませる美しい騎士に見惚れる人々多数。

　空気を読む子としては断れる雰囲気じゃなく、恋愛フラグを立てたいお嬢様なら心の中でガッツポーズをとるような場面なのだろう。

　でもね、お兄さん。世の中には例外というものが存在するのだよ。

「嫌です♪」

　フラグを折りたい私としては即座に却きゃ下っか。笑顔で言っちゃうぞ♪

　少し辺りを見回しただけでも素敵な騎士様に見惚れる女性多数なこの状況。これが城なんぞに行ったらどうなるか？




　賭けてもいい。絶対に貴族令嬢達から敵視される！




『守る』と言われて安心するほど頭がお花畑じゃないのだよ。プライドの高い貴族令嬢が民間人に負けるなんて状況を許すはずないじゃないか。しかも、こちらからは不敬罪に引っ掛かるので絶対に手が出せない。

　ついでに言っちゃうとこの世界の住人ではない私にとって、いきなり『騎士』とか言われても今一つ現実味に欠けるというのが正直な気持ちだ。馴な染じみがなさ過ぎて別世界に思える。

　私の反応に周囲の人々が唖然とした顔をしてるけど無視だ、無視。……誰がそんな場所に行くか、面倒な。

　アルジェントさん、私が貴方に名乗りもせず宜よろしくとも言わない理由を察してくれまいか？

　美形に釣られて苦労・苦難のフラグ満載な場所に飛び込む自殺行為なんてするわけねーだろ？

　明日の命も危あやういわっ！




　　※※※※※※※※※




　私は去っていくミヅキの背中を見つめながら口元が笑みを描くのを自覚した。『理想の騎士』と言われる自分、バシュレ公爵子息たる自分にそんな態度を取る者など居なかったからだ。

　貴族階級相手ならば許されない彼女の態度はどこまでも『私』という『個人』を相手にしたものである。身分にも外見にも惑わされぬその瞳に映りたいと不意に思った。

「やれやれ、振られてしまいましたか」

「珍しい子ですね。アルジェント隊長を見ても顔色一つ変えないなんて」

　あっさり断り去っていくミヅキを楽しげに見ていると部下が声をかけてくる。

　確かに珍しい、というより今まで一度も無かったことだ。恋人が居る令嬢ですら何かしら反応があったものなのだが。

「ゴードン医師曰く『規格外』とのことですから。何かを察したのかもしれませんね」

　魔導師とは聞いている。だがそれだけでは彼女の特異性など見えては来ない。

「任務として恋人になっていただきたかったのですが……任務抜きにしてもいいかもしれません。カーマインをたやすく葬る腕を持っているようですし」

　ちら、と視線を向けると黒ずくめの男たちが捕縛されている。あれでもそれなりの規模の暗殺組織だったはず。彼らに運だけで勝てるとは思えなかった。

　気の強そうな瞳を思い出し胸がざわめく……楽しい、と思う。自分が誰かに興味を持つなど考えもしなかったが、彼女はとても面白い。

　何より先ほどの姿は彼女のほんの一面でしかないのだ。次はどんな表情や態度を見せてくれるのかと子供のように期待している自分が居た。

「あ……あの、騎士様。お茶でもいかがですか？」

　声に振り向くと村娘が顔を赤らめながら誘いをかけていた。その見慣れた光景に気分が下降していくのを感じる。気分が高揚していた分、それはとても不快に映った。

「申し訳ありませんが仕事がありますので」

　そう言ってやんわりと断れば大抵は退いた。そもそも騎士は貴族階級に該当する。村人が気安く誘える立場ではない。それ以前に任務として来ているのだから馴なれ合う必要などないのだ。

　ところが今目の前にいる娘は自分に欠かけ片らも興味を示さない騎士達に不満を持ったようだった。

「あの魔導師とは話す時間があるのに」

　ぽつりと呟かれた言葉に僅かに眉をしかめる。部下も表情に嫌悪を滲ませた。

「……彼女は私の想い人ですから」

　そうだ、それが一番しっくりくる。今はまだ興味だけだが、どうせ『婚約者になってもらう』のだから嘘ではない。それを任務だけだと思っていない自分に少々驚いたが悪い気はしなかった。

　先ほどの様子を思い出し思わず笑みが浮かぶ。だが目の前の娘はそれが気に食わなかったらしい。

「魔力があるだけの、あんな女にどうして！　恐ろしい魔女のようなのに」

　そう娘が罵ののしった瞬間、表面的な笑みすら消す。それは自分だけではなく部下も同様だったらしい。

　一気に冷たくなった視線を受けて女は慌てて言葉を続けようと口を開きかける。

　だが、遅い。一度言った言葉は取り返しがつかないのだから。

「彼女は君のように誰かの陰口など言わない。君は恩恵を受けた身でありながらそう言うのか」

　部下の一人が口火を切るとそれに続いて厳しい言葉が女に浴びせられる。

「彼女がやらねば誰ができた？　何人が生き残れた？　いい加減にしろ、恥知らずが」

　襲撃者の素性を知る自分達だからこそ、感情だけで物を言う女の態度が許せない。そもそも逃げ隠れしていただけの女に罵る資格などあるまい。

「ど……どうなさいました!?　孫が何か失礼なことを!?」

　慌てて近寄ってくる村長は原因が己が孫娘だと気付き青ざめた。

「貴方の孫は村の恩人を罵る恥知らずなようですね。男に媚こびを売るだけの役立たずが何様のつもりなんでしょう」

「そ、それは……申し訳ありません。きつく言って聞かせますので！」

　事情を察した村長は益ます々ます顔色をなくし頭を下げるが、それでこの女が反省するとは思えなかった。

「言って聞かせる以前に理解できて当然でしょう。……ああ、命の恩人ということすら理解できないほど愚おろかならば別ですが」

　遠回しに言っているがそれは頭がおかしいという事に他ならない。さすがに肯定もできず黙り込む村長に向けられる視線はどれも厳しいものだった。

「貴方の孫はさぞ愚かに育てられたのでしょうね。貴族に対して対等に振る舞おうとするくらいですから」

「……申し訳ございません」

「アルジェント、少々言葉がきつくないかね？」

　謝罪するばかりの村長を助けるようにゴードンが会話に割り込んでくる。彼の立場と落ち着いた声音にやや落ち着きを取り戻すも口にした言葉を後悔する気は起きなかった。

「君もだ。騎士達が言っていることは少々過激だが間違いではない。命の恩人を罵れと、そう教育されたのかね？」

「い……いいえ、そんなことは……」

　村娘は泣きそうな顔でゴードンの言葉に首を振る。その様子に頷くとゴードンは更に言葉を続けた。

「騎士は貴族に該当する。貴族出身の騎士とて多い。怒りをかえば自分だけではなく家族や村全体に影響が出る可能性があるのだ。立場を弁わきまえなさい、彼らは任務で動いている……邪魔をするものではない」

　諭さとすように言うと今度は私の方に向き直り溜息を吐く。

「アルジェント。会わないうちに随分と感情的になったものだな」

「申し訳ございません。私も頭に血が上っておりました」

　頭を下げ謝罪をすればゴードンは軽く目を見開き僅かに驚愕を滲ませる。私の態度はそれほど珍しかったのだろうかと内心首を傾げるが、次の瞬間ゴードンは薄く笑みを浮かべた。

「ほほう、普段の仮面を脱ぎ捨てるほどのことだったか」

　これは面白い、と小さく呟く彼の表情は言葉とは裏腹に慈いつくしむ響きがあった。幼い頃を知られている身としてはこれ以上踏み込んで欲しくないものである。これは話を終わらせるべきだろうと思い、村長に向き直って言葉を紡ぐ。

「これ以上彼女を侮辱するならば貴族の権限をもって処罰します。我々は彼女の護衛も命じられておりますので」

　騎士は民を護まもるものだろうが決して対等ではない。加えて任務なのだと匂わせれば村長はもう孫を庇かばおうとはしなかった。孫よりは貴族、いや国というものを理解できているらしい。

「私達の請け負った任務に該当する『対象』は彼女とゴードン医師だけなのです。二人は我々と対等であることを『許されている』。貴方達とは違うのだと御理解ください」

　笑みを浮かべながらそう告げてやれば村人達は誰も反論することなく俯うつむく。ゴードンはそれが表面的なものだと気付いているだろうが、彼も村娘の言葉が気に障さわったのか咎める気はないようだった。その本人は俯くばかりで謝罪の言葉さえ口にしない。

　……ああ、何てつまらない存在。自分の言葉に責任を持つ事をせず、俯くばかりの者など我々が気にかけるはずはないだろう？　私達は只ただの騎士ではないのだから。

　そう思えば思うほど私に興味を抱かせる彼女は特別だったのだと再認識し、これからの日々に思いを馳はせる。それはとても楽しい毎日になるだろう。心が躍るとはこういうことか。

「我々の邪魔をしないでくださいね？」

　村人達に根付くだろう、冷たさと優しさを混ぜた言葉は紛れもなく本心。僅かに片眉を上げたゴードンに軽く会釈すると背を向けてその場を後にする。

　それ以降、我々の気を惹ひこうとする者は居なくなった。『素敵な騎士』など御伽噺の中にしか居ないのだと認識させるには十分だったろう。

　それに。

　物語の騎士だとて『特別』はただ一人であり、それ以上に主に忠実なものなのだから。




　　※※※※※※※※※




　私の中では既に折られたフラグ。ところが敵も諦あきらめが悪かった。




「諦めてください」

「い・や・で・す」

「ミヅキ殿、待遇は良いですよ？」

「村の生活で満足してます、平和が一番です」

「何でしたら気に入った貴族や騎士を傍そばに……私でもいいですよ？」

「さり気に生いけ贄にえモドキ献上しないでください、何その捨て身の勧誘」

　只今攻防真っ最中。お互い笑顔なので表面上はにこやかにお茶してるようにしか見えん。

　うふふ……うふふふふふ……！

　さっさと退けや、優男。人間、諦めが肝心なんだぞ？　美形だからって何でも思い通りになると思うな、そもそも明らかに裏があるお誘いじゃねーか！

　部屋の中には私と敵の他に先生と騎士ズ、白騎士が居るけど……誰も止める気配無し。

　白騎士、お前らの隊長が勝手に貴族や騎士を交渉の駒にしてるぞ、いいのか？

　先生、諦めた表情で明後日あさっての方向を向くのはやめてください。

　騎士ズ……怯えた表情でこちらを見てる君達が一番まともに見えるのは何故だろうね？

　いい加減鬱うっ陶とうしいし時間の無駄だ。口で言って判らないなら実力行使しかないよね。

　……やるか？　さくっとやっちゃう？

　決めたなら即実行！　時間は有限なのだからっ！

「何と言われてもお断りします。……失礼しますね」

「……！　待て、ミヅキ……っ」

　魔力の動きを察した先生が諌いさめようとするが手遅れだ、発動までの準備は既に整っているのだから。先生が何かを伝えようとした気がするけど気付かない振りをして攻撃対象への認識を。

　障害は実力で排除するものですよ、先生。黒ずくめ戦隊を沈めたこの腕で！

　敵を確認し、パチンっ！　と指を鳴らす。すると空気圧縮による衝撃波が白騎士達へと襲い掛かった。もちろん、目で認識などは不可能だ。

「「ぐっ……」」

「な……!?」

「一体……何、が……」

　いきなりの衝撃に悶もだえる白騎士達。腹部を押さえつつもどこか呆然と痛む個所を眺めている。

　へぇ、誰も意識を失ってない。魔力はないみたいだけど強いんだろうね、彼らは。苦しむ表情も様になるとか美形って凄すげぇ。……その原因、私だけどな。

　優しく労いたわる気もないのでさっさと退場しよう。自業自得だよ、騎士様達？




　　※※※※※※※※※




　医者として、ミヅキの保護者として、そして彼らを呼び寄せた者として私はこの場に居る責任があるのだろう。それはいい、それは当然のことだ。

　だが。

　変人どもの性癖にまで責任なんぞ持てるかぁぁっっ！




　私はミヅキの出て行った扉を眺めたまま深い溜息を吐いた。実のところ、私がミヅキを止めようとしたのは全く別の理由からなのだが。

　ちら、と未いまだ蹲うずくまる騎士達に目を向ける。気を失わなかったのはさずがだが、彼らのダメージは大きいだろう。しばらくは立てまい。

「ア、アルジェント殿。あいつは身分とかよく判ってないんで！」

「見逃してやってください！」

　呆然としていた双子は我に返るなりアルジェントに懇願した。面倒見のいい性格らしい。

　だが未だアルジェントは蹲っており、その表情は窺い知れなかった。

「……い」

「「へ？」」

　ぽつり、と呟かれた言葉に双子は首を傾げ、私は彼らから距離を取った。

「……これが彼女の実力……素晴らしいです……理想的ですよ……！」

「え、ええと？　一体何、が？」

　顔は未だ伏せたまま、けれど明らかに喜びを滲ませた声に双子はやや引き気味になりながらも尋ねた。そんな彼らの声を無視してアルジェントは顔を上げる。




　その表情は怒るどころかほんのり頬を上気させて嬉しそうだった。他の白騎士も同様だ。




「あの躊躇ためらいのなさ、抉えぐるような的確な攻撃！　生かさず殺さずの絶妙な加減！　……攻撃をした時の蔑むような視線もゾクゾクするほど素敵です！」

「いやいやいや！　それ、違う！　何か違う！」

「頭を打ったんですか!?　ゴ、ゴードン医師！　早く診てやってください！」

　言葉の内容を考えなければ見た目は十分恋する青年だ。状況を知っていればその発想に行き着くことはまずないだろうが。

　……実はこの青年、かなり特殊な性癖の持ち主なのである。

　『自分より強い者に憧れる・戦いに喜びを感じる』ならば珍しくもないが、『自分より強い者と戦い痛めつけられることに悦よろこびを感じる』奴はそうそういまい。むしろドン引きされることうけあいである。




　このイルフェナという国は昔から王族・貴族に実力者（＝変人）が生まれることが当たり前だった。天才と何とかは紙一重という言葉を証明しまくってきたからこそ、小国ながら永ながらえてきたのである。




　城勤めでもしていれば今更な事実だが、民間人に馴染みはない。功績のみ伝えられているので、偉人どもが変人揃ぞろいだったなどとは一般的に知られていないのだ。実力者である白騎士達も例外なくそれに該当し、察するに全員同類か。

　双子の縋るような視線に応えるより早く動いたアルジェントは私の手をがしっ！　と握る。キラキラとした目が何だか怖い。

「彼女とお付き合いさせてください、ゴードン殿！　魂が揺さぶられるような衝撃……いえ、抉られるような甘い苦痛でした！」

「抉ってどーするんだ、抉って……それは本人同士の問題だと思うぞ」

「ありがとうございます！　これから努力することにします」

　許可してない、許可してないぞ!?　そんな私の声無き叫びは当然無視される。

　そっとしておいてやってくれ……と言おうとして私は溜息を吐く。彼らに勝利することが可能な女性がどれほどいるものかと思い浮かべて。

　はっきり言って『不在』という答え一択だ。むしろ大勢居たら男は要いらない。

　魔導師だったとしても呪文詠唱の時間がある限り負けるだろう。ミヅキは詠唱無しだからこそ接近戦でさえ強さを誇ほこっているのだから。

　そんな彼らが漸ようやく見付けた理想の女性（＝生いけ贄にえ）を諦めるだろうか？　……無理だろう、拒絶の実力行使でさえ彼らは喜ぶ。

　初めから伝えておくべきだったかと私はひっそりミヅキに詫びた。変人どもに気に入られるなど気の毒にも程ほどがある。しかも彼らがまともであったとしても彼女にとっては迷惑以外何物でもないのだ。

　そんな中、騎士ズは衝撃の事実に気絶したまま忘れ去られていた。さすがに認めたくはない現実だったようだ。

　騎士ズ、意外とまともな家庭（＝凡人）に育っていたようである。







　　第三話　城へ行こう、飼い主に会いに




　翌日、麗しの白騎士様はにこやかに戯ざれ言ごとをほざきやがりました。相変わらず無駄に美形だね、白い騎士服がお似合い！　背景も合わせるべく、さっさと城にお帰りくださいな。

「結婚を前提にお付き合いしてくださいませんか」

「……は？」

　不信感を露あらわにしながら聞き返した私に非はないはず。ええと、誰か説明ぷりーず？

　でも、とりあえず。

「お断りします♪」

　意思表示ははっきりしておこう。……だから手を離せ、見つめるな鬱陶しい。




　そんなわけで絶賛現実逃避中。いやいや、おかしいだろう？

　貴方との関わりなんて昨日の一件だけですよ、フラグを無視しちゃいけません。任務ですか？　大変ですね。

　ついに己の人生差し出してきたよ、この人。凄いな、騎士の忠誠心って！

　そんな私に先生が──アルさんに説明を求めるのは早々に諦めた──気の毒そうに事情説明してくれた。箇条書きにするとこんな感じ。




・アルジェント達は『自分より強い者に苦痛を与えられることに悦びを感じる』という性癖の持ち主である。

・昨日の実力行使で彼らは理想の女性（＝生贄）と確信した。

・自分たちを一撃で沈める強さに拍手喝采、大興奮。嫁においで♪

・生贄確定ご愁しゅう傷しょう様です。




　……。

　嘘だろ？　ちょ、そんなので恋愛フラグが立っちゃう!?　立っちゃうの!?　地道な好感度上昇イベントとかどこ行った!?　自分たちの性癖ストライクなイベント経過で一気に好感度ＭＡＸだと!?　斬新過ぎる展開だな、おいぃぃぃっ！

　嗚あ呼あ……乙女ゲームの常識ってあてにならないんだね……！　さすが生身の人間、想定外の事態発生。もっともこんな特殊設定の美形が存在するとは誰も思うまい。複数形ってことは白騎士は全員同類かよ、顔は良いのに残念な奴らだな！

　……。

　ふふ……逃げよう。そうだ、そうしよう。大丈夫、今ならどこだって生きていける気がする。さあ、家に戻って少ない荷物を纏めなきゃ！

「逃がしませんよ？」

「人の心を読まないでください」

「想われたことはあっても自分が想ったことは初めてなのです。絶対に諦めません」

　そりゃー、そうだろう。萌もえ所が顔や性格や地位なんてものじゃなく、凶暴さオンリーなんて。

　言ってることは一見まともな上に天が二物も三物も与えているみたいだから、さぞモテたでしょうよ。でも残念な部分で総合的にマイナスなんて世の中上う手まくできてるね。

「おい……ちょっと来い」

　あら、騎士ズが手招きしてる。とことこと傍に寄って行くと何やら真剣な顔をしていた。そういや君達も整った顔立ちしてたんだねぇ、しかもよく似てる。そう口にすると顔をしかめながらも答えてくれた。

「俺達は双子なんだよ。二卵性とかいうやつでそっくりじゃないけどな」

「お前達の世界でもそう言われてないか？　異世界人の医者が教えたらしいけど」

「ああ、二卵性ね。なるほど。つまり君達は生まれる前から一括くくり……」

「一括りって言うな！　いじめて楽しいか!?」

「現時点ではその普通の反応にとっても安らぐ」

「「……。ああ、そういうこと」」

　良かった、騎士ズは普通の人だ。騎士が全員あんなのだったらマジで泣いちゃうぞ。

「あいつは公爵家の三男だ、各地に影響力がある上にコネ狙いで協力者になろうという連中だって沢たく山さんいる。逃げられないと思った方がいい」

「何でさ？　身分も権力も障害にならないよ？　何なら国外逃亡でも……」

「旅券はどーするんだよ。国境越えられないだろ？　発行も絶望的だと思うが」

　パスポートが貰もらえないのは異世界人だからではなく、上からの圧力ってことなのかよ！

「……一つだけ穏便に済ます方法があるかもしれん」

「え！　先生、それ早く言ってください」

「そちらも十分困難なのだよ。エルシュオン殿下に直接諭してもらう」




　ずざざざぁぁっっ！




　騎士ズ一気に後あと退ずさり。え、何その反応。そんなに怖いの？

「無理！　絶対無理！　やめとけ、逃げた方がいい！」

「一度本性に触れたらアウトだ。危険な賭けはするな！」

「あ？……やはり殿下はあのまま成長されたか」

　涙目の騎士ズに事情を察したらしい先生。おーい、仲間外れは寂しいぞ。

「エルシュオン殿下は大変賢く愛国心に満ちた方なのだが……その、賢いゆえに時として非情になるというか容よう赦しゃがないというか」

　言いにくそうに言葉を選ぶ先生。オブラートに包んでもそれなのかい。

「白騎士の主であるから報酬代わりに動いてくれる可能性はある」

「報酬？」

「あの方は実力至上主義でな、価値があると認める者にとっては良き後見なのだよ」

　なるほど。その殿下の保護下になれるなら身の安全は保障されるってことか。しかも騎士ズの怯え方からして滅多なことでは敵対しようとする人はいないのだろう。何をやったか気になる……力技じゃないだろうし。

「アルジェントとは幼馴染だが個人的感情で贔ひい屓きする方ではない。一度口にされた約束は必ず守ってくださるだろう」

　なんだか厳しい条件を言い渡されそうな気がするけど、逃げるより確実そう。ここは一度会っておいた方が今後のためにもいいかもね。

「判りました。今回はその方に頼ることにします」

「そうか、私からも言ってお」

「決心してくださったんですね！　感激です！」

　先生の言葉に割り込む弾んだ声、背後から回される腕。こうなると条件反射でもちろん……。

「近寄るなっつってんだろっ!!」

　ドスっ！　と音がする勢いで腹部に一発。正当防衛だ、私は悪くない！

　……が。

　苦しむどころか妙に嬉しそうなその表情に己の間違いを悟さとる。しまった！　こいつは喜ぶだけだった！　しかも条件反射で何もせず魔法使っちゃったよ、報告されたらマズくね!?

「っ……つ……やはり……良いですね……！　愛の痛みが」

『何が愛だ、何が』

　皆の心の声は間違いなくハモった。正常な反応だ。

　おやぁ？　詠唱どころか指さえ鳴らさず魔法使ったことはバレてないみたい。良かった、そのまま気付かないでいてくれ！　……じゃなくって。

　いーやぁぁぁっっ!!　今、愛って言った!?　好感度上昇した!?

　こいつを喜ばせてどうする、自分！　私は馬鹿か！　私の学習能力よ条件反射に勝っておくれ!!

「あ～……とりあえず城に行く準備をするか」

　ぽん、と肩に手を置きながら先生がそう言った。

　ソウデスネー、今ハソレガ重要デス。転ガッテル生物ハ無視シマス。

　騎士ズよ、生温い視線向けるの、やめい。







　　第四話　王子様は外見天使な魔王様




　港と豊かな実りを有する王国イルフェナ。首都は港町ガルティアである。

　それは小国ながらも大陸に存在する多くの国にとって無視できない存在だ。

　一つは物流の面において。

　港を介して各地へ運ばれる物の中でイルフェナは特に食糧方面に重きをおいて貿易を行っている。日用品ならばともかく、飢えては生きていけないのだ。特に贅ぜい沢たくに慣れた特権階級にとっては辛い話だろう。

　次に外交面において。

　有能な人材の多いイルフェナの国民はその能力に比例する如ごとく愛国心が強い。下手な真似をすれば簡単に隠し持った牙を剥むき出しにするのだ。

　切り札となる情報を幾いくつも握った上での交渉……それがどれほど理不尽だろうと受け入れる他はない。相手が仕掛けた事実さえ手駒に変えて報復されるので結果的にイルフェナが正義となる。

　最後に軍事面においての強さ。

　イルフェナは軍事国家というほど力を入れているわけではない。問題なのは王家直属の黒騎士団と白騎士団なのだ。

　王族直属の親衛隊であり、その名の通り白と黒の騎士服を身に着けた精鋭にして『国の所有する最悪の剣』。近衛とは扱いが別であり、現在のイルフェナの騎士服は基本的に青を基調としたものである。

　その成り立ちはガルティアが国として存在していた頃に遡さかのぼるる。

　元々イルフェナはガルティアという長年に亘り友好関係を築いてきた隣国があった。王族・貴族の婚姻関係も深く、後継ぎに恵まれない際には隣国から迎えたりするのだから仲の良さが知れるものである。

　国の紋章も似ており、イルフェナが白い翼でガルティアが黒い翼。民も第二の故郷と互いに口にするほどだったという。元は同じ民族だったのかもしれない。

　ところが二百年前に大陸全土を巻き込んだ大戦が起こり、防衛に徹した二国もかなりの被害を負ってしまった。

　大戦が終結したとはいえ元々小国だった二国はそのままでは潰つぶされると判断、民の承認を得た上でイルフェナに統合されることとなった。

　その際、イルフェナの首都をガルティアとし国の名を残すことにしたという。イルフェナは白、ガルティアは黒の騎士服を纏っており、新たな国として歩む際に青に変更されたが名残として一部に残されることとなった。それが王族直属の機関である『白き翼』と『黒き翼』である。

　実力だけを基準に選ばれた愛国者達の集団であり、最優先は主の命。貴族でさえ干渉できない。

　彼らは自分の持てるあらゆる権利と能力を使って主の命を叶かなえるゆえに『国の所有する最悪の剣』なのだ。

　……彼らが動いた果てに手痛いどころではない被害を被こうむった国は少なくない。

　これらが小国ながらもイルフェナが他国に一目置かれ、大陸において比較的強い発言権を有する理由である。




　　※※※※※※※※※




「……という国なのですよ」

「へー……凄いんですね」

　現在、客室にてアルさんにイルフェナについての講義中。先生と騎士ズはそれぞれ別行動で報告や挨拶に行っている。なのでアルさんが私の護衛兼見張り。うむ、丁てい寧ねいな解説ありがとう。

　あの黒ずくめの襲撃事件から数日。お礼代わりに賞金首だった奴らの報奨金をラグスの村の人たちに渡した後、私と先生は騎士達に連れられイルフェナへと向かった。騎士が同行しているので安全と言えば安全か。

　旅はこの世界の食糧事情に改めて驚いた程度──この世界は食材が非常に美お味いしいのだが料理のレパートリーが異様に少ないのだ──で順調な旅だった。

　この世界、酵母パンやら製紙といった異世界の技術が伝わる一方でそれらが最上級と認識されるせいか応用が全くないのだ。パンがあってもサンドイッチが存在しないとは思うまい。

　どうやらパンそのものが完成された料理として認識されてるらしい。なお、調理方法は基本的に焼く・煮る・炒めるのみ。ただし、食材は元の世界よりも遥かにうまいが。

　聞いた話では白騎士達は貴族らしい。彼らがキャンプ並みの食事に目を輝かせた時点で世界の差を感じましたとも。マヨネーズのレシピに喜ぶ貴族って……。

『彼らが知らないということはこの世界に無かった物ということだ。逆に言えば貴族でさえ欲する価値のあるものだと覚えておくといい』とは先生のお言葉。つまり迂う闊かつに見せるなってことか。

　なお、世界の差は魔法にも影響している。『状態維持』やら『時間短縮』といった魔法を私はイメージしやすいのだ。映画やゲーム、日常などで『それがどういう常態かを知っている』からね。

　これらの上級魔術と言われるものは説明がしにくいためイメージが難しく、習得が困難らしい。「時を留め現状を維持し～」と説明しても「時ってどんなものですか？」と問われると困るんだとか。私も自分が理解しているだけで人への説明には困るしな。

「まさか城下町に入るなり聞かれるとは思いませんでしたが……」

「いや、だって気になるでしょ」

　城下町に入るなり思わず聞いちゃったんだよねー、私。

『よく狙われませんね？　これほど豊かなのに』

　ほら、豊かな国は狙われて滅亡フラグが？という『お約束』。港もあり作物も豊か、しかも小国とくれば、ねぇ？　後は姫とか主人公になりそうな人物がいれば完璧じゃん！

　ま……さすがに『滅亡フラグ立ってませんよね？』とは聞けませんがな。その後、せっかくなので解説してもらい今に至る。そうか、天才・奇才な変人どもを敗北させることができなかったから生き残ったのか。確かに凄いな。

　あ～……確かにそれだけの功績を残してれば変人だろうと『よくあること』で済ませるね。歴史的な背景にまで話が拡大するとは思わなかったよ。二つの国の名残が白騎士と黒騎士、青い制服が一般的な騎士服だったか。

　そう、歴史ある精鋭部隊……。

　……。

　先祖達に詫びろ、お前ら。

「歴代の騎士達も似たようなものだと聞いていますよ？」

「私、何モ言ッテマセンヨ？」

「ふふ、今更ですからお気になさらず」

　無駄に爽さわやかだな、おい。思わずジト目になるも相手はにこやかなままだ。

　……職業的なものかもしれないが、アルさんは御伽噺に出てくる『美しく優しい騎士様』という印象を周囲に抱かせる。特殊性癖以外は良くも悪くも本性が見えず、かといって不快に思わせることもない。

　うーん……対人においてかなり有能なんじゃないだろうか、この人。自分の立場を利用することも厭いとわないだろうしね、村でも城へ招待するために平気で貴族や騎士を差し出そうとしたし。絶対に敵に対して容赦ないタイプだろう。

　もっとも私もこれに関しては同類だ。そうじゃなきゃ生きていけないでしょ？

「私からも伺うかがって宜しいですか？」

「はい、どうぞ？」

「貴女あなたは随分平然としてらっしゃいますね。異世界に来られたというのに」

　ああ、あまりにも悲壮感がないってことか。アルさんの言葉にこれまでを思い浮かべて確かに、と頷く。

「元々こういった性格なんですよ。起きた事に対して嘆くより楽しむ方向ですね、一族全員が」

「一族が、ですか？」

「全員同類なんです。方向性は微妙に違うかもしれませんが」

　困惑するアルさんの反応は正しい。だが、私も嘘を言っているわけじゃないのだ。血の繋がりとは恐ろしや。

「泣くより情報収集と状況の改善を。状況判断能力に優れているんでしょうね」

　物凄く良い言い方をすればこうなるだろう。一言で言うと『たくましい』。アルさんも返事に困るのか微妙な顔になっている。

「泣かれるよりは良いと思いますけどね」

「異世界版迷子とはいえ生活できないわけじゃなかったですから」

　そういうことにしてくれ、騎士様。多分、貴方の知る女性達と私はきっと別物だ。

「では、もう一つ。貴女は……人を殺せますか？」

「……」

　アルさん、器用だね。目だけ笑ってないよ？

「殺せるでしょうね、間違いなく」

「そうでしょうか？　襲撃者でさえ殺していないのに？」

「『殺せなかった』というより『必要がなかった』んです」

「ほう？」

「だって無駄でしょう？　それに……」

　キィン……という微かな音と共に一筋の氷結を行う。そして氷の刃をアルさんの首筋付近に出現させて微わ笑らう。

「無詠唱での魔法の危険性を私は『知っていた』。先生がいるといっても治癒魔法程度で間に合わないことも『理解できていた』。この二つと今の状況から考えてくださいな？」

「話してしまって良いのですか？」

「無駄でしょう、気付いている人の前で隠しても意味がない。私は『状況判断能力に優れている』と言いましたよ？」

　そう告げてから氷を消すとアルさんは嬉しそうに笑った。しまった、今の演出も萌え要素だったか!?

「嬉しいですね！　魔法だけではなく賢い、本当に貴女は期待以上の人です。これは絶対に諦めきれませんね」

　おーい、アルさーん！　話が全然見えてこないんですがー？　あと、最後の方は要らんからな？

「……以上です。殿下、これで彼女への評価はお話しした以上だと信じていただけますか？」

　笑いを収めるとどこか満足そうにアルさんは意味不明の独り言を言う。

「……？　殿下??」

「エルシュオン殿下ですよ。……申し訳ありません、ミヅキ。貴女を試させていただきました」

　試すも何も……この部屋には私達以外の誰もおらんがな。もしや、盗聴？　魔法世界で盗聴ですか？　できるの!?　今のは抜き打ちテストですか!?

「もちろんだよ、アル。……初めまして、異世界の魔導師殿？」

　そう言いながら部屋に入ってきた人は黒い騎士を従えていた。

　この人が殿下。黒騎士はアルさんと同じく隊長だろうか？

　おお、まさにテンプレどおりのキラキラした麗しの王子様が目の前に！　緩やかなウェーブがかった金の髪に青い瞳、女性と見まがう美貌……幼い頃はマジで天使のようだったでしょうね！　ええ、天使の如き色彩と容貌なのですが。




　王子様、微笑んでらっしゃるのに貴方は何故そんなに威圧感ありまくりなのでしょう……？




　うん、子供が視線を合わせたら泣く。上手く説明できないけど、何て言うか雰囲気が怖い。

「大丈夫ですよ」とアルさんが頭を撫なでてくれるけど、そもそも『大丈夫』って言葉が出る方がおかしくね!?　緊張してるわけじゃないのは気づいてるよね!?　何か危険があるみたいじゃないのさ!?

「殿下、少し抑えてください」

「ああ、すまない。つい楽しくてね」

「楽しい……？」

　抑えるってのは魔力か何かだろうか。気遣ってくれた黒騎士に感謝しつつ、元凶の王子様を見る。殿下、その楽しいってのは一体何のことでしょう……？

「だってこんなに可か愛わいく怯えるんだものね」

「私のことか！　それは私の怯えっぷりのことですか！」

「もちろん！　資格十分だと証明した矢先にこれだしね」

「いじめっ子ーっ!!　悪魔だ、いや魔王だ、アンタ！」

　最初から反応を楽しんでたってことかい！　不敬罪を頭からすっ飛ばした私の叫びにくすくす笑っていた殿下がおや、と更に笑みを深める。え、今の台詞のどこに面白要素が!?

「うん、魔王って呼ばれてるんだ」

「は？」

「私は生まれつき魔力が高たか過ぎてね、普通の魔法も危険だし体に負担がかかるから使えないんだけど……内包する魔力が威圧感を与えるんだよ」

　特に魔力持ちには効果があるみたいだね、と付け加える王子に罪悪感はこれっぽっちも感じられなかった。明らかに面白がっていたっぽい。

　……。

　リアル魔王様でいらっしゃいましたか。天使の外見の魔王なんて斬新ですね。

　角とか翼はないんですか？　世界征服は私が帰ってからにしてくださいね？

「せっかくだから私も色々利用してるんだよ」

『だって楽しいじゃないか？』

　そう付け加えたように聞こえたのは気のせいじゃないだろう。魔王と言う呼び方は絶対に魔力のせいだけじゃねぇ……中身も魔王だ、この人。

　わぁ……さすがイルフェナ、変人の産地！　先生の話を信じるなら愛国者、でも魔王属性な王子様とか普通に居るんだね！

　上機嫌な魔王様に無表情の黒騎士、そして変態の白騎士。これだけで十分逃げる要素満載だが、私はこれから魔王様と交渉せねばならない。

　今後に不安を覚えつつも、とりあえずは心の中で叫んでおこう。

　勇者ーっ!!　属性・勇者の人どこーっっ!!

　ラスボスがいますよ、貴方の出番ですよーっっ!!

　たーすけてぇぇぇぇっ!!

　えー……私この人にお世話になる、の？







　　第五話　黒騎士さんは器用な人




「十日後にゼブレストから迎えが来るから後宮破壊しておいで」

「……は？」

「そうそう、表向きの立場は側室だけど我が国の後見がつくから権力的に側室筆頭だよ」

　王子様は天使の笑みを更に輝かせて問題発言しやがりました。

　……何故いきなり側室にならにゃいかんのですか？　魔王様。

　いや、それ以前にね？

　後宮破壊って……さっそく世界征服の足掛かりにでもするおつもりで？




　　※※※※※※※※※




　衝撃の対面後。とりあえず自己紹介とこれまでのことを話し、ついでに白騎士何とかしろやとお願いをしてみたのだが。

「じゃあ、こちらのお願いも聞いてほしいかな」

　うん、それは理解できる。交換条件も仕方あるまい。

　でも、私に犯罪者になれと？

　国を傾かせて来いと？

　明らかに処刑が待ってるよね？　それ。

　そんな空気を読んだのか王子様は更なる爆弾発言をなさいました。

「ああ、大丈夫だよ。だって依頼者兼共犯はゼブレストの王と宰相だからね」

　……。

　他国には自国を貶おとしめめたい願望を持った王様がいるんだろうか。いや、魔王が王子をやってる……。逆だ、王子様が魔王な国はあるみたいだけどね？

「先代が無能過ぎてね、思い上がった貴族連中が王に娘を無理矢理押し付けたんだよ」

「後宮閉鎖は駄目ですか」

「やろうにも貴族達の反発が凄いらしい。正妃もまだなのにってね」

「じゃ、さくっと毒殺……」

「バレたら貴族連中がうるさいよ？」

「人として駄目という理由じゃないんですね」

「うん。気にする価値がない人達だから」

　私も酷ひどいが王子様も十分酷いですな。貴方も似たような立場なんだし、少しは理解を示す気は……ないんだろうね。

　王子様は清すが々すがしい笑顔だ、良心の呵か責しゃくは欠片もないとみた。黒騎士さんも頷いてるあたり何かあったのだろうか？　すると私の視線に気が付いた黒騎士さんは無表情のまま口を開いた。

「あそこの女どもが王妃になったら国が終わる」

　終わる!?　いきなり滅亡の予感かよ!?

「自分が勝つことしか考えていない。雌めすの集まりだ」

　……人としても扱いたくないのか。一体、何があった。

「クラウスには潜入して様子見してもらったし、情報を集めてもらったからね」

「情報収集？　もしやさっきの盗聴……」

「うん、黒騎士はそういった仕事が専門だよ？　魔法を専門に扱うし魔法を組み込んだ道具を作る技術者でもあるね。さっきの映像や音も道具を通して見ていたし」

　全部黒騎士達のお手製なんだよ！　と魔王様は楽しそうに言った。元の世界とは違うけど凄い技術だな、魔法を組み込んだ道具もあるのか。

　……ん？

　待て。おい、今何て言った？　映像……隠しカメラみたいなもの？　それ、盗聴と覗き？　犯罪だろ!?

「あの、それ犯罪じゃ……」

「それが仕事だ」

「堂々と口に出せることじゃないでしょ!?」

「ちなみに趣味も兼ねてる」

「なお悪いわっ!!」

　わー……さすが魔王の僕。趣味と実益を兼ねて堂々と犯罪行為かい。

　クールな雰囲気台無しですよ？　ほら、自分を見つめなおせ？

「ちなみに詳細な報告はここまで可能だ」

　ぴら、と何やらびっちり書き込んである紙を渡される。

　えーと…[image: え]……？

『〇七〇〇　起床　随分と機嫌が悪い。侍女に八つ当たり』

『〇七三〇　着替え　赤をメインにしたドレスを選択、濃い目の化粧』

『〇八〇〇　朝食　メニューはパンとスープと果物』

　……。

　ストーカーの活動報告書か何かだろうか、これ？

　しかも随分と詳くわしくね？　一体何やってんのさ、無表情の裏で!?

「……犯罪者だ、ストーカーモドキが居る」

「行動を把握し詳細な情報をまとめただけだが」

「限度を知れ。人間、自分がやられて嫌なことはしちゃいけない！」

　力一杯主張する私にクラウスさんは軽く首を傾げ。

「別に。自衛できなかった己の実力不足だろう？」

「駄目だ、自分が基準だこの人！　アルさん、魔王様何か言ってやってください！」

　出会って数分、すでに王子の呼び方が魔王様で定着中。

「黒騎士は有能だからねぇ、仕事を趣味にしてるのは些さ細さいなことだよ」

「クラウスは幼い頃からこうでしたから……私達の行動はいつも把握してましたし」

　仕事で済ますな！　一見まともに聞こえるだろうが！

　昔からって……おかしいと思えよ、そんな子供!!　あれ？　『幼い頃から』？

「もしかして三人とも幼馴染ですか？」

「うん」

「そうですよ」

「二十年以上の付き合いだな」

　嗚呼……変人三人組に誰も口を挟めなかったってことですね……！

　矯正されることなく、すくすく成長したなれの果てがこれなのですね……！

「今、何か凄く失礼なこと考えなかった？」

「気のせいです。悲しい現実なら思い浮かべましたが」

「そう」

　先生が宮廷医師やめて村に引き籠こもったのは変人どもに疲れたからじゃあるまいな？　白騎士は変態、王子様は魔王、黒騎士は犯罪者紛まがい……。

「黒騎士って一人居たら三十人は居そうですね、どこにでも湧きそう」

　そう、某Ｇの生物のように。実力者ってことはきっと生命力も強い。

「へぇ？」

「おや……」

「な!?」

　思わず駄だ々だ漏もれた本音に三人の表情が変わる。

　あれ、声に出てた？　意味判っちゃった？？

　クラウスさん、初めて表情が変わったわねー。些細なことだけど一矢報いた心境だ。もちろん、謝らん。

　あら、天使の笑顔な魔王様。なにやら上機嫌ですね？

「うん、君みたいに賢くて楽しい子が来てくれたことが嬉しいんだよ」

　無駄に楽しそうに言われてもねぇ。アルさんも私を興味深げに見ているし、クラウスさんは何やら考え込んでいる。

　……。

　そういえば魔力が高いと感情読めたりするんでしたっけ……？　やべ、今まで本音が聞こえてたりしたのか!?

　え、私早くも死亡フラグですか？　不敬罪で葬り去られちゃいますか!?

「だからお願い聞いてね？」

　笑顔で脅迫された私に抗あらがう術などない。とりあえず頷いておこう。

　……どうなっても知らんぞ？







　　第六話　準備しましょう




　魔王様の『お願い』を承諾してから。

「最低限で構いませんので踊れるようになってください」

「……宜しくお願いします」

　厳しそうな講師の女性は視線で『やれるものならやってみろ』と言っている。

　ふ、原因はアルさんか。アルさん狙いの一人なのか。あからさまな態度にアルさんもどことなく苦笑してるし。

　夜会があるからダンスが踊れないと困る、ということでまずはダンス教室開催。相手役にアルさんを選ぶあたり魔王様はよく判っているようで。……絶対に足は踏まん。変態にご褒美をやってなるものか。

　まずはお手本ということで講師組、嫉妬の視線を浴びつつ次に私達。アルさんが私に寄り添うと女性講師の視線は益々強いものになる。

　おお、睨みつけてますな！　私で気付くくらいだからバレてるぞー、嫌われるぞー！

　睨まれても仕事なので仕方ないんだけどねぇ？　それくらい理解しろよ。

「睨まれちゃいました♪」

　ならば期待に応えてアルさんに寄り添い更に煽あおってあげようじゃないか！

「大丈夫ですよ、私がいますから」

　お、アルさんもノリノリで抱き寄せてくれる。目的が判ってるね！

　……あ、こっちをチラ見してた講師組が足踏んだ。はっは、些細なおちゃめじゃないか。気にしないでくださいよ♪

　で、次は私達。

　ステップの解説もなく初心者にやらせようとするあたり性格悪いな、講師。相手の人は何か言いたげだけど口を挟むことはない。身分的なものか本人が怖いかどちらかと見た。

「できるだけで構いませんから」

「あー……はい、努力します」

　素敵な騎士様らしくリードとフォローをしてくれる気らしい。ありがとアルさん、優しいね。

　一応、初心者だと自己申告はしてある。そう、実際に踊るのはこれが初めてなのだ。

　普通は無理だよ、普通はね。そんな私が踊れるわけ……

「あ……あら？　お上手ですのね……？」

　……踊れるんだな、これが。

　理由は私がプレイヤーの一人だったオンラインゲームにある。

　現在のオンラインゲームは殆ほとんどが仮想現実体感型でまさにゲームの中で生きている状態。怪我こそ負わないものの、現実と変わらない体験ができるというものだった。もちろん、現実との相違点はあるのだが。

　戦闘においての血の演出など年齢制限がかけられるようなものまであるのだ。その技術は軍事訓練などにも使用されているので『たかが疑ぎ似じ体験』などというレベルではない。

　故にゲーム内のスキルと言えども現実に身に付いてしまうものがあるのだ。もちろん現実世界にあるものに限り、だが。

　その中で『舞踏』というスキルがあったのだよ。普段はもちろん使わない。

　ところがこれ、貴族以上のＮＰＣと関わる場合は必須スキル。ないと困る。貴族の招待や国主催の晩餐会で人脈を作っておくと個人的に仕事を任せてもらえたりするんだな。当然、仲良くなるには上流階級の教養が必要になるので無駄に身に付く。

　ふ……スキルレベル上昇のために練習したのも良い思い出。戦闘系ギルドの筋肉上等！　なアニキ達も死んだ目になりつつ鍛錬（練習）したと聞く。まあ、そんな光景を見てしまった奴らも涙目だったらしいけど。何を考えてたんだ、あの運営。

　そんな事情もありスキル習得後は体で覚えて現実でも踊れる……というわけ。私が魔法にすんなり馴染んでるのもゲーム内で生活してたからだしね。

　ただね……このスキル『舞踏』は私にとっては黒歴史。事情は男性キャラで登録したのに踊れるのが女性パートという理由から察すべし。自キャラが女性的な外見だったとしても寒々しい光景ですな。

　まあ、意外なところで役に立ったからいいんだけどね……うん。

「お上手ですね。これならば安心です」

「色々ありまして……ええ、良かったです」

　安心したように、けれどどこか残念そうなアルさんに曖昧に微笑む。深く追及しちゃいけません、特殊な環境でスキルとして習得したなんて説明できん！

「上手な方に教わったのでしょうね。凄くやりやすいですよ」

「ソウデスネ……」

　パートナーはβ版からの相棒だもの、息もぴったりだったさ！　実は両方男という寒い状態だろうとも。それを見て仲間が笑いを耐えていようとも……！

　当たり前だが事情があっただけでＢＬな関係ではない。詳しく説明すると誤解を招きそうな事態なだけに貝にならせておくれ。

「貴女のお相手を務められた方に嫉しっ妬としてしまいそうですね」

　軽く溜息を吐くアルさんはターンと同時に体をやや近づける。視界の端で講師の女性が眦まなじりを吊り上げるが、アルさんは一向に気にしない。そして耳元に囁ささやく。

「……ダンスの時くらいは私だけを見てください」

「見てたのは講師。しかも女性ですって」

「判っていますが許しがたいのですよ」

　何やら物騒なことを呟くとアルさんは少々強引に体を密着させる。
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「微笑んでも顔を赤らめることはない、甘く見つめても視線は素通りです。貴女を捕らえるものは何なのでしょうね？」

「囚とらわれませんよ、簡単には。唯一手放さなかったものが『自分』だもの」

　そう言い切るとアルさんは軽く溜息を吐き目を閉じる。

「……いっそ」

　言葉と共に瞼まぶたを開くと、穏やかな笑みを消して口元を歪めるだけの冷たい笑みに変わる。同時に腕に力が籠もった。

「いっそ物語のような恋でもしましょうか？　幸せな結末にはならないでしょうけど」

　冷たい声に歪んだ笑み、瞳に宿るのは狂気。……これが翼の名を持つ騎士の隊長か。確かに優しいだけでは務まらないだろう。

「それが本当の姿なの？」

「ええ、貴女相手に隠す必要などない」

　恐ろしいですか？　と続くはずだった言葉は楽しげな私の声に遮られる。

「いいわね！　そっちの方がずっと『らしい』もの。綺麗な仮面着けてるより信頼できるわ」

「え……？」

　呆あっ気けに取られるアルさんに笑い返す。今度はきちんと目を合わせて視界にはアルさんだけ。

「確かに綺麗な顔だけど、相手に合わせた表情を作ってるってバレバレよ？　明らかに裏があると警戒するのが普通じゃない？」

「女性が望むのは御伽噺に出てくるような騎士でしょう？」

「普通はそうかもしれないね。でも私は望まないし信頼しない。だって貴方達は自分の役目を最上位に定めているから」

「……っ！」

　触れている場所から僅かに震えが伝わった。珍しく動揺したらしい。

「翼の名を持つ騎士がどういった存在か知っていれば気付くことでしょう？　偽いつわる必要なんかない、私は貴方達の立場を『そういうもの』だと受け入れているのだから」

　翼の名を持つ騎士ならば個人的な感情を優先するはずはない。だが、逆に言えば在り方は絶対にぶれないのだ。そちらを前面に出した方が信頼できるし、何かを要求されたとしても『国のため』と思えば納得できる。

　私を保護してくれたのはこの国の民なのだ、それくらいは恩返ししますとも。

「翼の名を持つ騎士としての要求なら協力する。下手に誤ご魔ま化かされる方が頭にくるわね」

「利用されるのに怒らないのですか？」

「それのどこが悪いのよ？　私だって自分のために誰かを利用するよ」

　そう言い切るとアルさんは私をじっと見つめ、暫くして大きく息を吐き出すといつもの笑みに戻った。講師には背を向けていたのでアルさんの変化は気付かれていない。

「私の目は確かだったようです。本当に手放せませんね」

「それ以前に手にしてないっての！」

　軽口を叩き合いながら曲の終了と共に動きを止める。離れようとした私にアルさんは腕を放さない。訝しげに表情を窺うと掴つかんだままの片手を口元に近づけ、手首の内側に口付ける。

「ア……アルジェント様!?」

　その光景に講師の女性が悲鳴のような声を上げた。……？　一体、何の意味が？　元の世界だと欲望とかの意味だったような。

「私の世界では額なら祝福、爪先なら崇拝って感じに場所によって意味があるのだけど」

「この世界において手首の内側への口付けは求婚にも使われます。愛を乞こうならば別の場所ですけどね」

　求婚に使われるのに『愛を乞う』じゃないらしい。講師が悲鳴を上げてたってことは欲望とかの直接的な意味なのだろうか？

　首を捻ひねる私にアルさんは笑みをいっそう深め再度手首に口付ける。

「手首を掴んで内側に口付ける意味は……『貴女を逃がさない』」

「一方的なストーカー宣言かいっ！」

　慌ててアルさんの手を振り解ほどき睨みつけると楽しげに笑い返される。

　……後に『この光景を見せつけることに意味があったんです。これで私の想い人だと知れ渡りますし』と言われ、問答無用に一発見舞ったのは当然だと思う。




　　※※※※※※※※※




　次に必需品の製作。そりゃ、そのまま行くのは無理だろう。今回作るのは特注ドレスと装飾品だけ。どうやら役目専用の装いらしい。

　曰いわく、殺やるか殺られるかの状態になるから魔法付加のドレスが必須だそうな。つまり特殊装備ってこと。へー、物に魔法を定着させることってできるのね？

　何でも魔力で描いた呪文を定着させるらしい。『声』だと一瞬で消えるけど『文字』そのものを描くことによって効果を持続できるみたい。つまり術者が居なくても結界が張れるってこと。魔石に魔法陣や呪文を組み込んで持続させる手段があるってことだね。それが魔道具と呼ばれる物。

　基本的に魔道具は魔石が動力源となっている。つまり魔石＝電池みたいなものと考えればいいだろう。魔石に強度があれば魔力を込めることもできるので充電池ってことか。

　なお、魔石の質や術のレベルにもよるけど魔道具は値が張るらしい。これは製作できる技術者が圧倒的に少ないことが原因だそうな。その理由は製作過程を見せて貰えば一目瞭然。

　あ～……そりゃ、そうだろうねぇ。まさに見て覚えろ・フィーリングで覚えろって教え方なんだし。才能の問題だろ、これ。

　説明されても魔力を使っての加工なんて理解できんわな。基本、自力で成功させるしかないんじゃなかろうか？

　そしてもう一つが衣服そのものに魔力を帯びた特殊素材を使用した『魔術付加衣装』。こちらは布自体に魔力が宿る形なので魔石は必要ない。身分の特に高い人達はこれを纏って暗殺を防ぐとか。

　ただし……高いんだとさ、これ。下手すると貴族の館が建つ。

　で。

「ふむ、サイズは丁ちょう度どいいな」

「……」

　……突っ込むべきだろうかね、これ。

　サイズを計らせた記憶もないのにいきなり試着かい。しかもサイズピッタリ、何故作れるのさ!?　体重とかもばれてそうだな、おいぃぃっ!?

　ちなみに作った人はクラウスさん率いる黒騎士達。……黒騎士達、どこまで器用なんだ。普通の仕事もしてたってことは夜な夜な手縫いか、皆でお裁縫か!?

　そして『最初から魔導師だと言っておくから黒い方がいいね』という魔王様のよくわからん一言で色は黒、胸元の開いたマーメイドラインのデザインだ。

　そうか、魔女とかそっち系のイメージか。悪の女幹部扱いなのだね？　全力で悪役になりきってみせるとも、やることが後宮破壊だしな。

　その後、必要だからと幾つか作られる装飾品。せっかくなので私も製作してみたり。

　身に着けるタイプの装飾品型魔道具は基本的に結界や解毒などの装備者に効果があるものだけみたい。攻撃魔法は自分の魔血石を埋め込み、自分と繋げなければならないんだそうな。攻撃魔法に必須な『対象認定』を自分でやれってことだろう。

　なお、黒騎士達が攻撃魔法を組み込んだ魔道具を好まないのは『魔法に不慣れな者が扱えば危険』という常識的な理由ではなく、魔術師としてのプライドが原因らしい。

　クラウスさん曰く『魔法が誰でも使えるものと思われるのは我慢がならない』とのこと。技術者はエリート魔術師扱いなのだ、魔道具だって誰でも作れるわけじゃない。しかも技術者になるには魔術師として下積みされた実力が必要なので扱う人間に対する目も当然厳しい。

　派手で殺傷能力のある魔法を面白半分に扱う輩やからが許せないのだろう。そういった連中は自分のしたことに責任を取るなんてことはしないだろうし。

　そのお言葉を聞いた上で作った私の作品はこれ。

　名前……ヴァルハラの腕輪

　製作者……ミヅキ

　効果……治癒・毒分解・万能結界

　元の世界でやってたオンラインゲームで装備していた物のレプリカ。効果は近いものしか無理だけど。選んだ理由は『元を知っていれば明確にイメージしやすい』から。形も効果も知るからこそ作り出せたのだろう。

　どうやら魔道具の製作は『魔術定着・形成』の感覚でイメージすればできるっぽい。素材を加工する過程で付属効果を組み込んだから生産スキルに近いかも？　魔道具の製作が難しいのは完成後の姿を想像しにくいからじゃないのかな。

　使い方は魔石に所有者の血を一適垂らして健康な状態を認識させるだけ。これで毒を受けても怪我をしても体力を消耗して自動的に治癒や毒分解が発動してくれるようになる。これは解毒や治癒というより『元の状態に戻す』という感じなので認証させた本人しか使えない。

　この世界の魔法が使えない以上は同じ性能なんて無理なので、性能は本物の劣化版。毒も無効じゃなくて解毒が精せい々ぜいだ。

　私ができるのは体から毒を抽ちゅう出しゅつする転移の方法、もしくは毒を分解して無害なものに変える方法のみ。仕込むなら毒分解しかない。ちなみに『毒』を『本来体にない異物』として扱ってるから薬物全般対象。アルコールなども分解されるので地味に役立つかもしれない。

　そしてゲームに出てくるポーションや毒消しがリアルにあったら物凄い価値があると気付いた今日この頃。奇跡の薬だろうよ、あれは。

　ところが事態は思わぬ方へ転がってゆく。

「おい、これどうやった!?」

「え、普通に魔術付加させましたけど？」

「違う！　複数の魔術付加なんて聞いたことがない！」

　あれ～？　ないの？　マジで？　ゲーム世界じゃ装備品のステータス上昇や複数耐性付属って珍しくないけど。

「無理なんですか？」

「当たり前だ。属性や相性の問題があるから至難の業わざだな」

「魔法を重ねてかけるのは難しいってこと？」

「それもあるが……重ね掛けすると上書きしたことになるんだ」

　魔道具一個につき一種類ってことだろうか。ふむ、これも本来ならありえないことなのね。

「だからこそ複数の魔術を組み込むという発想がない。……お前、これを他では作るなよ。一発で目を付けられるぞ」

「なるほど……『重ね掛けできない』っていう常識が邪魔になるんですね」

　先生が言っていた『この世界の常識を持つからこそできない』ってことか。私はその常識がない上、ゲーム世界とはいえ実際に装備して実物があると知ってるからできたわけね。つまり迂闊にこの世界で作っちゃいけない、と。

　おお、黒騎士さん達がじっくり見ている。技術者が夢中になる価値があるのか、あれ。

「あの……いい加減に返してくださいな？」

「「「もう少し見せろ!!」」」

「……。お好きにどうぞ」

　研究・製作大好きな黒騎士達よ、それは私のだ。

　帰って来てからでいいなら君達の分くらい作るからさ……お仕事しようよ？







　　第七話　王様は苦労人




「ミヅキ、だったか？　俺がゼブレストの王ルドルフだ。ま、宜しくな！」

　魔王様からろくでもない『お願い』という名の命令を賜たまわわって十日後。案内された客室にはやたらと友好的な青年がいた。

　明るい茶色の髪に同色の瞳の王様は確かに整った顔立ちをしているけど、変人どもが無駄に顔が良いので普通に見える。魔王様と違って威圧感もない。

　……あれ？

　立場的にはこの人の方が上のはず。モブ顔とは言いませんが民間人に馴染めそうだよね？

　え、この人が後宮破壊計画を立てちゃった人??




　　※※※※※※※※※




「初めに謝っておく。……突然こんな話を持ってきて申し訳ない」

　そう言って深々と頭を下げるルドルフ王。おいおい、座ったままとはいえ王が簡単に頭を下げたらマズイだろうが。

　まあ、厄介事を持ってきた挙句に敬えなんて抜かしやがったら〆しめるけど。国の不祥事なのだ、本来なら他国に協力なんて求めないだろう。

「聞いていると思うが、後宮に入り込み側室どもを滅ぼしてくれ」

「滅ぼすんかいっ！」

「すまん、つい本音が。適当に痛めつけて追い出すのが最善だな」

「その場合の私の罪状は？」

「絶対に奴らから仕掛けてくるから問題ない。あっても俺が握り潰す」

　武力行使大前提みたい。いいのか、それで。

「実家を出してきた場合は？　厄介なんでしょう？」

「貴族なんて歴史のある家ほど表沙汰にしたくない部分があるのさ。それも踏まえて家を潰す」

「……殺る気ですか」

「もちろん！」

　最後の『もちろん！』は親指を立てて大変いい笑顔。ヤケになっているとも言う。

　どうやらかなりストレスが溜まっているらしく、魔王属性じゃないっぽいのに容赦がない。

　馬鹿女どもよ、一体何をした!?　いや、実家もやらかしてるんだろうけど。

　呆れる私に思うことがあったのかルドルフ王は深く溜息を吐き話し出した。

「……後宮ってのはな、女の戦場なんだよ」

「まあ、そうでしょうね」

「綺麗に着飾って俺に媚びてもな、その裏でどんなことをしてるか判ったもんじゃない」

「それは仕方がないんじゃ……」

「だけどな!?」

　ダンっ！　と力一杯テーブルを叩くルドルフ王。

「派閥を作って陰湿なイジメや実家を巻き込んで泥沼な展開されたら関わりたくねーよ！　俺を駒としか見てないしな。それに奴らを養う金って国の金だぞ？　税金だぞ!?　無駄もいいとこだろ」

「王の権力でどうにかならなかったんですか？」

「無理。何せ俺を仕える主じゃなく、獲物と思って狙ってくる連中だしな。出所のヤバイ媚薬とか既成事実を作るための特攻とか日常茶飯事だぞ？」

　あれか、本来の目的を忘れて自分が勝つために何でもありな状態なのか。

　あ～……それは嫌かも。

　寵ちょうを競うんじゃなく獲物（ルドルフ王）を狩ることに全力投球だもん。普通の男なら女に嫌気が差すわな。しかもルドルフ王って女が自分を取り合うことを自慢するようなタイプに見えないし。

「お気の毒です。その状況でよくぞ無事でしたね」

「心配してくれるか！　毒見や護衛を増やすことで何とか持ち堪こたえてる。そして最近は弊害も出てきた」

「弊害？」

「俺の側近ってさ、若くて顔が良くて有能な奴多いんだよ。そいつらがな……」

「そいつらが？」

「女に希望を持てないとかで女嫌いになる奴続出。次の王の側近候補は奴らの息子を狙ってるのに！」

　それは笑えない。洒落しゃれにならんぞ、マジで。

　王族は血を残すことが義務だから諦めもつくが彼らは違う。長男だろうと子がいなければ兄弟の子に家督を継いでもらえばいいのだから。

　だが、その継いだ子が期待に応えてくれるかは怪しい。父親が有能であれば息子を次代の側近候補として幼い頃から躾しつけるだろう。今現在側近になれてるってことは教育方針も血筋の面も問題なし。

　その最有力が消えるとどうなるか？

「わぁ……次の王は側近集めから苦労が決まってるんですか」

「……最悪の場合、留学させて側近候補を捕獲させるしかない」

「捕獲……」

「有望株はどんな国だって手放したくないだろうしな」

　ごもっとも。ああ、それで滅ぼせって言ってるわけね。

　次の世代の負担を少しでも軽くするために目障りな貴族を潰して最低限の環境を整えたい、と。

「そんな親心以前に俺が女嫌いになりつつあるが」

「いやいやいや、それ困る！　ほらお役目でしょ！　義務でしょ！」

「実はな？　もうさっくり滅亡させてもいいとか思っちゃう時があるんだよ。王制なくして民間の代表者に政を行ってもらうのもありなんじゃないかな？　と」

「え～と……お気持ちは理解できますが」

「そうか、賛成してくれるか！」

　がしっ！　と私の手を握るルドルフ王。

「賛成してません！　人を国の終しゅう焉えんを願う賛同者に仕立て上げるな！」

「国は終わらん！　新しい時代を迎えるだけだ！」

「他国との関係どーするんですか！　民間主導なんてことになったら侵略されるかもしれませんよ！」

「うっ……！」

　そう、思ってもできない事情がこれ。他国との関係悪化。

　王族・貴族は横繋がりなのだ、他国との婚姻でその血は国外へと流れている。そいつらが正当な血筋だと大義名分を掲げて乗っ取りをしてきたらどうなるか。

　ルドルフ王は肩を落として深々と溜息を吐く。

「間違いなく負けますよ。後ろ盾のない民間主導なんて」

「だろうなー、俺もそのことがあるから無理だと思ってる」

「外交どころか国の運営方針も最初は荒れるでしょうしねぇ……友好的な国も味方をするわけにいかないし」

「エルシュオン殿下が推おすだけはあるな……そのとおり。誰が好き好んで英雄（＝生贄）になるもんか」

「ああ、英雄譚たんに夢は見ない方なんですね」

「現実問題として無理があるだろ。憧れるのは現実を知る五歳までだな」

　一番の問題、友好国が消える。王制をとっている以上は民間主導の国を支持するわけにいかないのだ、自分の国へ飛び火したら目も当てられん。

　英雄譚では『その後、英雄達は新たな国を作りました云うん々ぬん』とあるが、現実は甘くない。明確な『悪』である国を打ち倒した実績を持つ『正義』の英雄達でさえ、地盤固めに生涯を費やしているのだ。

　よく英雄の恋人がどこぞの姫になっているのは彼女の持つ権限や他国との繋がりを評価してのことじゃないかと思われる。

　つまり政略結婚。取引ですよ、と・り・ひ・き！　夢を壊して大変申し訳ないが現実とはそんなものなのだよ、お子様達。

　余談だが私は幼き頃にマッチ売りの少女の感想を『お金って大事なんだね』で済まし親を呆れさせている。

　お金があれば辛い思いしてないよね？

　お金があれば現実逃避して幻覚見てないよね？

　それ以前にマッチ売ってないしね。ほら、話が始まらない。

　現実的に捉えるか感情的に捉えるかの差で感想が大きく違うお話ですな。

　まあ、とりあえず。

「判りました！　全力で馬鹿ども根絶やし計画に協力させていただきます！」

「感謝する！　いやぁ、良い友人になれそうな気もするしな！」

「ああ、そう思ってくれます？」

「おう！　あ、俺のことはルドルフでいいぞ。言葉遣いも身内だけの時なら普通でいい。これから戦友になるんだし」

「りょーかい。宜しくね」

　硬く握手を交わして笑い合う。護衛の騎士達が顔を引き攣らせてるがそんなことは無視。後宮破壊計画の発案者と協力者（実行担当）に一般的な会話なんて求めちゃいけない。

　っていうかさ、ルドルフ王って多分私と同類だよ？　魔王様の友人やってる人ですよ？　お堅い王族様であるわきゃないよね、それは。何を今更。

　そんなわけで明日はゼブレストに出発。さて、どうなるかなー？







　　第八話　親友を得たようです




　さて、やって来ましたゼブレスト！　『王が自ら出向き迎えた側室』となっているのでアホ貴族どもに未だ顔はバレてない。

　何かした時点で「イルフェナの後見を受けた姫に対して云々」と言い掛かりをつけて処罰する気満々だね！　微妙に腹黒いよ、ルドルフ。

　とりあえず、さっさと後宮の一室に陣取って協力者たちの顔合わせ。

　王宮？　貴族がご挨拶がてら偵察に来るから無理！

　後宮は一部を除き女しか入れないのだよ、そっちの方がまだ安全でしょ？




　　※※※※※※※※※




「すまんな、もうすぐ来るから」

「いえいえ、足止めしてるから当然でしょ」

「理解があって何よりだ。ああ、それから俺の側近連中は宰相以外は基本的に接触しないから」

「イルフェナの後見を受けた姫と側近全員が仲良しってのもマズイものね」

「疑われる要素はない方がいい。俺達は仲良く見えた方がいいだろうがな」

　あれから色々と話し合い、今ではタメ口で話すくらいに仲良しな私達。珍しかろうと手料理を振舞ったのも良かったのかも。

　……料理如きと侮あなどってはいけませんよ、お嬢さん方。ルドルフは王族、警戒心なく食べるというのは相手への信頼の表れなのだ。今回のことが片付いたら普通に遊びに行く約束もしていたり。

　そんなわけで準備段階から二人揃って殺る気満々。

　敗北？　失敗？　何それ、美味しい？

　最後に嘲あざ笑わらうのは私達ですが何か？

　日当たりの良い一室には私とルドルフ、それと一緒に来た護衛の騎士数名。宰相を始めとする他の協力者たちは貴族どもの相手をしてから来るそうだ。大変ですなー、気の毒に。

　さて、今のうちにルドルフに渡しておかなきゃならんものがある。私は荷物を探ると二つの品をテーブルの上に置いた。

「何だ、それ？」

　ルドルフだけじゃなく護衛の騎士たちも興味深そうに覗き込む。

「こっちの小さいペンダントが通信用。この腕輪は私から友人へのプレゼント」

「通信用？」

　ルドルフは手にとって微かに目を見開いた。対して騎士たちは首を傾げている。……そうか、イルフェナより魔道具は普及してないのか。

「組み込んだ法陣を介して声を届けるんだってさ。念話が可能って言ってた」

「へぇ……こんなに小さくできるのか」

「改良しまくったんだって。身に着けるだけで対応する相手に声を届けてくれるらしいよ」

　見た目的にはシンプルなペンダントだ。だがそれには黒騎士たちの執念というか職人魂が込められている。

　小型ながら声を出さずに念話──テレパシーですね──で意思疎通できる優れもの。ルドルフの反応から察するに本来はもっと大きいものらしい。もしくは声を届けるだけなのだろう。

「これで俺達の通話が可能ってことか」

「そう。基本的に離れてるから話を合わせたり協力する時用だね」

「わかった、奴らの目に付かないようにしよう。で、そっちは？」

　ルドルフが指差す先には銀の腕輪が輝いている。

　ふ……よくぞ聞いてくれました！

「ヴァルハラの腕輪。私が作った非常識の片へん鱗りん」

「は？」

「異世界の魔導師製作の高性能魔道具です！」

　にやり、と満足げに笑う。ルドルフの方がヤバそうなんでもう一個作ったんだよねー、これ。

　もちろん魔王様の許可はとった。ルドルフには墓の中まで持っていってもらわなきゃな、伝説のアイテムになりかねないし。

「魔石に血を一適垂たらして健康な状態を覚えさせておくと薬物が体内に入り次第分解される」

「解毒ってことか？」

「他には物理・魔術両方に対する結界、治癒魔法も……」

「あ？　ちょっと待て、それおかしいだろ!?　何で複数の効果があるんだ？」

　ああ、やっぱりこの反応か。うーん……本当にゲームの世界って想像上のものが大半だからこそ何でもありだったのね。

「私が作ったから」

「だから何で」

「『そういうもの』として組み上げたから！　この世界に残せないから墓の中まで持っていって」

「まさか……禁呪」

「違う！　あんた、私を一体どういう目で見て……。異世界の知識と私の努力の結晶なの！」

　これは魔術付加アイテムの認識の違いだから説明しろと言われても無理。だから『そういうもの』として受け入れてもらうしかない。

　ルドルフ、今だけは素直な子になっておくれ。お姉ちゃんは君が心配なだけだ。

「結界はともかく治癒や解毒は体力を消しょう耗もうするから気をつけて。あと、解毒は暫く時間がかかるからね」

「……？　何だか普通の魔法とは違うな？」

「私が使えないからね。自分なりに組み立てた魔術しか組み込めないんだ」

「あ～……世界間での認識のズレってやつか」

「うん。あ、それ媚薬にも効果ありだから」

「高性能なのは判るが、あまり高くても払えないぞ？」

「え、タダでいいよ？　プレゼントって言ったじゃん、私が心配してるだけなんだし」

　がしっ！　と私の手を握り締め、ルドルフは満面の笑みを浮かべる。

「親友と呼ばせてくれ！　お前、凄い良い奴だな！」

「……あんたがどんな生活送ってきたか偲しのばれるわね」

「心の友よ！」

　どこぞの殺人的な歌を歌うガキ大将か、お前は。いや、大喜びしてくれるのは嬉しいけどさ？

　実のところ、これは『本来なら存在しない物』なので値段はつけられないのだ。

　これを参考に複数の魔術付加技術が解明されることもないので技術料も発生せず。しかも所有者にしか効果のない、一発芸に近いシロモノだ。

「そっか、お前、技術者でもあったんだな。感謝する！」

　いそいそと認証させて身に付けるルドルフを騎士達は温かく見守っている。

　それでいいのか、護衛騎士。そんなに簡単に信じちゃっていいのかーい？　騙だます気もないけどさ。

　そんな呆れが伝わったのか一人の騎士が疲れた笑みを浮かべながら話し掛けてくる。

「感謝します、魔導師殿。本当に、本っ当に陛下はお気の毒でしたから」

「皆さんも妙に疲れてますね。……普通ではない方面で」

　うんうん、と騎士達は頷き合う。拳に力が入っているのは気のせいじゃあるまい。

「我らとて語り尽くせぬ苦労をしてまいりました。今回のことは本当に嬉しいのですよ」

「ああ、後宮破壊ですね」

「さくっとなどとは申しません。じわじわ血祭りに上げてやってください！」

「我らも全力でお手伝いいたします！」

「あのクズどもに報復を！」

「おう、是非ともやってくれ！」

　……。

　……どうしよう。騎士達、目がマジである。

　しかも『是非とも地獄を見せてやってください』と隠そうともせず言い切ってますよ。

　王への忠誠心だけじゃないよね!?　明らかに個人的な恨みが混じってるよね!?

　え、彼らにも活躍の場を用意した方がいい？　皆でやる？

　何だか連帯感が半端ねぇな！　そんなに嫌い？　それとも精神的にギリギリだったのだろうか……まあ、そうじゃなきゃこんな計画思いつかんわな。

「自分のためにも頑張ります」

「「期待しております！」」

　ふ……安心するがいい、皆の衆。私は魔王様の手先として役割はきっちり果たす！　だってさ……忘れてるみたいだけど。




　任務完了するまで私も帰れないんですよー!?　泣き寝入りＥＤは無し！




　命の危機より生かさず殺さずの魔王様の方が恐ろしいです。うう、攻撃担当といえど民間人です、少しは労わっておくれ？　仮にも私は乙女……。

「あのエルシュオン殿下が絶賛してらしたとか」

「賞金首どもが本気で怯えて泣き出すほどの鬼畜さだとお聞きしました！」

　……。あいつか。

　奴が原因か、鬼畜魔導師とでも伝えたんかい、あの魔王様はぁぁーっ!!

「ミヅキ、鬼畜は誉ほめ言葉だからな？」

　心当たりがありまくるだけに否定できんし！　ルドルフもよくわからないフォローするんじゃないっ！







　　第九話　協力者との顔合わせ




「遅くなりまして申し訳ございません」

　優しげな声と共にドアが開き、部屋に新たな協力者が入ってきた。

　一人は黒髪に灰色の眼をした綺麗なお兄さん。纏う雰囲気は冷徹＋殺意＋苛いら立だち。見るからに切れ者という感じなこの人が宰相かな。

　ルドルフと同列一位の被害者と聞いてますよ。あと一歩で冷酷さを習得しそうだけど……他人事ながら大丈夫だろうか？

「ご無事で何よりです」

　穏やかな口調の美青年が私達を認め安堵の笑みを浮かべた。最初の声はこの人か。服装からして騎士なのだろう。青みがかった銀髪は長めのショート、やや細められた水色の瞳は温かな印象を受ける。

　あれ、色彩的にこっちの方が魔王様より冷たく見えるはずなんだけどな？　宰相も綺麗だけどこの人の顔はイルフェナの変人どもと良い勝負だね。




　異様に綺麗＋有能＝変人（＝壮絶なマイナス要素あり）




　……。

　一瞬、嫌な予感が脳裏をかすめたけど忘れることにしよう。ここはゼブレスト、変人の産地に非あらず！　ルドルフだって普通だしな！

　最後は赤毛のお姉さん。男二人がかなり人目を引く容姿なので目立たないけど、この人も美人さん。

　背が高く凛り々りしい印象を受けるけどキツイ感じはしない。頼れるお姉さん、といった感じ。この人もきっと有能なんだろう。

「嫌な思いをさせたな。ミヅキ、彼らが最後の協力者だ」

　ルドルフが彼らに労ねぎらうような視線を向けた後、私に向き直る。

「まず宰相のアーヴィレン。基本的には俺と行動を共にしてるからあまり協力者にはならないと思うが」

「初めまして、ミヅキ様。アーヴィレン・クレストと申します」

　軽く一礼して視線を合わせられる。あー……、目が『役に立て、結果出せ』と言っている。

　私も視線を逸そらしませんよ、こういうものは目を逸らした方が負けだもの。

「ミヅキといいます。貴方の視線に怯むような弱者を『演じる』つもりはありませんよ？」

「これは……失礼を。そういう意味ではないのですが」

「お気になさらず。私は自分の役割を理解していますから」

　そう、私が演じるのは女たちの戦いに身を投じる健気なヒロインではない。ハイエナと化したアホどもを葬るために魔王様より遣わされた配下Ａだ。

　上司も怖けりゃ我が身も可愛い、この世界の常識無視の魔導師なのだよ！

　魔王様とその配下どものバックアップがあって負けるとか許されないから！

　本音が駄々漏れしてる私の心を察したのか、宰相様は軽く目を見開くと冷たい美貌に微かな笑みを浮かべ、纏う空気を和らげた。

「さすがイルフェナですね。天才・鬼才の巣窟と言われるだけはあると期待させていただきます」

　おい、間違うな。天才・奇才・変人の産地だ、あそこ。別の意味で普通じゃないから。

　……などとは言えず。

「頑張らせていただきますね」

　にこり、と無邪気に笑い返しておく。とりあえず今は夢を壊さないでいようと思う。ごめーん、魔王様。私の行いで化けの皮が剥がれるかもー？

「そっちの騎士はセイルリート。護衛をしている騎士達の上司で一応将軍だ」

「将軍？　随分と若いね」

　この人が護衛の統括してるっぽい。……いや、でも二十代で将軍て若過ぎないか？　実力至上主義なら十分ありえるけど、それにしたってねぇ？

「セイルリート・クレストと申します。お察しの通り家柄を考慮しての役職ですよ」

「すみません、声に出てましたか」

「いえ。誰もが思って当然のことだと思いますし」

「ミヅキ、お前正直過ぎ」

「自分に正直過ぎてゼブレストへ島流しにされた私に言う？」

「……。すまん」

　ルドルフにはこれまでの事情を説明してあるので理解が早い。他の面めん子つは不思議そうに首を捻っているけど言うつもりはないよ。軽く流せ。

　……あれ、『クレスト』？

　私の疑問に答えてくれたのはセイルさんじゃなく宰相様だった。

「セイルは実力を認められて将軍位についていますよ。でなければ従い兄と弟こといえど認めることは致しません」

「本当だぞー、ミヅキ。セイルは騎士連中に尊敬されまくってるからな」

　……その顔で騎士を目指したから自衛のために強くなって気が付いたら最強、とかいうオチじゃあるまいな？

　野郎どもの憧れの的……それは本当に尊敬だけか？

「ゼブレストの騎士達は皆努力を厭わないのですよ。私などすぐに追い抜かれましょう」

「それ以上に努力して今の地位にいるんだろうが」

　呆れ顔で「謙遜するな」と暗に告げるルドルフと頷く宰相様。この二人が認めてるってことは家柄関係無しに実力者ってことか。ならば私も先ほどの失礼な態度を謝罪しなければ。

「えーと……失礼なことを考えてすみません」

「お気になさらず……って、ミヅキ様!?　頭を下げたりなさらずとも……っ」

「いえ、私の気持ちの問題です」

　慌てるセイルさんを無視し深々と頭を下げる。

　ええ、私の気持ちの問題です。勝手にＢＬ的展開を想像して実に申し訳ない。

　ごめん、マジですまんかった。心の中で土下座しておきます。

　実力を疑う以上にこっちの方が大問題！　気付かないままでいてください。

「ミヅキ様は誠実な方なのですね。貴女をお守りする任を与えられたことを光栄に思います」

「セイルは基本的にお前の護衛な。何かあったらセイルに言ってくれ」

「護衛？　セイルさんを私に付けちゃっていいの？」

「家柄と顔目当てでセイルにも寄ってくるから適任だ！」

　明るく言い切るルドルフにセイルさんも苦笑している。

　餌えさか。側室達の餌なのか、将軍。宰相様ー、貴方の主が何か黒いですよー。

「適任ですね。本来ならばクレストに逆らうことは許されない身分のものばかりですから」

「いくら騎士だっていっても家柄考えたら不敬罪だよなぁ？」

「それも踏まえて罪を重くするつもりです。頭の足りない輩には理解できないでしょうがね」

　……宰相様も同類だった。しかも利用する気満々かい！　空気を読んで貝になるとも。

「最後はエリザ。俺の乳兄弟で彼女がお前専属の侍女になる」

「エリザ・ワイアートと申します。宜しくお願いしますね、ミヅキ様」

　おお、笑うと更に美人度アップ！　リアルメイドさんは眼福だね!!

　ウェーブがかった赤毛を一つにまとめたエリザさんの瞳は明るい茶色。是非とも着飾ったところを見てみたいものだ。

　内心大はしゃぎの私にエリザさんは笑いかけると「ところで……」と切り出してくる。

「ミヅキ様。厨房を使用なさりたいと伺いましたので隣室に簡易のものを御用意しましたが……ご自分でお使いになるのですか？」

「ええ、そうですよ。毒殺を警戒して毒見を置くのも嫌ですし」

「それはそうですが……」

「趣味なのでお気になさらず」

「ミヅキは料理できるぞ。あ、俺もこっちに来た時は頼む」

「了解。基本的に部屋にいる人全員分作るから」

　エリザさんはまだ納得いかないようだがルドルフが後押ししてくれる。

　実はこれも事前に決めていたことだったりする。作るのは護衛三人とエリザさん、そして自分の分なので問題なし。
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　ぶっちゃけて言うと毒が盛られるという状況に慣れていないから怖いのだ。自分で作っていれば防げる事態なので今後のためにも自炊でいきたい。それに私が毒に倒れれば外交問題になるかもしれん。

「さすがに大変では？」

「材料はこの部屋に置くし、保存や冷蔵が可能な鍵付きの箱を持ってきていますから」

　乳製品が使い放題の環境なのだ、私の楽しみを奪わないでおくれ。

「ミヅキの料理はうまいし変わってるぞ？　期待してる」

「期待に応えられると思う♪」

　異世界の料理ですからね、とは言わない。それにレシピを幾つか残しておけばルドルフが率先して広めると約束してくれている。王が好むならば広がりも早いだろう。

「そうですか、ならば何も申しません。改めて宜しくお願い致します」

「宜しく、エリザさん」

「エリザとお呼びください。貴女様の侍女ですので」

「そうですね、私のこともセイルと」

　改めてお辞儀し合う私達をルドルフは満足そうに見つめていた。

　とりあえずは仲良く過ごせそうだね、こちらこそ宜しく。




　ええ、宰相様が主と私達を眺めながら微かに瞳を眇すがめていたとしても。

　私達は『仲間』なのだから気にする必要なんて──ない。







　　第十話　女の戦い？




「ミヅキ様の歓迎会を兼ねて茶会を催すので是非参加して欲しいと主より賜わって参りました」

　この台詞せりふを聞いた瞬間、室温が一気に下がったと感じたのは私だけではあるまい。

「あら、それは一体いつなのかしら？」

「本日です」

「……そう」

　ふふ……いい度胸じゃねーか。笑みを貼り付けてはいても心の中ではブリザードが吹き荒れてますよ？

　ぴしり、と扇子が軋きしんだのも気のせいじゃありません。私はイルフェナの後見を受けている設定なのだがね？

　格下が呼びつけるなんざ、命が惜しくないと思っていいんだろうな……？

　唐突に言い渡された『お誘い』という名の『命令』にセイルでさえ顔を歪める。侍女は従うのが当然とばかりの態度をとっているからなおさらだろう。だがそれを許してやるほど私は優しくはない。

「お待ちなさい」

　用は済んだとばかりに退室しようとした侍女を引き止める。怪訝そうな侍女に精一杯微笑んでやりながら、ほんの少し意地悪を言う。

「貴女の主が呼びつけたのです、案内するのが当然というものでしょう？」

「……判りました」

　おいおい、舌打ちするのが聞こえるよ？　面倒だと顔に出すのも駄目だろう。

　でもね？　貴女はそれ以上に出来損ないなんだよ、気付かないのだから。

「貴女はあまり賢くないのですね……」

「何かお気に障ることでも？」

「判らないからこそ『愚か』と言っているのですよ」

　くすくすと笑う私に侍女は顔をしかめる。

　ねえ、侍女さん？　私は貴方たちの行動を『私を呼びつける』と言ったんだよ？　わざわざね。

　王直々に遣わした護衛たちの前で言った以上は言げん質ちを取られたも同然、否定しておかねばとんでもないことになるよ？　ま、教えてあげようとは思わないけど。

「さあ、参りましょう？」

　初戦といきましょう。さあ、どうなりますかね？

『ルドルフー！　早くも呼び出しがきたみたい』

『お、じゃあ俺も行くか』

『宜しくねー』

　もちろん、念話でルドルフを呼んでおくのも忘れない。今回は必要だもの！




　そんなわけで到着した茶会会場。そこはある意味、予想通りだった。

　うっわ、判りやすいイビリの図！

「歓迎いたしますわ、ミヅキ様。どうぞお掛けになって」

　鮮やかに微笑みながら化粧が濃い女性が形ばかりの言葉を紡つむぐ。くすくすと笑っている連中が彼女の取り巻きか。ま、この状態で歓迎なんて言われてもねぇ？

　席がないじゃん、どうやって座れと？

　一つの大きなテーブルに設しつらえられた椅子に側室全員が座っている状態、だけど私が座る場所はなし。これがやりたかったのか、こいつら。まあ、私としてもここから観察させてもらった方が有意義なんだけどね。

　ぱっと見た感じでは主な『敵』は四人。

　一人は今回の黒幕であろう金髪の人。これは家柄自慢のアホだろうな。

　二人目は栗色の髪を結い上げた落ち着いた雰囲気の人。

　三人目は赤い髪に緑の瞳が印象的な幼い感じの人。

　この二人はあからさまな敵意を見せず、こちらの出方を伺っている。

　最後に銀髪に優しげな雰囲気の人。敵意じゃないんだけど……睨まれている、ような。

「その前にお聞きしたいことがありますわ」

　にこり、と微笑んで今回の黒幕──じゃなかった、主催者に声をかけると彼女は怪訝そうに応えた。

「え、ええ、何ですの？」

「私の部屋に遣わされた侍女は貴女個人に仕える者ですか？」

「いいえ、この後宮で働く者ですわ。私の身の回りのことを担当していますが」

「そうですか」

　その言葉に笑みを消すとテーブル付近にいた先ほどの侍女に対し、

「この、愚か者！」

「ひ……っ」

　私は扇子を持った手を振り上げると侍女の喉元に突きつけできる限り強い視線と魔力を向けた。




　　※※※※※※※※※




　──茶会会場・外にて──（宰相視点）




「……という状況ですわ、陛下」

「最初からそれか。ミヅキには悪いことしたな」

　連絡を受けて即座に茶会が行われている部屋へと急行した私達はエリザから状況説明を受けていた。仕事中だった為、私や護衛も同行だ。

　エリザから話を聞くにつれ王の機嫌は下降の一途を辿たどり、私に至っては殺気が駄々漏れである。

　ミヅキ様には後宮問題としか話していなかったが、貴族も侍女もかなり最悪といえるのが現状だ。

　民間人である彼女ならばある程度は理解があり察してくれると思ってもいた。……いたのだが。




　まさか初しょっ端ぱなから常識を疑われる行動をとるなど誰が予想できただろうか？




　イルフェナへの報告書を書かれようものならゼブレストの教育が疑われるレベルである。普通に考えても侍女とイザベラの行動は絶対おかしい。公爵家に生まれて何故そんな行動を取れるのか！

　イルフェナでそんな行動をとる馬鹿がいるとは思えず、ミヅキ様の様子から察するに珍獣を通り越して害悪認定されたのだろう。

「で、エリザ。貴女はなぜミヅキ様の傍にいないのか？」

「ミヅキ様より『顔が売れる必要もないし危険だから外に出ていて欲しい』と」

「……。危険？」

　扉に耳を付け中の音を聞いている王に視線を向ける。騎士達も似たような行動をしているので大変間抜けだ。中では一体何が行われているのだろう？

「中にはセイルが控えているのだな？」

「はい、いつでも抜ばっ刀とうできるようにしておくと仰おおせでした」

　抜刀!?　何故、側室主催の茶会で将軍自ら殺さつ戮りくを行う準備がある？　あれか、暗殺者の集いにでも放り込まれたとか言いたいのか！

　頭を抱える私をよそに王以下数名は実に楽しそうに中の様子を窺っている。エリザが羨うらやましそうに見えるのは気のせいだ、気のせい。

　と、その時──




　ガッシャーン！




　何やら盛大に破壊音が響いた。割れたのは茶器、だろうか……？

　恐る恐る視線を向けた先で王は服に付いた埃ほこりを払い真面目な顔を作って一言。

「じゃ、行って来る！」

　顔と声の調子が合ってません──などという前に騎士を引き連れ颯さっ爽そうと入室していった。大変楽しそうで何よりだ。気にしたら負けだ、そういうことにしてくれ。

　私は深々と溜息を吐くと壁に寄りかかった。今回の後始末を予想して頭痛を覚えながらも微かに期待する。彼女の実力を判断できる、そう無意識に喜んで。




　　※※※※※※※※※




　私に気け圧おされた侍女は恐怖に後退り、背後のテーブルの上の茶器を派手に落とした。だが、その音さえ彼女の耳には入っていまい。目を逸らすことすら許されぬ恐怖に支配されているのだから。

　茶器の破片が側室連中に飛んで怪我しようがかまわないよ？　今回は彼女達も同罪だからね。

「な……何を、なさいます……」

「何をするか、ですって？　貴女は自分のしたことさえ理解できないと？」

　怯えきった表情で、それでも罪を理解しないまま抗議する侍女に更なる魔力と共に視線を向けてやる。これぞ魔王様直伝の『威圧』！　あの人ほどの威力はなくとも怯えさせるには十分だ。実際、非難の声を上げようとした側室どもは顔を青くして黙り込んでしまった。

「貴女は後宮勤めとはいえ仕えるべき主は陛下ですわ。このような下らない茶番が行われるならば止めるべき立場でしょう！　先ほどの態度や言葉といい、随分と思い上がっているようですね」

「わ、わたくし、は……イザベラ様……の……っ」

「それが一体なんですの？　私はイルフェナという『国』の後見を受けた者です、侍女とはいえゼブレスト王の配下が私にそのような態度をとればどうなるか」

　当のイザベラ様や侍女は未だよく判っていないようだが、何人かの側室は事態に気付き顔を真っ青にした。

　遅い、遅過ぎる！　参加した時点で無関係などと言えないのだ、彼女達は。

「一貴族が国に勝るなどとお思いか？　それともイルフェナはイザベラ嬢の御実家より劣ると？」

「あ……！」

「そしてその責任はルドルフ王が背負わねばなりません。私だけではなくイルフェナが納得する対応をせよ、ということです」

「そのとおりだ。とんでもないことをしてくれたな」

　場に加わった男性の声に振り向き礼をとる。国の後見を受けていても最高権力者を前にそのままなどということは許されない。

　貴族の常識だよ、これ。なのに何で座ったままなのかな、側室どもー？　呆然としてる場合じゃねぇぞ？　頭を切り替えろ。

「お目汚し失礼致します。お騒がせしたこと、ご容赦くださいませ」

「いや、この状況を考えれば貴女の方が正しい。むしろ貴女への非礼は俺こそ謝罪せねばなるまい」

「そのお言葉はイルフェナに向けていただきたく思います。私とて友好国をなくしたいとは思いません」

「そうか……感謝する」

『よくやった！　俺もナイスタイミングだろ！』

『おいでませー♪　イビリ現場へようこそ！』

　念話にて無駄に明るいやり取りしつつ、表面上は外交問題を憂い大変シリアスな雰囲気だ。あ、護衛の騎士たちがひっそり親指立てて『グッジョブ！』の意を表してる。表情は沈痛な面持ちなんだが器用だね。

「ミヅキに対し『命令』できる奴など後宮にいないはずだがな？」

「お、お待ちください！　私は命令などっ！」

「黙れ。予定を聞かず呼びつける？　しかも嫌がらせ？　公爵令嬢だとて許されるはずはない！」

　イザベラ嬢が言い訳しようと口を開くがルドルフはばっさりと切り捨てる。

　いや、イザベラ嬢？　あんた、それ以前にやらなきゃならんこと忘れてるよ？　気付いてないから私も嫌がらせの一つくらいやっちゃうぞ？

「嫌がらせにはなりませんわ、陛下」

　にこり、と笑ってルドルフに寄り添う。ついでに念話でルドルフに協力要請。

『お、あいつらに仲の良さを見せ付けるのか？』

『うん。それもあるけど話合わせてね』

『はっは！　任せろ』

　ルドルフもノリノリで協力してくれるようだ。気遣うように私の髪を撫でる。

「王自ら望み迎えた者が押し付けられただけの女と同列などありえませんもの。席など必要ありません」

「それもそうだな、俺はこいつらの所に一度も通っていないし」

「ふふ、誰一人孕はらんでいませんものね。下らぬ血が混ざらず何よりですわ」

「イルフェナの魔導師殿の見立てならば誰も反論できまいな」

　その言葉に側室達が表情を変える。初めて私が魔導師だと知って。

　馬鹿なことしたね？　これで君達が『王の子を云々』とか言えなくなったんだよ。魔力持ちは人体に異物があるか判るのだ……側室全員がここに居る以上は懐妊している姫はいないことになる。

「魔導師ですからこのまま、とはいきませんね……これくらいは受けていただきませんと」

　視線をテーブルの方へ向け魔力を集中させる。狙いは椅子の脚、木できているから簡単に破壊が可能だろう。目を眇め微かに首を傾げると髪飾りに付いた鈴が澄んだ音を立てる。




　チリ……ン




　その音と同時に響く破裂音。突然のことに側室たちは反応が遅れ一瞬呆ほうけたような顔になり。

「ひっ」

「え……！」

「きゃ！」

　鈴の音と同時に弾けた椅子の脚。側室たちはそれを知る暇もなく体がどさりと床に落ちる。

　打ちつけた痛みに顔をしかめる側室連中。おお、中には睨みつけてくる奴も居るじゃないか。まだまだ殺る気十分か。

　ま、今回は痛いだけだ。単なる地味な嫌がらせに過ぎないから安心しろ。この件の本命はイザベラ嬢と後宮の侍女達だしね。

「これだけでいいのか？」

「ええ、私の個人的な方は。後は国同士のことですから私は干渉いたしません」

「判った」

　暗に『魔王様にお願い』を匂わせる私の言葉に神妙な顔で頷くルドルフも鬼だ。……イザベラ嬢とその実家は終わったな。魔王様は愛国者なのだよ、国を貶められてただで済むはずがない。

　ルドルフも『国のため』という大義名分と共に更なる罪状を突きつけ潰す気満々とみた。

「陛下……っ、どうか私の話をお聞きくださいませ！」

　復活したらしいイザベラ嬢がルドルフに縋ろうと駆け寄ってくる。当然、騎士たちはルドルフとイザベラ嬢を遮り剣を突きつけようと動いた。

　そんな護衛の騎士達を制し、私に『行け！』とばかりに視線を寄越すルドルフ。あら、私？　私は凶器扱いですか、そんなに痛めつけて欲しいのか。

　ま、騎士だと叩き切るというわけにはいかないよね。仲間の期待を一身に受けルドルフの前に立つとイザベラ嬢を一喝する。

「下がりなさい、この無礼者！」

「な……貴女にそんなことを言われる筋合いはっ！」

　ない、と怒鳴りつけようとしたのだろう。だがその言葉より私が彼女を叱りつける方が早い。

「いい加減になさいませ！　こちらはゼブレスト第一位の方ですのよ。護衛の騎士達を見ても貴女達がどのように思われているか理解できませんか」

　騎士達は私の傍に控えたセイル以外の全員がルドルフの周囲に集っている。その意味するところは明白。つまり『周囲は敵』だ。

　セイルは初めから私の傍でいつでも剣を抜けるようにしているので、近づいてきたら叩き切る気だったのだろう。将軍様は意外と気が短いらしい。

　それ以前に私は目の前で惨殺シーン見ても平気とか思われてるんかい。

「側室と言えど王と王妃に仕える立場、無礼は許されません。それが敵と認識されるほどのことを貴女達はなさってきたそうね？」

「そんなことは……」

「そうですわ！　私達は王をお慕いしています！」

「あら、媚薬を盛ることも『害する』ことに属するのですが？　睡眠薬も同様、お心当たりの方が多数いらっしゃるはずですよね」

　睨みつける側室達の言い訳を一いっ蹴しゅうし、扇子をイザベラ嬢の首に突きつける。彼女が一番ルドルフに近い場所にいるのだ、警戒するのは当たり前。

「貴女達がしてきたことは王に対する侮ぶ辱じょくですわ。王の所有物如きが何様のつもりですの」

「な……！」

「ああ、ご自慢の御実家も同罪ですわね。そのような教育を施し、協力さえしているのですから」

　これが致命的にマズイのだと彼女達は理解していない。私の役目は後宮破壊だけどその最終的な決定権全てを握っているのはルドルフ。王を貴族連中が嘗なめていることが原因なのだから、それも改善してしまおうという目もく論ろ見みだ。私に対することも踏まえて証拠さえあれば家ごと潰すに十分だろう。

　ぷちっとやっちゃえ、王様！　無能扱いした馬鹿どもに今こそ制裁を!!

「ミヅキ、どうする？　全員処罰対象になるが」

「ふふ、今回の処罰はイザベラ嬢とその実家、そして後宮の侍女達で宜しいですわ。だって」

　笑みを浮かべたまま側室達に向きなおる。

「魔導師が売られた喧けん嘩かを放置するなどありえませんわ。皆様より受けた宣戦布告に応じたいと思います」

「そうか、では負けた場合はその実家ごと責任を取らせよう」

「当然ですわね！　御実家の協力の下に好き放題してきたのですから」

　事の決着にルドルフは頷くと纏う空気を柔らかな物に変える。

「……さて、この茶番はもうお終しまいだ。後始末は騎士達に任せよう。せっかく抜け出してきたんだ、部屋に行っても？」

「歓迎いたしますわ、陛下」

　青ざめたままの側室達を残したままルドルフと共に部屋を後にする。私の腰に手が回っているあたり芸が細かいな、ルドルフ。

　あれだけ『お前達は既に罪人、処罰するから覚悟しとけ？』と脅おどしておけば自分から後宮を去ると言い出すか仕掛けてくるかのどちらかだろう。このまま終わらせなかったのは私の役割が後宮破壊だからだ、謝って済ませる選択肢なんて最初からあるわけない！

　最低でも自分の馬鹿さ加減に死にたくなるほど追い詰めなければルドルフたちの受けた精神的苦痛と釣り合いがとれないだろう。被害者多数なんだし。

　そうして初戦は私の勝利で幕を閉じた。




　　※※※※※※※※※




　──ある部屋にて──（宰相視点）




「何故……何故なのです!?　娘が反逆者などとっ……！」

　必死に娘の無実を訴える男は確か下級貴族だったか。だが、その程度の身分など処罰を覆す要因になりはしない。何故なら……娘が裏切り貶めたのは我がゼブレストの王なのだから。

「貴様の言い分などどうでもいいことだ。証拠なら見せただろう」

　手元にある魔道具に視線をやる。イルフェナで開発されたという、音を残しておくものだ。

　仕掛けられていた場所は新たに迎えた側室であるミヅキの部屋。再生される音は実に不快なものだった。

『ミヅキ様の歓迎会を兼ねて茶会を催すので是非参加して欲しいと主より賜わって参りました』

『あら、それは一体いつなのかしら？』

『本日です』

『……そう』

　他にもあるが今はこれだけで十分だった。

「お前の娘は侍女という立場にありながら随分好き勝手をしてきたな？　しかも『我が主』とは誰のことだ？」

「それはっ……」

「イザベラに飼い慣らされる余り本来の飼い主を忘れるとは畜生以下だな」

　男が反論できるはずもない。この言葉こそ娘が愚かな証あかしではないか。

「ミヅキ様は即座にお気づきになられ不快を示されておいででした」

「だろうな。誰が王以外を主と呼ぶ間かん者じゃに隙など見せるものか」

「ええ。それにご自分に向けられた嫌がらせなど気にも留めず断罪しておいででした」

　我ら騎士の出番などありませんでしたよ──そう告げる騎士の表情は明るい。役目を奪われたこと以上に彼女が王の味方だったことが嬉しいのだろう。

　ミヅキ。イルフェナの『魔王』が妹のように可愛いと告げる異世界の魔導師。いくら実力があろうとも唯一人だけ送り込むなど正気とは思えなかった。

　可愛いならなおさらに他の者も付けるべきだと進言した自分にあの王子は笑みさえ浮かべて断言したのだ。

『必要ない。あの子なら大丈夫だ』

　そう言われても素直に頷けるはずはない。彼女の死がそのままイルフェナとの国交断絶に繋がる可能性とてあるのだ、冗談ではない。

　妥協案として将軍位にあるセイルをつけることにしたのだ。セイル自身の実力とクレストの名があれば下手な真似はできぬだろうと。

　だが、予想は覆された。ミヅキにはそのどちらも不要だったのである。

　いじめられて泣くような真似はしないだろうとは思っていたが、あれは一体何なのか。異世界人という意味ではなく、思考が民間人ではあるまい。

　正論を叩きつける上での断罪に反論を黙らせる威圧、全て彼女の予想通りにことが運んだとしか思えないのだ。その上で彼女は結果と権利を王に差し出したのである。

『貴方にお任せします』という言葉はトドメを刺せ、手柄を立てろと言い換えられる。こちらとて証拠を揃えてあるのだから負けはしない。だが、あの魔導師の功績があるならそれ以上の結果を出せるのだ。

　そして策を仕掛けたのはミヅキだけではない。側室には厄介な者も何人か居るが、今回は徹底的にミヅキの情報を制限していたのだ。伝わっていたのは精々『イルフェナより新しい側室が来る』程度。

　側室達は彼女の後見の存在を知らぬままにミヅキに喧嘩を売り、後には引けなくなった。全ては『ささやかだけど協力してあげるよ』そう言って情報の制限を徹底させたあの王子の思惑通りになったわけだ。

『如何でしたか？　合格点をいただけます？』

　王と共に部屋から出てきた際、すれ違い様に囁かれた言葉。

　……正直、ぞっとした。

　合格点？　それどころか一人で奴らの喉のど笛ぶえを噛かみ切りそうじゃないか。獰猛な獣のような警戒心を抱かせるわけではない、けれど牙を剥いた時は手遅れとは。

　似ているところなどないはずなのに、あの一瞬はエルシュオン王子と重なった。

「お前の娘は我が王を裏切りロウベント公爵令嬢の間者となった。その事実は覆されることはない」

　娘がイザベラに協力していた証拠は揃っている。本人も公爵令嬢のお気に入りであることを自覚し、かなり尊大に振る舞っていたので証言も多い。そして……今回の当事者であるからこそ絶対に逃げられないのだ。

「処刑はイザベラと共に行われる。良かったな、自慢の主と共に逝けて」

　他国の者に咎とがを背負わせる我々が……誰より血を被るのは当然なのだ。『あの子なら大丈夫』と言い切った王子の言葉はきっと正しいのだろう。







　　第十一話　親友と書いて悪友と読む




　甘い物を食べつつ今後の計画を練る。異世界の甘味を広めたいので、お茶菓子は気分転換に作ったクレープ。ゼブレストの特産物は乳製品、他国では貴族の食べ物扱いでもここなら庶民も手に入りやすい。

　ルドルフには「今回の報酬としていつでも無償で融通するぞ」と言ってもらえたので目の前に人参をぶら下げられた馬の如く頑張ろうと決意。人間は己の欲望に忠実なのだ……側室どもよ、私のために滅ぶがいい。

　まあ、茶会の一件でとりあえずは側室達の目は私に向いたはず。これでしばらくはルドルフも大丈夫だろう。

「そういや、あれから動きがあったか？」

　手にしたクレープを食べつつ──庶民にも浸透させるべく『片手でも食えるスイーツ』として紹介。ルドルフよ、お前は王族なのに何故その食べ方を好むんだ──ルドルフが尋ねてきた。その言葉に周囲は微妙な顔になる。

「ああ、虫入りの箱ね。『カサカサ音がする箱を開ける者などいませんわ。どこの愚か者が送ったのでしょう？』って側室どもに聞こえるように言ったら二度と来てないよ」

「馬鹿だ、本当に馬鹿だよな……！」

「茶会のことといい、ゼブレストの教育が疑われる前に〆るべきだと思うわ」

　嫌がらせの定番、虫入りの贈り物！　……送り主不明な上、明らかに不審な音がする物を開けるわきゃねーだろ。当然開けずに音がしなくなるまで魔法で冷やしてから、護衛の騎士に処分してもらった。中身の確認が必要とはいえ大変だな。

「物語の中なら成功してるけどな、あれは普通気付くだろ!?」

　自国の令嬢がその程度の頭というのは問題らしく、ルドルフは深く溜息を吐いた。そして私は更に口を開く。

「落ち込んでいるルドルフ君に残念なお知らせです。そのすぐ後に側室から『陛下に寵愛される床上手』とか言われたんだけどさ、昼間に」

「……うちの後宮には娼婦でも居たか？」

「しかもクレスト家のセイルリート様が一緒にいたんだよ！　素晴らし過ぎる教育だねぇ、そいつらの実家」

「本当に困ってしまいます。我が国の品位を貶めたいのでしょうか」

　セイルは穏やかな笑みを貼り付けつつも「許可いただければ……」と何やら物騒なことを呟き剣に触れている。話を聞いていた宰相様は青筋を立てて無言。

　私もルドルフも娼婦を貶めたいわけじゃない、あれは生きるための仕事なのだから。それを後宮とはいえ貴族令嬢が口にするってどうよ!?　ということだ。クレスト家は宰相様とセイルの実家、公爵家の若君の前でその台詞かい……品位の欠片もないな。

「側室連中の反省はないと見ていいんじゃない？　次の手を考えましょ」

「そうだな……俺の方は貴族の嫌味が増えた程度だ。探りとも言えるが」

　それでルドルフは妙に疲れていたのか。宰相様も何だかピリピリしてるし、相当仕事の邪魔になっているんだろう。

　ふむ。貴族達の嫌味、ねぇ？

「……ルドルフ。今夜この部屋に泊まらない？」

「なんで」

「あんたの顔色がやば過ぎる」

　私が来た直後ということもあるだろうけど、ルドルフは見るからに疲れている。これから色々と起こるというのに大丈夫か、マジで。宰相様や騎士達も私の言いたいことを察したのか賛同しているようだ。

「ついでに直接色々教えてくれるとありがたい。一応勢力図っぽいものはあるんでしょ？」

「ミヅキ様の部屋に泊まることで側室を煽ることも可能かと。寵愛を得ているとも受けとれますし」

「ああ……そういう意味でも時々はこっちに泊まった方がいいのか」

　セイルの言い分にルドルフも頷く。ここは後宮、忘れていたけど立場的には夜が本命。もちろん、私とルドルフの間にそんなことは起こらない。貴重な情報交換の場なのだ。

「つまみ作るから酒でも飲みつつお泊まり会しようよ、ルドルフ」

「いいかもな～、用があったらアーヴィが来るだろうし」

「ほら、酒の勢いでうっかり侵入者をしとめるのもありじゃない？　王が訪ねた部屋に特攻する奴の一人や二人居そう」

「……居るな。外から窺うくらいはするぞ」

「じゃあ、罠ありで！　悲鳴が上がったら騎士さん達は捕ほ縛ぼくして連れて来てくださいな」

「了解しました」

　そんなわけで『第一回お泊まり会』は決行された。誰も男女の関係云々と言わないあたり私はルドルフの悪友で定着したみたいだね、良いことだ。

　そして、その夜。

「でさ、イザベラの家は継承権七位持ってるんだ。それで今回の態度だろうな」

「……馬鹿？　継承権七位如きに王が劣るとでも？　継承権って『王になるかもしれない人達』の順番であって第一位でも王より下だけど。あ、今後のためにこれお願い」

　言いながらルドルフに計画と必要な物を書いた企画書を渡すと片眉を上げつつルドルフは受け取った。

「だよなー、王って国第一位の存在なんだが。……ほう？　手配しておく」

「お願いねー」

　ひそひそと『大きな声で言えない本音と裏事情』を話しつつ、ワイングラス片手にベッドの上。

　行儀が悪いけど『王と共に同じベッドの上で一夜を過ごしました』という事実を作るためだ。嘘は言っていない。

　もちろん色気など欠片もなく、誰が見ても雑ざ魚こ寝ねでお泊まり会。そういった経験がないのかルドルフも楽しそうだ。まあ、私が現時点で周囲の人達に対しどう思っているかということも察しているんだろうけどさ。

「必要なことはこれくらいか、後は向こうの出方次第だな。ところで、ミヅキ。お前、外に何を仕掛けた」

「気になる？」

　一応の情報伝達を終えたルドルフはふと窓の外に視線を向ける。

「正直言って何が起こるか見当もつかないから物凄く気になる！」

「あはは、普通なら何も起こらないんだけどねぇ？」

　揃って耳を澄ますと何やら悲鳴が聞こえてきた。ルドルフ、外の気配を察したのかい。

『いやぁぁっっ、何よこれはぁっ！』

『ぬるぬるして気持ち悪い！　ひ……手がっ……み、緑に』

　……盛り上がってるなぁ。事前に知らなければ騎士達もビビる光景になっているとみた。しばらくするとノックの音と共に「外に居た者達を連れて参りました」という声が。

「判った。すぐに行く。……ミヅキ」

「了解！」

　夜着の上にガウンを羽織ってスタンバイしていたとも！　ルドルフと顔を見合わせて、にやりと笑う。さあ、どんな言い訳が聞けるかな？




　　※※※※※※※※※




　拘束されて座り込んでいたのは側室の二人。ただしその姿は異様だった。緑色のどろりとした『何か』が頭から滴したたり、触れた場所は同じ色に染まっている。それが何かを知らなければ騎士とて警戒し直接は触れないだろう。ヤバさ全開だ。

「俺はミヅキと過ごしていたんだが？　貴様らは随分と恥知らずな真似をする」

「情事を覗くことが趣味とは……恥ずかしい方達ですね。そういう育てられ方をしたのかしら」

「親も自分の情事を隠さなかったんだろ。どうせ親に通達するんだ、その時に聞くさ」

　この軽口も打ち合わせ済み。後にルドルフが貴族達の集う場所で聞くという嫌がらせへの伏線だ。「ルドルフだって少しは自分でやり返したいでしょ？」とばかりに提案し、その後固く握手を交わすと共に友情と方向性を再確認。宰相様が何だが呆れていたのは気のせいだ。

「た……けて。ねぇ、お願い！　謝るから助けて！」

「私達が悪かったわ！　何でもするから……っ」

　得体の知れない恐怖に怯え必死に側室達は懇願している。設置された鏡に映る自分の姿に強気な姿勢は保てなかったらしい。まあ、不気味だもんな。

　種明かししちゃうと緑の物体は『緑の染料で色着けした水に片栗粉（澱でん粉ぷん）を大量に溶かして熱したもの』。でろ～っとしたこれを頭から被かぶったわけだ、しかも染料だから服どころか肌にも色がつく。加えて染料によって滑りも加わった。

　これを寝室の窓の外側に近寄ると降って来るようにしたので緑のまだらになった側室二人の出来上がり。『特定の場所を踏むと作用する』という警備に使われる魔法の応用は悪戯に昇格。……昇格でいいの、昇格で。

　染料は原料が植物なので使った直後は少し匂うし、実はほんの少し毒入りだったりもする。多少熱が出たり体調を崩す程度のものでヤバさを演出するのだ。もちろん、命に関わるものじゃない。

　それに一番ヤバいのは色だしな、人間が緑に染まると不気味だ。

「私ではなく陛下に懇願してくださいな。これは池の傍に生えていた毒草を使ったものなのです。陛下の御意思ならば解毒しますわ」

「おいおい、俺はこんな奴らを後宮に置いておくつもりはないぞ？」

「でしたらこの件の責任を取らせた後、彼女達の実家に引き取らせては？　ああ、もちろん事の詳細は周囲にも話しておかなければなりませんが」

「そうだな、こんなのを押し付けられる家があるかもしれないしな」

『実家に返すけど醜聞は広めるからね？　涼しい顔して嫁に行くなよ？』という警告ですな、これ。修道院送りが嫌なら実家で行かず後ご家けになるしかなかろう。

「風呂で落とした後にミヅキに解毒してもらえ。ミヅキ、後は任せても？」

「賜わりました。どうぞ、陛下はお休みになってくださいませ」

　頷き一礼するとルドルフは寝室へと向かった。疲れている上に酒を飲んだこともあり眠いのだろう。それでいいんだ、ゆっくり休め。

　では、私達はその眠りを護るべく頑張りましょうか！

「それでは彼女達の侍女を呼び出してください。エリザに触れさせたくはありませんの」

「承知致しました」

　そんな感じで夜は更けていった。もちろん、散々『毒』だと脅しておくことも忘れずに。ボロ泣きしてたけど同情なんてするものか。

　その後、『池周辺の整備』という名目の下に中庭は幕で覆われ立ち入り禁止となる。毒の入手経路が問題視されたというのは建前で今後の準備に必要なのだ。

　側室達には例のスライム事件が知れ渡っていたので不審がる奴は誰も居ない。私のヤバさも知られたからね！　これからガンガンいきますよ！







　　第十二話　女が大人しいとは限りません




「ルドルフ様、先ほどから一体何をなさっておいでで？」

　執務室で予算配分の最終案を確認していたアーヴィレンは不思議そうに主を振り返った。現在、ルドルフは何やら難しい顔をしたまま貴族たちの名簿を捲めくっている。

　アーヴィレンやセイルリートに隠れがちだがルドルフは優秀である。特に彼は『一度見たり聞いたりしたことは忘れない』という特技があり、冗談のような記憶力を誇っているのだ。でなければ嫌味を言ってくる貴族連中を黙らせることなど不可能だろう。貴族の不正どころか調べ上げた性格全てを記憶しているなど誰も思わないのだろうし。

　もっともその能力のせいでルドルフは人に対し一線を引くようになってしまった。ミヅキは自分に正直過ぎる性格ゆえに即座に仲良くなれたのかもしれない。

　二人とも本能に忠実という点では似た者同士なのだ、アーヴィレンは最近二人が仲の良い双子に見えて仕方ない。

「ん？　ミヅキに条件付きの貴族を差し出さなきゃならなくてな」

「『差し出す』!?　まさか人体実験でもする気じゃないでしょうね？」

「お前、ミヅキを何だと思ってるんだ？」

「先日の容赦のなさを見ればそれくらいやりかねません」

　もちろん、それはルドルフのためだろうが。逆に言えばだからこそ容赦が無い。

　アーヴィレンにとってミヅキは予測不可能な行動をとる人物なのだ、現在の警戒対象ぶっちぎりの一位である。しかも魔術はイルフェナに比べ格段に劣っているので対処の仕様がない。

　実のところ魔術オタクとも言うべき黒騎士達でさえミヅキに対しては打つ手無しなのだが。

「いや、本人曰く『可愛らしい悪戯』したいんだと。条件はこれだ」

　ルドルフ曰くミヅキの出した条件とは。

　・ルドルフの敵

　・今後使えなくても惜しくない

　・女性関係が華やかである

　・多くの人に嫌われている

　・できれば友人関係にある人物を二人

　……何故ここまで具体的な条件を出すのだろうかとアーヴィレンは内心突っ込んだ。嫌な予感しかしません、とも。

　条件の幾つかは『今回で使い捨てＯＫ！』と暗に言っているのだから当然だろう。真面目に探すルドルフもルドルフなのだが。

「いや～、意外と難しくてな。できるなら全部叶えてやりたいし」

「何故そこまで」

「俺が楽しめるからだ！」

　当然！　と良い笑顔を向けるルドルフに遠い目になるアーヴィレンだった。

　ここ数年のことを思えば主が楽しそうなのは実に喜ばしいことだろう。少しくらいは気晴らしも必要だとアーヴィレンとて理解している。

　しかし。

　ミヅキという魔導師が関わると途端に喜ばしいなどと言っていられなくなるのである。そう、例えるならば強盗に襲われたとして悲鳴を上げて硬直するのが一般人、悲鳴と同時に葬りかねないのがミヅキ。現実にやりそうな性格と実力を持っているだけに笑えない。

　本人が楽しむことを最優先にしてこちらにとっても望ましい結果を出すので強く怒れないのだ、大変性た質ちが悪い。最近ではセイルリートが尊敬と好意を向けているようだ、何故そうなったとアーヴィレンは頭を抱えている。

「はあ……ミヅキ様は一体何をなさるおつもりやら」

「ん～？　まあ、楽しみにしとけばいいんじゃないか？」

　深々と溜息を吐いた宰相様にルドルフは曖昧な笑みを浮かべたまま明かそうとはしなかった。それがささやかな悪戯心からなのか内容が内容なだけに明かしたくなかったのかは不明である。




　　※※※※※※※※※




「うん、こんなものかな」

　ルドルフから『準備完了』との知らせを受け、現在、魔道具の選別中。今回のために用意してもらった立場では身に着けられる装飾品は限られている。

　自室の扉と連動した罠も仕掛け終わり、あとは後宮にイルフェナの側室が居るように思わせる工作のみだ。その工作もエリザや護衛の騎士に協力を仰ぐだけなので問題無し。

「ん？、侍女に華美な装飾は必要ないから殆ど置いていくことになるかな」

「大丈夫なのですか？　護衛がいるとは限らないのでしょう？」

「基本的に単独行動かなぁ」

　国の後見を受けた姫という設定上、側室装備は色々と装飾品が多い。特に鈴の付いた髪飾りや扇子、イヤリングなどはもはや側室ミヅキのトレードマークと化しているので所持するわけにはいかないのである。これらが魔道具だとエリザ達は知っているから心配なのだろう。

　実のところ私はルドルフ以外を味方と認識していない。彼らはルドルフの味方であって、私の味方である必要はないからだ。故に身に着けている装飾品がどんな効果のある魔道具かを説明していない。

　私自身もルドルフと連絡を取る時に触れたりと紛らわしい動作をするので、基本的に外さない装飾品が重要なものだと思われている。殆ど見ることがないペンダントが通信手段ということはルドルフさえ知らぬことだ。対となっている魔道具が同じ形をしているとは限らない、とわざわざ説明してあるのだから。

　そんな割り切り方をしている私だからこそ気付くことも多い。味方という先入観がないから事実だけを捉えられることもある。

「ミヅキ様、これはどういった魔道具なのですか？」

「ふふ、秘密！　判った時に驚かせることができるでしょう？」

　魔道具に馴染みのないエリザが首を傾げながら尋ねてくるも笑って誤魔化し答えを告げることはない。

「解毒効果のある腕輪と結界を張る指輪一個が精々かな。後はしまっておこう」

「承知いたしました。私達はミヅキ様がいらっしゃるように振る舞えば良いのですね？」

「うん、宜しく。基本的に夜はこっちに戻るから」

　私にしか開閉できない箱に装飾品を放り込む。これで誰も手出しできない。

　お茶を淹いれるべく立ち去ったエリザと入れ違いにセイルが話し掛けてくる。

「楽しいことを考えておいでですね？」

「あら、遊び心と警戒心は必要ですよ？　私は弱いですから」

『弱い』という言葉にセイルは笑みを深める。実力で将軍という立場になった彼だからこそ気付いたのか、徹底する私の行動が好ましいらしい。

　人によっては味方を信じられないなど性格が悪いと言うだろうが、現実的に捉えるなら当たり前の行動なのだ。私は民間人でしかない、ゲームの中ではない『現実』では最悪の状況を想定して動かねばたやすく死ぬ。

「化かし合いの勝者は誰でもいいんです、望んだ結果さえ出せればね」

「それが貴女の不幸に繋がっても？」

「全てを承諾した上で味方になると私は言った。それくらいしなければルドルフから信頼されないでしょう？　私自身が功績を得る必要などない」

　私と同じくルドルフは警戒心が強い。それは様々な面で読み取ることができる。そういった人物から信頼を得たければ自己保身など邪魔なだけだ。

「貴女という人は本当に……理想的な協力者ですよ」

　普段と変わらぬ穏やかな口調にほんの少しだけ賞賛を込め、私の片手を取り手の甲に口付けを落とす。それが示す物は一時の忠誠か、それともルドルフの味方と認めた証か。

　僅かに目を眇めてそれを受けるとセイルはエリザが戻る前に元の場所に戻って行く。

「必要ならば貴族だろうと騎士だろうと手玉に取ってみせるわよ？」

　そう呟いた私の言葉に珍しく声を上げて笑いながら。
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「ミヅキ様、本当に大丈夫ですか？」

　アーヴィレンが心配そうに確認してくる。まあ、協力者がルドルフの信頼のおける者たち限定なので心配にもなるね。後宮より味方が少ない上に何をしても大丈夫というわけではないし。

「大丈夫ですって。無駄に貴方達に心配される方が不自然ですよ」

「ミヅキ、言われたとおりに侍女がイルフェナから来たということにしてあるぞ？」

「感謝！」

　中庭で害虫駆除が行われるという理由から側室たちは数日を部屋で過ごすよう言いつけられている。私の部屋に乗り込んでくる可能性を考え扉に細工をしたので入室は不可能。不在もバレないだろう。

　ああ、開けようとすると水が降って来てずぶ濡れになるだけだよ？　プライドだけは高いのだ、人に見られる前に撤退するだろう。

　そして私は単身、王宮のルドルフの執務室にお邪魔している。

　側室は基本的に後宮から出られないので今の私はイルフェナから来た侍女という設定だ。その情報はルドルフによってわざと流されている。

　先日の茶会で不安を感じたイルフェナより送り込まれたという設定なら不審に思うまい。事前の情報規制が未だ継続中で顔バレしていないからこそ可能なのだよ。

　万が一、何か言われても『いざという時は影となるよう言い付かっておりますので』と言い訳するから問題無し。影武者要員前提で送り込まれたから似てて当然ですよ、ということだ。

　今回のターゲットはルドルフに嫌味を言ってくる貴族なので当然接触してくるだろう。来なかったら困るのでガンガン来ておくれ。

「お前の言ってきた条件に合うのはオルブライト伯爵家の長男ダニエル、もう一人はビリンガム公爵家の次男アシュトンだな。詳細は事前に渡した資料のとおりだ」

「公爵家の方は次男なんだ？」

「長男はまともなんだよ。親に反発して俺の方についてるからビリンガム公爵は弟に継がせたいらしい」

「そして現在長男は留学という名目で他国に飛ばされています。本人はそこで人脈を作る気満々でしたが」

　転んでもただでは起きない人なのか。頼もしいな、長男。どうせならイルフェナに来れば面白い……いや有意義な時間を過ごせるのに。

　そんなことを考えていた矢先、騎士が獲物の来室を告げた。早くも噂に釣られたか。

　さあ、まずは敵の確認を。どの程度か楽しみだね。笑みを隠した私にちらっと視線を向けるとルドルフは入室を促す。

「陛下、先日の件ですが…」

「御苦労、アシュトン。ああ、これは…」

　入って来た男は金髪碧へき眼がんのいかにも優男という感じだった。イルフェナの美形連中に慣れた私から見ると七十点くらい？　女にはモテるかもね。

　話が終わると大人しく部屋の隅に控えていた私に顔を向け、値踏みするような視線を向けてきた。

「陛下、彼女は？　見かけたことのない顔ですが」

「ああ、お前も話は聞いているだろう？　彼女がイルフェナから来た侍女だ」

「……へぇ？」

　明らかに疑ってます的な台詞だね。うん、そのとおり！　腹の探り合いの始まりにまずは微笑み返し一礼する。

「セレネ・ネームレスと申します」

　名前は単純にも月と名無しの組み合わせ。元の世界の奴がいたら絶対怪しむ。

　この世界は貴族以上と平民の明確な差が名前。平民は名前のみ。といっても騎士が貴族の最下級に該当するので全く手が届かないわけじゃない。

　ただ近衛みたく家柄も考慮されるものや上級侍女は下級貴族以上じゃないと無理らしい。完全実力主義のイルフェナが例外なんだとさ。

「セレネ殿ですか……アシュトン・ビリンガムと言います。お会いできて嬉しいですよ」

「ええ、こちらこそ光栄ですわ」

　お会いできて嬉しいよ、獲物其の一。ナンパ師、詐欺師あたりが天職そうな顔立ちだね。女性関係が華やかだそうで。

「陛下は貴女の主がお気に入りなようですよ？　政務を疎おろそかになさらなければ安心なのですが」

「あらあら、疎かにしていると決め付けていらっしゃるようですね？」

「そう聞こえましたか？」

「ええ。口を慎つつしまれた方が宜しいのでは？　……貴方が王の執務室で無駄口を叩けるほど親しいというならば別ですが」

（訳「お前が王の行動を批判するなんざ不敬でしかないだろう」）

　そんなことも判らないのか、と可哀相なものを見る目をすればアシュトンは明らかに気分を害したようだった。こいつはあれか、女に見下されるのが許せない人種か。しかし彼自身は王を見下しているらしい。

　ルドルフの信用を落とすと同時にイルフェナの側室を馬鹿にしてるよね？

『イルフェナの側室は王を虜とりこにし政まつりごとに支障をきたさせる愚かな女』と言いたいのか？

　……私を王の足を引っ張る役立たずとぬかすか、いい度胸だな？

「そうですね、気をつけます。……では、失礼します」

　私の言葉に不利を悟ったのか不機嫌なまま話を切り上げ足早に退室していく。それを冷めた目で見ながらも私の口元には笑みが浮かんだ。

　上手く乗せて不敬罪というのも捨てがたいが今回は私の楽しみを優先させよう。嗚呼、猫が鼠をいたぶるのはこんな気持ちなのだろうか……！

「大丈夫そうだな」

「……そうですね」

　ルドルフ、宰相様。生温い視線を向けないでくれる？　私は味方だよ!?
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　その後一人の騎士に王宮内を案内してもらい、重要な場所に顔を出していった。侍女達の休憩室、厨房、貴族たちの集まるサロン……などなど。

　娯楽の少ない環境らしく『イルフェナの侍女』はかなり皆さんの関心を集めているみたい。騎士が傍に居る間は絶対に来ないだろうし、じっくり観察させてもらおう。

　そうしているうちに案内役の騎士が呼び出され、しばらく一人という事態になった。すぐに用事を済ませてくるというので庭園の木陰に隠れて人間観察。気分は侵入者……楽しい。

「……ぅ……ひっく……」

「……ん？」

　微かに聞こえてきた声に首を傾げる。泣き声か？　こんな場所で？

　辺りを見回すと更に奥まったところにドレスらしき薄紫の布が見える。えーと……一応話を聞きに行くか。泣いている子を放置するほど外道じゃない。

　溜息を吐いてこそこそと移動すると一人のお嬢さんが両手で顔を覆って泣いている。

「あの、どうかなさったんですか？」

「っ……！」

　びく、と怯えたように肩を揺らすとその女性は黙りこんだ。いきなり背後から声をかけたのはまずかったか。

「わ……私に関わらないでくださいませ」

「嫌です」

「な……！」

「泣いている人を放置するような真似はしたくありません」

「憐あわれみなど必要ありませんわ！」

「憐れみではなく私が気になるからです。お気になさらず」

　そう言うとその女性は虚をつかれたかのように黙り込んでしまった。……貴女を放って置けないとか言った方が良かったんだろうか。でも初対面の相手に言われても不信感しか抱かないよね。

　とりあえず乱れた髪を整えてやると少しは落ち着いたらしく話してくれた。

「見苦しいところを見せてしまいましたわね……」

「構いませんよ。で、何があったんです？」

「ふふ、遠慮のない方ね」

「自分に正直なので。聞いただけですから黙秘もありですよ」

　無神経ということも理解してるよ、と告げると諦めたのか話し始めてくれた。茶色の巻き毛に青い瞳の気の強そうな美人じゃないか、笑顔が見たいね。

「私はエイダ・アットウェルと申します。……お慕いしていた殿方に振られてしまったのですわ。いえ、初めから遊ばれていたということかしら」

　エイダさんの話を要約すると。

　エイダさんは以前から憧れていた男性と付き合えることになった。だが、その男性の周りには常に女性の影が絶えず口論になることも多かった。そして浮気の証拠を突きつけた際に自分が『恋人の一人に過ぎない』とはっきり言われてしまったと。で、恋人関係解消になったらしい。

「エイダさん、貴女が泣いていたのは『恋人に捨てられたから』ですか？　それとも『その程度に扱われて口く惜やしかったから』ですか？」

「え？」

「いや、随分あっさり話しているので」

　前者はただの女性としての感情、後者は貴族としての誇り高さ。もう少し泥沼展開かと思いきや事実だけを話しているからね、この人。側室連中みたいな僻ひがみ、恨み、罵りが全くない。

　そう言うとエイダさんは口元に手を当てて呆然とした。

「そうですわね……口惜しいという感情が一番正しいような気がします」

「クズだったんですね、その男」

「顔立ちは素敵ですし家柄も申し分なかったですわね。性格は……今となっては最低ですけど」

「つまり顔と家しか取り得がないくせに強気になっている国の恥さらしですか」

「え!?　ええと……」

　がし！　と困惑気味のエイダさんの手を握る。

「いいですか、別れた言い争いも貴女が糾弾した側なんです。そして誰が聞いても貴女が正しい」

「は……はい」

「そいつは人を平気で裏切る奴なんです、貴族令嬢として家を傾かせる可能性がある不穏分子と手を切るのは当然です」

「それは……確かに……」

「振られたんじゃありません。貴女が捨てたんです！　最後に平手でも見舞えば完璧でした！」

　貴族としてそいつの行いも十分問題ありとみた。だって絶対多数に恨まれてるぞ？　拳で顔を歪めてやれば最高だけどエイダさんには無理だろう。……私？　もちろんやりますとも。一矢どころか十矢は報いてみせようじゃないか。

「そう……そうね、私はアットウェル家の一人娘ですもの。そのとおりですわ」

「跡取り娘なんですか？　だったら余計に良い仕事しましたよ！」

「ありがとう！　落ち着いて考えれば答えは出ていたのに……私は何を嘆いていたのかしら」

　グッジョブ！　とばかりに指を突き出すとエイダさんは綺麗に笑った。女性としての意識より貴族の跡取りとしての意識の方が高いんだろうね、エイダさん。自分の納得できる答えを見つけられれば立ち直りも早い。

　時にはその場のノリと勢いと洗脳紛いの強気発言も立ち直りには重要だ。

「で、そいつの名前は？　野放しも嫌なので復讐といきましょう」

「手伝ってくださるの？」

「私もやることがあるのでついでに始末しちゃおうかと」

「始末!?」

「殺しませんよ？　心に深い傷を負わせるのが目的です」

「それならば……。ああ、これが彼から貰った手紙ですわ。幸せな思い出だと思っていましたが今となっては何て安っぽい言葉に騙されていたのかしら」

　差し出された手紙には『君に会えないのが辛い』とか『愛してる』といった定番の言葉が書き連ねられている。そして差出人の名前を見た瞬間、私は目を据わらせた。




　その二日後。

「セレネ殿、少々お時間をいただきたいのですが」

　明るい日差しの差し込む廊下で私は整った顔立ちの貴族に声をかけられたのだった。







　　第十三話　噂は怖い、噂を利用する奴はもっと怖い




「セレネ殿、少々お時間をいただきたいのですが」

　そう声をかけてきたアシュトンに私は内心ガッツポーズをとった。

　よっしゃあぁぁぁ！　獲物釣れたー!!




　落ち着いて話せる場所に……なんて言葉に付いて行ったら、その部屋にはもう一人が待ち構えていた。獲物其の二よ、出迎えご苦労。ダニエル・オルブライトとアシュトン・ビリンガムか……手間が省けて何よりだ。

　部屋に入る前にある魔道具をひっそり落として事前準備完了。なお王宮内は比較的頻繁に人の往来があることも確認済み。身の安全というより計画を実行する上で必要、という意味なんだがね。

　とりあえず扉を少し開けたまま部屋に入る。……おや、酒が用意されてる？　私を酔い潰す計画なら無駄なんだけどな、一切酔わないから。

「何故そんなことを？」

「お二人の噂を存じておりますので……要らぬ誤解は受けない方が良いかと」

　人気の色男二人に部屋に連れこまれる女なんて令嬢方にとっては嫉妬の対象にしかなりませんがな。そう言うと二人は納得してくれたようだ。促うながされるままソファに座ると二人は話という名の探りを始めた。

「ダニエル・オルブライト様とアシュトン・ビリンガム様ですか。お二人が私にお話とは一体どのような？」

「ふうん。事前調査は済んでいるのか」

　送り込まれた設定なら当たり前だっつーの。私の呆れを無視して二人は話し始める。

「セレネ、君はルドルフ王をどう思っている？」

「私からは何とも……あまり情報がありませんので」

「イルフェナから来たのに？」

「だからこそ、ですわ。私が警戒すべきは側室の皆様であり、それ以外は干渉できませんもの」

　事実だよ、これ。イルフェナ所属の侍女が他国の内情に口出しするなどできるはずがない。模範的な回答を述べたはずなのに二人は不機嫌を露あらわにしている。……アホか、こいつら。

「色々と噂は聞いているだろう？　私達は君に友好的でありたいのだが」

「お二人が多くの令嬢を弄もてあそんでいるということは聞きましたね」

「おやおや、随分と下世話なんだね」

「嫌ですわ、情報通だと誉めていただけているのでしょうか」

「何？」

　怪訝そうになる二人に私はにやり、と笑ってやる。

「私、こう思いましたの……お二人が令嬢達を相手になさるのはカモフラージュではないかと」

「ほう？」

「……。否定なさいませんのね。確信いたしました……お二人は特殊な性癖をお持ちなのだと！」

「「は？」」

　時が止まる二人を尻目に私は拳を握って語る。同時に袖に隠した魔道具のスイッチをオン！　これでこの周辺には不自然ではない程度に声が漏れるはず。声を拾う範囲を狭くしてあるので殆ど私の言葉のみですがね!!　（※重要）

「不思議に思っていたのです、麗しい令嬢方を振り続けるなど。ですが、特殊な性癖をお持ちならば不自然ではありません。本気になるはずがないのですから」

「お……おい？」

「幼女趣味だったのですね！　適齢期のお嬢様方に無関心なのも頷けます！」

「違う！」

「何故そうなる!?」

「熟女萌えでしたか？　失礼しました」

「だから何故その二択なんだ!?」

　それはもちろん、私の趣味で。反論してるけど魔道具は私の声しかまともに拾ってないよ。大体、女好きは本当じゃないか。女は年齢に関係なく心は永遠に乙女なんだぞ。

「素直になってくださいませ……必ずや理解ある方がいらっしゃいますわ」

「いや……だからな？」

「話を聞いてくれ？」

　優しい眼差しで二人を見つめる私に二人は困惑を通り越して涙目だ。やだなー、二人を変態と広めることこそ我が使命なのに話を聞くはずないじゃないか！

　それに……そろそろ効いてくると思うんだよね。

「お……い、話を……」

「何だ？　眠……い」

　二人の意識が朦もう朧ろうとし出したことを確認し私は笑みを浮かべる。座った時点で先生お手製の睡眠作用のある魔道具を発動させたのだ、靴に仕込んだ護身用のやつをな。元々自衛のための物なのである程度近くに居る人間全てが効果の対象なのだ。当たり前だが装備者の私には無効。使い道も間違っている気がするが。

　話に気を取られていたことが敗因だよ、お二人さん？　悪夢は音もなく忍び寄るものじゃないか。

「では、失礼しますね」

　立ち上がり言葉だけを紡ぐと音を立てて扉を閉ざす。朦朧とした意識に退室の挨拶と扉の音を記憶させるのだ、これで言い訳には十分。もちろん、私は未だ室内。裏工作はこれからだもの！　鍵をかけて行動開始。

「さあ、私に弄ばれてくださいな？」

　まずは防音結界発動。これ以降の音が漏れては計画に支障が出るからね。次にハンカチに睡眠薬を染み込ませ二人の顔にあてがい深い眠りに落とす。その後はシャツまで脱がせて死なない程度に殴る蹴るの暴行。

　用意された部屋、酒、探りを入れるような発言……無事に帰す気だったとは思えないのでエイダさんの報復も兼ねて痛い目に遭ってもらおう。

　気が済んだら治癒魔法をかけて完治。私の治癒魔法は対象の体力を奪って回復するものなので適度な疲労感が残るのだ。この追加要素で悪戯に少々現実味を持たせることができるだろう。

　最後に服を適当に乱して脱ぎ散らかしたように偽造、後は二人ともベッドに押し込んでおく。重力緩和をかけておけば女の力でも二人を楽々運べるし、疑われたら『私の力では引き摺ずらなければ無理ですが……お二人の体には引き摺った跡でも残っているのですか？』と言えば問題なし。

　寝室への扉を少し開けて上着を挟むようにしておけば侍女の誰かが見つけてくれるだろう。




　ほーら、ＢＬ的な情事風景（未遂）の完成！　今更、同性愛疑惑が増えたところで構わないよね。




　美形は無条件で絵になるって言うし？　振られた令嬢方も納得できる理由があった方が良いしね？　覚えのない疲労感と現状から盛大に悩むことうけあい。

　未遂だろうが、ろくに着てないシャツとか散らかった上着から寒々しい状況を連想して青くなりやがれ。しかも相手は顔見知りなので気まずかろう。

　何より今後は女好きなのに『幼女趣味』『熟女萌え』『同性愛者』という三重疑惑が一生涯単位で付き纏う！

　貴族としては辛かろう、屈くつ辱じょくだろう、今後の苦労を思うと涙が止まらないね！　……笑い過ぎ的な意味でな、もちろん。まあ二人が誠実な人柄だったら噂が流れたところで誰も信じないだろうけど。

　……。

　それはないか、絶対。話を聞く限り男女共に敵が多いみたいだし。

　仕上げに酒の勢いのせいにすべくテーブルの上にグラス（使用済みっぽく偽造）を二つと封を切った酒──中身は窓から捨てて適度に減らした──を用意し。窓を開け酒気の名残がなくとも不自然ではないよう換気を十分にしてから、目薬で涙目を装いつつ部屋を後にしたのだった。もちろん、落とした魔道具も回収。

　ふ、白いカーテンが靡なびいてるのが良い感じ。これで戸締まりのために必ず人は来るからね。ルドルフに『女って怖い』と言わせた悪質過ぎる悪戯だ、さあ侍女の皆さんいらっしゃーい！




　その後、人の集まる場所で『ダニエル・オルブライト様とアシュトン・ビリンガム様のことなのですが……』と相談の振りをしてもっともらしく状況説明、貴族のサロンで待ち構えていたエイダさんに『思い出さなくていいのよ！』と抱きしめられた挙句、多くの貴族に同情的な目で見られ。

　なお、事前に根回しをお願いしたのでサロンには二人に弄ばれた令嬢の皆様が集っていた。自分が選ばれなかった理由を見つけた皆さんは私に対してとても優しく同情的。

　果ては休憩室に居た女官長に『ごめんなさいね……！』などと謝られ、良心がほんの少しだけ痛んだ。……熟女萌え発言で『私にもチャンスが』と聞こえたのは気のせいだね、きっと。

　魔道具を通して聞こえた声に興味をそそられた侍女によって二人の密会現場が見つかるのはしばらく後のこと。仕事の振りをして部屋に突撃した侍女たちの根性と好奇心に拍手喝かっ采さい！　盛大に目撃証言を広めちゃってくださいませー!!




　　※※※※※※※※※




　その後、執務室にて。

「貴女という人は……」

　そう言ったきり宰相様は黙りこんだ。やだなぁ、側室連中に苦労させられた人の台詞とは思えないよ？

「女って怖いよな。……いや、こんなことはお前以外やらんだろうが。何故思いつく」

「私の世界には腐女子とか貴腐人とかがいるんだよ」

「婦女子に貴婦人？　それならこちらにも居ますが」

　お二ふた方かた、充あてている字が違う。同じ読みでも意味が違うよ、漢字って凄いね！　親戚には薄い本とか出してる姉妹がいるので私はその手の話題に事欠かない。

「大丈夫じゃない？　『私こそはお二人を救ってみせる』的発想の肉食系お嬢様方もいるみたいだし」

「肉食系？」

「既成事実を作ろうと自分から襲い掛かる人達」

「「ああ、絶対いる」」

　二人とも実感が籠もってんな、苦労が偲ばれる。まあ、その特攻が成功したら『どんな人だろうと想い続けて立ち直らせた一途な女性』として美しい愛の物語に仕立て上げれば問題なし。二人も噂を打ち消すために愛妻家になるしかないから結果的に良いんじゃないのかね？

「でね、これがトドメの品」

　二人の前に大半が焼け焦げた紙を差し出す。エイダさんに貰ったダニエルからの愛の手紙なのだ、宛てた人がエイダさんじゃなくアシュトンになってるけど。

「え、あいつらマジだったのか!?」

「ううん、名前だけ変えた」

「でもこれ奴の筆跡だぞ!?」

　うん、それも正しいんだよ。こんな事ができるのは異世界人だからだろう。手紙とは紙とインクの組み合わせ。だからそれを別々だと認識すればインクを別の場所に移し変えたりできる。

　まず、元の手紙から文字を拾って別紙にダニエル筆跡の『アシュトン』の言葉を製作。紙の記憶を読み取って別紙に写すので部分コピーみたいな感じ。次に『エイダ』と書かれた箇所のインクを除去。文面は使い回しらしく宛名以外は『君』としか書かれていなかったので問題なし。最後に別紙に作った『アシュトン』という文字を移植。これで完成だがリアルさを出すために証拠隠いん滅めつを図ったかのように適度に焼く。

　製造過程はこんな感じ。魔力を『作業するための力』として捉えている私だからこそ可能なのだ。『インク（文字）を移動させる』『文字を転写する』という発想さえあれば誰でもできるだろう。要は魔力をどう使うか。

　いやあ、悪戯のために魔術が上達。目標があるって素晴らしいね！

「また技術の無駄遣いを……。で、何に使えと？」

「元凶が私だから公の場で何か言ってくるかもしれないし先手必勝で黙らせる」

「ああ、証拠があるとでも言うのか？」

「それもあるけど『事実はどうでもいいが日頃の態度がそう思わせた、王宮を混乱させた責任についてはどう思う？』みたいな感じで日頃の態度も追及。不敬罪も十分適用範囲でしょ、あれ」

　イルフェナの侍女がいるのに王へのあの態度はない。ルドルフ達が黙っていたのはあんな雑ざ魚こに割く時間が惜しかったからなのだ。だから今後同じことをさせない見せしめとして必要だと思う。

　まあ、王に噂どころか証拠を握られた以上は逆らう気は起きないだろうけどね。身分のある人間にとって醜しゅう聞ぶんは命取りなのだ、ライバルの不幸は蜜の味。

「頼もしいというか鬼畜というか……あの人が単独で送るわけだ」

「上には上がいるものですね。側室達が可愛らしく思える日が来ようとは」

「いいんじゃないか？　ミヅキにやられるか俺達にやられるかの差なんだし」

「法で裁かれる方がマシな場合もあるんですね……」

　微妙に気にかかる発言は無視しておこう。やりたいことは終わったし次は後宮で事を起こすぞ、待っててねー、側室の皆さん！

　その後、王宮であの二人がどうなったかは私の知るところではない。基本的に後宮生活だしね？

　……元凶は災いを残しひっそり消えるのだよ。







　　第十四話　愛情は種族の壁を超えて




　ある晴れた日。その『生き物達』は可愛がってくれた人々に連れられて後宮の裏庭へと移動した。久々に開放された中庭では王主催の茶会に側室達が参加中。侍女達も同行し後宮内に人影は少ない。

　そして。

　先日空いた部屋から『生き物達』は内部へと招き入れられ、各部屋へと放り込まれていった。

可愛がってもらえばその分の愛情を返そうとするものである。まるで刷り込みの如く言い聞かされた苦労話に『生き物達』は思った。

　──『奴ら』は敵だ、自分達が役に立とうと──




　　※※※※※※




「上手くいくか？」

「さあ？　やってみなきゃわからない」

　こればかりはルドルフの言葉にはっきりとした答えを返せない。しかも、なんで茶会の主催者と私が呑気に部屋でお茶を飲んでいるかといえばルドルフなりの嫌がらせだ。

　うん、始まって五分程度で私を連れて茶会を退席だもんな。今頃は悪口大会と化しているだろう。

　だから妙に騎士の数が少ないこともきっと気付いてないだろうね。ま、餌として麗しのセイルリート将軍がいるから文句も出ないだろうけど。

「そいつを知ってると大丈夫そうなんだけどな」

　ちら、と机の上に乗っている生物を見る。すると『任せろ！』とでも言うように一声鳴いた。

「これが人間並みに知能が高いとは……」

「いや、これ長らしいよ？　身を守る術を持たない種族には賢い個体が生まれるらしいし」

「だからって人の言葉を理解したり他の個体を誘導したりするなんて普通思いませんよ……！」

　今までの常識を覆す事態に現実逃避気味の宰相様。まあ、その気持ちは判る。私だってゲームのモンスターとかに使われてなきゃ、そんな発想してないよ。だいたい、私の世界に居たのはもっと小さくて知能低いから！

　近くの沼から拉ら致ちされてきた幼生が掌サイズだった時は衝撃だった。傷ついていた個体を見つけて治癒し、部屋で療養させてなきゃ知能の高さに気付かんよ。……まさか自分の名前を認識して返事するとはね。さすがファンタジー世界。

「一般的に女はそいつら苦手だとは思うぞ？」

「そうですね、好むという奇特な方はあまりいないでしょうし平気なミヅキ様が特殊かと」

「だからな、ミヅキ？」

　ルドルフは良い笑顔でぽん、と肩に手を乗せる。引き攣っているのは気のせいだろうか。

「お前は何故そういうことを思いつく？」

「幼生を大量に捕獲してもらって護衛の騎士達に育てさせたこと？　中庭の池で飼育させたこと？　それとも成体になった子達が側室の部屋を中心にバラ撒まかれようとしていることかな？」

「それもある。だが、傷ついた幼生を治癒して手て懐なずけたり種族の壁を超えて意思を疎通させたりすることも含む」

「……。成せばなる。種族の壁なんて愛情の前には脆もろいものよ」

「一見まともに聞こえるよな、そういう言い方すると」

　ゲームではモンスターも仲間にできたし、これも大きさからして魔物の一種なんじゃないかね？

　……はいはい、王宮組は頭を抱えないの！　騎士達は楽しそうだよ？

　ねー、元オタマジャクシで現在カエルのタマちゃんや？




　くぇっ！




　緑色の体につぶらな瞳のカエルは大きさの割に高い声で一声鳴いた。

「会話できてるよな……」

「騎士達の報告は正しかったわけですね……」

　深々と溜息を吐くでない、そこの主従！　これは始まりに過ぎないのだよ？




　　※※※※※※※※※




　その後しばらくして。

「キ……キャァァァァァッ!!」

「か、顔に、カエルがっ！」

「な、なぜ部屋の中に……ヒっ！」

　盛大な悲鳴が後宮各所で響き渡ってた。いやぁ、予想通り大パニックだね！

　さあ、逃げ惑まどうがいい！　側室は勝手に後宮から出られないから逃げ場なんてないけどな！

　まあ、驚きも当然か。茶会が終わって部屋に戻ったらカエルがお出迎えしてるんだから。しかもカエル達は側室や侍女の顔を狙って飛びついているらしい。

　……報復か？　報復なのか？　それとも騎士たちへの恩返しか、カエル達よ。私はそこまでしろとは言ってないぞ!?　ねえ、タマちゃん!?




　くーぇっ！




　そして満足そうに鳴くカエルが一匹。にやりと笑ったような？　思わず皆の視線が集中する。

「育ての親に似たのか、こいつは」

「どういう意味だ！　朝と夜に話しかけて餌やってただけだけど？」

　……もっともその餌は茹ゆでた肉や野菜、パンといった雑食だが。それでも育つのだからカエルの姿をしていても魔物なのだろう。

「純真な瞳をしつつも中身が鬼畜なカエルか。おたま、あまり騎士達が泣くようなことはするなよ？」

　ルドルフの言葉にタマちゃんは首？　を傾げる。

「唐突にどうしたのよ？」

「カエル達は騎士達の貴重な癒いやしだ。だが、カエル達の物事の判断基準はおたまなんだろ？　おたまに影響されて腹黒くなってみろ、泣くぞ？」

「……確かに」

　うん、泣くかもしれない。『純真だったうちの子がグレたぁぁぁっっ！』とばかりに相談を持ちかける姿が鮮明に浮かぶ。カエルの教育相談なんて受けた方も困る気がするが。

　ルドルフはタマちゃんの頭を軽く撫でながらしみじみと呟いている。心境的に呆れ半分、感心半分といった感じなのだろう。……いいじゃないか、賢く黒いカエルは色々な意味で可愛い。

「騎士達の苦労話も聞かされていたみたいですからね……この子達にとって側室たちは敵に認定されているのでは？」

「ミヅキは何で敵認定されてないんだ？」

「王宮行く時に池の様子を見ていたからじゃない？　この子を放しにも行ったし」

「ところで皆さん……」

　いつも穏やかセイル君が欠片ほどの焦あせりもなく『ある可能性』を口にする。

「あの大きさですと顔に貼り付かれた場合……口と鼻を塞ふさぐ可能性もあるのでは？」

「「あ」」

　思わずハモった私とルドルフにセイルは「まあ、事故ですし構いませんよね」などと何でもないことのように付け加える。

　え、黒い。黒くなってるよ、猫はちゃんと被らなきゃ駄目だって、将軍！　茶会会場に置いていったからストレス溜まった？

「じゃあ、そろそろ騎士達に回収してもらう？」

「もういいのか？」

「ん？　だって嫌がらせって言っても次の準備みたいなものだし」

　側室達の部屋や後宮内にある仕掛けをすることが最大の目的。カエルを放り込むくらいはできても部屋に入るのは無理だしね、カエル回収の名目で側室や侍女を隔離し部屋に入り込んでバレにくい所に仕掛けてくるのだよ。

「まだやる気なんですね、ミヅキ様は」

「寧むしろこれからが本番！　期待してて！」

「向こうが仕掛けてきた以上は報復されて当然だろ？　ミヅキ徹底的にやれ、俺が許す」

　宰相様、呆れの籠もった目で見ても無駄だよ？　ルドルフが許可した以上、正義は私にあるのだから。それに騎士達にも報復の場を与えてあげなければ気の毒じゃないか！

　そもそも反省しない連中が悪いのだ、この『嫌がらせ』で大半は脱落すると思うけどね。

「それでは回収と設置をお願いしますね」

　さて、側室の皆様？　貴女達にダメージを与える方法は暴力だけではないのだよ？

　むしろ精神的にくる物の方が何倍も性質が悪い上に利用できるのだ、楽しみにしていてね！

　……カエル騒動もイルフェナの一部で笑いものになってるとは思うけどな。




　私と計画を知っている騎士達はにこやかに微笑みつつルドルフと宰相様を見送ったのだった。

　余談だが。

　カエル達は回収後、当然生まれた沼へと戻された。だがタマちゃん含む数匹が自主的に育った池を選んでくれたので今後増えるかもしれん。

　良かったねー、ルドルフ？　強力な味方ができたみたいだよ♪







　　第十五話　恐怖は作り出すものです




　さあ、諸君。本番を始めようじゃないか。今日から後宮に昼夜を問わず安息の時間などありはしない！　『彼ら』は君達を絶望に陥れるだろう。

　未知の恐怖に泣き叫び精神を擦すり減らすがいい！　回避不可能な恐怖が後宮を支配するのだから!!




　……私たちは生温く観察しつつエキストラとして参加。魔王様が満足するよう頑張るんだよ～？




　　※※※※※※※※※




「あら、ミヅキ様じゃありませんの」

　側室の一人が青ざめた顔をしながらも声をかけてくる。おい、無理すんな？　祭りはこれからなんだぞ？

　……などと思っても顔には出さずに笑顔で対応。余裕のある態度は寵愛の証。

「昨日は一人だけ先に部屋に戻ってしまわれましたわね」

「ふふ、陛下に誘われれば応えるのが側室ですもの」

「あ……あら、随分と寵愛されてますのね」

　昨日寵愛されていたのはカエルのタマちゃんだがね。あの子のおかげで私の関係者は被害ゼロなのだ、本当に賢い子。

「え……？」

　口を開きかけた側室が突然呆けたような声を出し、目を見開くと少しずつ恐怖に顔を歪めた。震えながら私の後ろを指差し、瞳には涙が溜まっていく。

「あら、どうなさいましたの？」

「いかがなさいました、ナターシャ様」

　あまりの様子に護衛の騎士達も彼女に声をかける。

「あ……あれ！　い、いやぁぁっ！」

「どうしたのです？　私の後ろに何か？」

「来ないで！」

「……こちらに何かいるのですね？」

「え？　ミ……ミヅキ様!?」

　悲鳴を上げるばかりで話にならない彼女に私は今来た方向へと足を進める。手で制し、護衛の騎士達はそのままナターシャの傍に。

　そして。

　辺りを窺うと首を傾げてナターシャの元に戻り再び彼女に尋ねる。

「何もありませんわよ？　騎士の皆さんは何か見えまして？」

「いいえ。何も変わったところは」

「魔力持ちのミヅキ様でさえ何も感じなかったのですか？」

「……え、そんな。た、確かに死霊が……こちらに走ってきて。い、今もミヅキ様を擦り抜けて来ましたのよ!?」

「死霊、ですか？　ですが何も感じませんでしたわ」

「そんな……」

　呆然とへたり込む彼女には見えていたのだろう。剣を振り上げこちらに向かってくるボロボロの騎士の姿が。

　きっと聞こえていたのだろう。恨むような批難するような怨念の籠もった呻うめき声を。

　そして私を擦り抜けて自分に向かってくる姿に心底恐怖したのだろう。




　ま、何でこんな詳しく知ってるかと言えば私達も同じ体験をしていたからなんだけどね！　見えないよう、聞こえないよう振る舞っていただけなのだ。作ったのは私だし？　いやあ、上手い具合に発動してくれたねぇ！

　私の自信作、楽しんでくれたかなー？　ナターシャ様？




　　※※※※※※※※※




「……お前さ、後宮をどうするつもりなんだ？」

「死霊が昼夜を問わず徘はい徊かいするゴーストハウスかな」

「これ、誰でも見えるだろ」

「私と騎士達は見えない振りするから大丈夫！　実害はないからルドルフ達も見えないように振る舞ってね」

　祭りに備えルドルフに事情説明中。呆れと諦めの表情してるな、ルドルフよ。

　実はホラーゲームも大好きです、私。

　だから今回は元の世界の経験と知識を魔道具で立体映像化。迷ったけど定番のゾンビをセレクトしたのだ、期待しておくれ。

　ちなみにこの魔道具は黒騎士製。記憶を平面映像で見ることが可能な魔道具があると教えてもらった際、『立体映像を見せる事って可能？』とリクエストしておいたから。

　当初必要性がないと首を傾げた黒騎士達に私の記憶、もとい体感ゲームの光景を立体映像で見せてみたのだ。自分の記憶を映像化するだけなら簡単、『そういう物がある』と知れば試したいお年頃。

　結果、ゲーム世界の立体映像にいたく感動した黒騎士達は製作を決意。この策を思いついたのも彼らから試作品が送られてきたからだ。曰く、『試して報告を寄越せ』。完璧に人体実験扱い。

　正直な話、魔道具の映像は透けているので実物ではないと一発でばれる。だが、今回の様に亡霊騒動を起こすならば最適なのだ。透けてる骸骨騎士はどこから見ても立派な亡霊。元の記憶は私がプレイした事のあるホラーアクションゲームだったりする。つまり記憶は主人公視点なので良い感じにアンデッドが襲ってくるのだよ。

「魔道具の映像って幻術と違って透けてるし、実体はないんだが」

「うん、だから亡霊ってことにしようかと。二百年前の大戦で国を守った騎士が側室達にキレて出てきたって設定なら私や騎士達が見えなくても問題ないでしょ？」

「ああ……そういう設定ならありなのか」

　幻術は実力にもよるけど対象を惑わせるものなのだ。しかも術者本人がその場にいなければならない。だから今回はその必要のない魔道具を仕掛けまくっている。

　魔道具の発動がランダム設定なので襲われるとは限らない、しかも一回の発動時間が短かったりする。だからこそ側室の部屋にまで仕掛けてあるのだ、恐怖は祭り終了まで続くぞ……！

　喜ぶがいい、元の世界の素晴らしい技術を体験させてあげようじゃないか！

　余談だが時間短縮やら状態保存の魔法は記憶を映像化したところで対象に何の変化もないので見ても理解できないらしい。物語を映像化しない限り魔術の教科書には使えないようだ。難しいね。

「だがな、これって……」

「あ、欠点は判ってる。だからカエルも使った」

　実は元の世界の技術は想像力の素晴らしさゆえに『ある欠点』があるのだ。だから先にタマちゃんたちを使って精神を擦り減らさせる必要があった。

　騎士達に見てもらった時はっきり言われちゃったんだよね。

『アンデッドを知っている者ならば一瞬驚きはしてもすぐ偽物と気付くと思います』

『こちらの世界では魔物ではなく、魔力で死体を操っているだけなのですよ』

『こんなに動き回ることはありません』

　……そだね、私もホラー映画見る度に思ってたもん。見せ場を作るためのものだよね。

　走り回るほど元気な死体なんてねーよ、体の状態的に無理だろ!?

　いっそスケルトンならまだ納得するかもしれない。骨だけだし。人を襲ったり食べたりするなんて想像力の産物だよね。だからこそ今回は『亡霊』扱いなのだけど。

　新しい死体だとろくに動かないよね？

　動かせるほど傷んだ死体なら走り回れば崩壊するよね？

　音に反応して襲い掛かるならまず動きの鈍い同胞同士の共食いだよね？

　何故生きているもの限定で襲うのさ、おかしいじゃん！

　……ホラー作品において突っ込んではいけない部分が現実的な問題点として浮かび上がりましたよ。己の疑問が正しいと証明される反面、このままじゃ使えないと痛感したね。

　いやー、戦場跡のステージやっといて良かった！　騎士ゾンビじゃなきゃ状況的に使えないし。

「映像だけじゃなく呻き声もある。凄いでしょ！」

「確かに凄い。ここまでやる根性が」

「ちなみにどの部屋も枕には必ず仕込むようにしたから確実に悪夢を見るかと」

「お前は悪魔か」

　魔導師だよ？　加えて元の世界の知識と記憶があるからこそ可能なのだ。

　魔力は認識できないほど低くとも、どんな人も必ず持っているから少なからず影響を受ける。威圧がその応用なのだ、今回はこれを利用。夢という形で恐怖を体験してもらおう。

　小型の魔道具を枕に仕込まれれば寝ている間の悪夢はばっちり！　ついでに言うと仕込んだ映像はゲームオーバーでゾンビに食われるものなので、自分の悲鳴で起きる人多数と思われる。

　ルドルフはこの映像を部屋で見せられた──透けているので部屋で見ると恐怖はそれほどでもない──ので恐ろしさを知っているのだ。夢という状態、しかも夜という時間帯が恐怖を増す。

「自分の欲望に忠実過ぎる連中だからこそ効果絶大でしょ。精神に異常をきたすでしょうね」

「何でそんな真似を？」

「後宮そのものが呪われてるなら新しい側室も来ないから、かな」

　私が行動しているのが後宮のみなので、人が減ればこれ幸いと新しい側室を送り込まれる可能性がある。『殺さず、法による処罰』に固執するのはこのためだ、側室に罪人が多ければ『お前達は見る目がない』と側室を押す声に待ったを掛けることができる。

　……加えて後宮から出てきた側室が明らかに精神に異常をきたしていたら？

　恐怖に追い詰められた人がまともな精神状態と外見を保てるとは思わない。それを見た貴族は自分の娘を送り込むことを躊躇うだろうよ、精神異常者を出した一族とは呼ばれたくないだろうし。

　そう説明するとルドルフは何とも言えない顔になった。

「だけどな、それは間違いなくお前のせいにする奴が出るぞ？　魔導師だと知れてるんだし」

「判ってる。これから殺される可能性を視野に入れて行動しなきゃね」

「狂った奴ほど怖いものはない、危険すぎるだろうが！」

　珍しく厳しい表情をしたままルドルフが憤いきどおる。うん、理解できるよ。だけどね？

「私を狙えば問答無用で処罰、おかしくなっても後宮から出されるし、その一族が精神異常者を出した家系と見られてかなり悲惨なことになる。私の狙いはそこ」

「死んだらどうするんだよ!?」

「そんなの私が弱いからでしょ？　誰かを死んだ方がマシな目に合わせようとしている私が傍観者でいることなんて許されない。それに覚悟ができてないほど馬鹿だと思うの？」

　実際、私のやろうとしていることはかなり酷い。側室本人だけでなく、その一族に多大な影響を及ぼすのだから。しかも『ゼブレストの英霊』として噂を広めるならば『先祖の怒りをかった一族』として後々まで傷を残すことになるだろう。

　私を心配してくれてるってことは判るよ、ルドルフ。でも、これだけのことをするなら私もリスクを背負うべきでしょ。私が死んだ場合は騎士達も何らかの処罰を受けるわけだし。

「俺のせい……いや、俺のためなんだな」

　ぽつりと呟かれた言葉はいつもと違ってとても弱々しい。自分が責任を負う事は当然と考えていても協力者にも罪を負わせることになると戸惑ってしまうらしい。

　私は苦笑するとルドルフの頭をがしがしと強く撫でる。それでも俯いたままのルドルフは小さな子供のようだ。

「あはは、あんたのそんな姿を見れたならこの策にも価値があるわね」

「……茶化すな」

「事実だって！　王に弱さを見せられるだけの信頼を得るって相当なことだと思うけど」

　宰相様達が居るルドルフは孤独ではない。だが、彼らは絶対にルドルフが『王』という存在であることを忘れることができないのだ。支えるためにルドルフの配下であることは必要だろうが、そのためには個人としての付き合いを優先させるわけにはいくまい。私情を交えては政はできないのだから。

「私は利害関係の一致でこの話を引き受けた。だから私に対して遠慮する必要なんてない」

「それ、は」

「それとは別に私は『ルドルフ』という個人の親友なの。国のためなら嫌だけど親友のためなら一緒に血を被ってあげるよ？　私にとってこの世界で傍に居てくれる人以上に大切なものなんてないからね。それに……『その程度』できなければ親友と呼べるほど対等な関係にはなれないと思う」

　それは先生やラグスの村の人たちや魔王様達も含まれている。異世界に放り込まれた後の最初の選択って生き続けるか終わらせるかのどちらかじゃないのかな？

　そう割り切って生き続ける道を選んだ私が常に望むのは『最良の結果』。だから罪悪感や恐怖があっても『敵』を切り捨てることを躊躇わない。

　私は『私であること』を最上級に定める。その果てに死んだとしてもそれは納得のできる最後だろう。誰のせいでもない、自分の選んだ生き方だ。

「……そうか」

「うん、基本的に自分のためなの。ま、見てなさい。異世界の魔導師は敗者にはならないわよ？」

「そうですよ、陛下。貴方はお仕事に集中してくださいね。これでも貴方に実力で将軍になったと言ってもらえる程度の強さはあるのですから」

　ルドルフからそれ以上の反論が無かったのは信頼しつつも納得はできなかったからなのだろう。

　やれやれ、優しすぎる王様だね。今まで必死に国を護り過ぎて自分が誰かに頼ることを忘れているんじゃないのか。……私は『親友のためなら』って言ってるんだけどな。

　不意にルドルフは立ち上がると私に背後から抱きつく。

「……ミヅキ。今回の事が終わったら普通に遊ぼうな」

「うん、遊びに来るよ」

「だから生き残ってくれ。……嫌わないでくれ。友人でいてくれ」
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　……ああ、そういうこと。危険な目に合わせて自分から友人が去るのが怖いのか。

「嫌わない、嫌わない。平然と血塗れになれる私でよければ友人関係はずっと継続」

　ひらひらと手を振りながら軽い口調で言う。死ぬ気はないのだ、真面目な言葉など要らない。

「約束だぞ？」

「はいはい。お仕事頑張ってー」

「……」

「さっさと行け。お姉ちゃんはそんな責任感のない子に育てた覚えはありません」

「ごめん、姉ちゃん。でも、育てられた覚えもない」

「そこはノリと勢いで流しなさい」

「判った」

「……。騎士として突っ込むべきでしょうかね」

　姉上なんていないでしょう、という呟きと生温いセイルの視線も何のその。ささやかな息抜きだ、固いことを言うでない！

　お馬鹿な遣り取りの後に扉を指差し促すと、やや不満そうにしながらもルドルフは執務に戻っていった。去り際に小さく「ありがとな」と聞こえたのが今のルドルフに言える精一杯なのだろう。

　死ぬ気はないよ、親友。あんたがボロボロになって国を守ってきたというなら、私はこの状況を必ず有利な方向に覆してみせよう。




　　※※※※※※※※※




　……そんな一時を過ごす私達をよそに。『厄介な人』はこの現象を逆に利用しようとしていた。

「ねえ、この恐ろしい出来事はあの魔導師のせいじゃありませんこと？」

「そうかしら……」

「だって今までこんな事は一度もなかったじゃない」

　扇子に隠された赤い唇がにやり、と笑みを刻む。

　──『彼女』の反撃はこれからなのだ──







　　第十六話　上には上がいるものです




　亡霊騒動から十日後──後宮は見事にゴーストハウスと化していた。その異常さに耐え切れず精神を病む者が続出する中、当然のように傷害事件も起こるわけで。

『やっぱり、あのイルフェナの側室が原因なんじゃ……』

『聞きました？　リゼット様が錯乱されてナイフを手に切りかかったとか』

『恐ろしい……魔導師など側室にするべきではなかったのよ！』

　狙いどおり!!　でかした、私！　側室どもは元凶を私だと決め付けて毎日批難轟ごう々ごうだ。

　よし、そのまま平手の一発でも見舞ってくれ。騎士に止められて未遂に終わるだろうけど。理想は刃物なんだがね……問答無用に殺害未遂で一族郎党終るから。証拠もなく国の後見を受けた者を害すればどんな言い訳も通用しない。だいたい、私が幻術を使ってないことは宮廷魔術師が証明してくれたでしょ？

　私自身が探知に引っ掛かるわけないんだけどさ、魔道具使ってるから。ちなみに使っている魔道具自体は貴族以上がよく身に着けている物と同じ程度なので気付かれることはない。後宮全体を覆うような大規模な仕掛けなら引っ掛かるけどね、個別に仕込んでいるから大丈夫！

　それ以前にな……個人でやるなら術者の魔力が持たないし、転移法陣の維持に匹敵する魔石なんてそうそうある物じゃないんだが。

　あまりにアホだと思ったのでルドルフには忠告しておいた。あの魔術師無能過ぎ。なお、魔道具が探知に引っ掛からなかったのは発動しない時間帯を狙ったから。発動中は魔力が放出されちゃうからね、一発でバレる。

　ルドルフ自ら立ち合いたいと言ってしまえば王の都合のつく時間帯での調査になるので、事前に協力要請済み。ランダムで発動しているから判りにくいけど一日のうち三回ほど全く発動しない時間を設けてあるのだ。計画に隙があっては台無しだからね、無駄に細かく計画を練ったとも！

　そんなわけで計画は順調。そろそろ側室達の精神がヤバイかもしれない。




　　※※※※※※※※※




「ふふ、計画どおりね」

　本当に順調だ。どこぞの『厄介な人』が暗躍してくれているお陰で『イルフェナの側室のせい』という噂が流れ、精神の均きん衡こうを崩した人達が襲い掛かってくる日々に乾杯。

　明らかに心を病んだ人は外見も言動もアレなので周囲の恐怖をいっそう煽っている模様。ま、隈くまのはっきり出た顔とか血走った目とかでヒステリックに叫ばれれば怖いわな。

　ありがとう、厄介な人！　自分で噂とか流そうと思ってたから手間が省けたよ！

　ルドルフ達には呆れられているけど、目的を思えば重要なことなのだ。自分でやるとかなり不自然だもの、不利になる噂を口にするなんてさ。

「しかし本当にミヅキ様のみを狙ってきますね」

「この事態を利用して私を葬りたいんでしょ。他の側室を利用すれば私が死ななくてもライバルが減るんだし」

「それで自分は結果のみを手にするわけですか。……狡こう猾かつですね」

「賢さは美点だけど狡ずる賢がしこいだけじゃ意味ないのにね」

　嬉き々きとしている私に比べセイル以下護衛の騎士達は苦い顔をしている。うむ、苦労をかけてすまない。ただ、この計画以降残るのは皆それなりに考えて行動できる人のみだろう。何人かは側室としてやっていける資質を持っていたはずなんだけどな。

　後宮という場所で生き残るには立ち回りや情報収集、そして攻撃の手を持つことが明暗を分ける。本来ならば後宮に君臨できる要素を持った彼女達が排除対象になったのはひとえに周囲がアホ過ぎたからなのだ。

　自分が表に出ないならば周りの人間を使うしかない。……が、それがまともな行動を取れない連中だったことが裏目に出て同類認定されてしまったのだ。不幸なことに。

　王がアホな連中に呆れそういった行動をとらない彼女達に目を向ける前に、側室全員が敵認定され本命が他国から連れて来られたのだ、これには本気で焦ったことだろう。……連れて来たのは破壊工作員なのだが。

　ついでに言うなら私には犯罪者モドキの情報量を誇る黒騎士達がついているので『彼女』の行動は筒抜け。もっとも側室全員の行動から『彼女』の目的や狙いを推察し動くのは私自身ですがね？

　実力者の国は武器をくれても、どう使い勝利するかは本人次第なのだよ、魔王様は飴あめと鞭むち使い。

「セイル、今現在脱落した側室はどのくらい？」

「そうですね……明確な罪状がある者が四名、心を病んだ者が五名ほどでしょうか」

「彼女達はもう後宮から出されているの？」

「はい。侍女に関しては数に入れていませんが全員時間の問題かと」

　ふむ、そろそろ吊し上げの時だろうか。脳裏に茶会の時に見た『彼女』の姿が浮かぶ。栗色の髪を結い上げた落ち着いた雰囲気の女性は内面にどろどろとしたものを燻くゆらせていたようだ。

　年齢的に後がなさそうだったよな……などと考えるが、私を狙った以上は女として後がないどころか人生の先がない。しかも諭して行動させた側室たちの一族郎党を巻き込んで。

「将軍、明日あたり一人行動に出る人がいるよ」

「おや……お心当たりが？」

「うん。だからできるだけ人の多い場所で襲われてあげましょう」

　亡霊に怯え昼間は中庭に面したサロンで過ごす側室は多い。そこを断罪の場としようか。

「承知いたしました。必ずやお守りいたします」

「お願いね？　騎士の有能さを見せ付けてやりましょ！」

「ええ、もちろん。陛下に安心していただきましょう」

「あらあら、自信があるみたいね」

「当然でしょう？　貴女様の護衛に付けられるくらいですから」

　セイルは意味ありげに笑う。

「……。どういう意味か聞いても？」

「ミヅキ様は大変行動的でいらっしゃいますから。少々の『お転婆』に付き合えなくては護衛の意味などないでしょう？」

『お転婆』ねぇ？　そんなに可愛らしいものだろうか。そんな想いを込めて視線を向けるもセイルは微笑むばかり。

「できれば偶然を装っていただけると助かります」

「仕留める気かいっ！」

「ミヅキ様ならば必ずや期待に応えてくださると信じておりますので」

　物騒なセイルの言葉に他の騎士達も期待に満ちた視線を私に向けた。いいのかよ、お前らそれで。

　そんなに恨みは深いのかとばかりに呆れた表情を向けるも全員綺麗にスルー。

　騎士達の思惑は別にしても呑気にお茶を飲みながらする話題ではないだろう。けれど誰もが焦りや危機感を感じていない。私達は仕掛けた側なのだ、利用しようとする者がいるなら更にそれを利用してやろう。

　さあ、一つの化かし合いに決着を。これが本当の意味で後宮破壊の第一手。
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「まあ、珍しい方がいらっしゃいますのね」

　微笑みながら話し掛けてきたのは黒髪に緑の瞳の側室だ。確か……ヘンリエッタといったか。サロンに側室達の姿は多い。当然、私に対する敵意の視線も多いのだが、そんなことを気にせずに話し掛けてきた根性だけは誉めてもいいかもしれない。

　ちら、とそんなことを思うが改めて見た彼女の表情に余裕は感じられなかった。無理矢理貼り付けた笑みでさえ誤魔化せない狂気を宿した瞳は精神的な疲労がかなりなものだと思わせる。お嬢さん、そのまま外を歩いたら間違いなく騎士に職務質問されるよ？　雰囲気がヤバ過ぎだと気付け。

「ええ、何が起きているか一向に判らないのですけど部屋に閉じこもるばかりでは退屈ですから」

「……相変わらず何も見えない、と？」

「私だけではなく護衛の騎士達も、ですわ。何を勘違いしたのか襲い掛かってくる人の方がまだ現実的ですわね」

「ミヅキ様は魔導師でしょう？　何かお心当たりがあるのでは？」

「魔導師だからこそ無理だと言い切れるのですよ。後宮に絶えず死霊を招くなど、どれほどの魔力が必要だとお思いですか？　それに……」

　一度言葉を切って周囲を見渡す。

「宮廷魔術師様も魔力は感じられないと断言なさったではありませんか。あの方を侮辱なさりたいなら別ですけど」

「……っ！」

　事実だよ？　魔力のない側室達より城に勤める魔術師の言い分が重要視されるのは当然なのだから。そして、そんな呆れを含んだ言葉は彼女の最後の均衡を崩したようだった。

「……何よ、何なのよ！　貴女が原因じゃないのなら、貴女だけが認められたとでも言うの!?」

「何に認められたかは判りかねますが……王に望まれはしましたね」

　首を傾げながら『事実』を言ってやると彼女から殺気が叩きつけられた。騎士達が動き始めるのも気付かず、その手は羽根の付いた扇子を取り落とす。手に残ったのは一本の細いナイフ。

「あんたさえ居なければっ……こんなことにはならなかったのにぃぃぃぃ！」

「ミヅキ様、お下がりください！」

　令嬢とは思えぬ言葉と喉を狙うナイフの鋭さに騎士達が私を背後に庇おうとする。

　だが。

「邪魔です、お退どきなさい！」

「ひっ……！　あ、あああああっ！」

　腕を振り上げたヘンリエッタの目を扇子で叩き彼女を押し退のける。そしてナイフを落とし蹲る彼女を無視して『元凶』へと近づき喉元に扇子を突きつけた。『彼女』はもちろん、呆然としていた周囲の側室達も動けない。ただ、私とヘンリエッタに視線を走らせている。

　武器など持ったことがない上に正気じゃないのだ、狩りを覚えた私にとって避けるなんてできて当たり前。当たったら間違いなく死ぬ熊モドキの一撃を避けて倒していたからね！

「さあ、手駒は失敗しましたよ？　いい加減終わりにいたしましょう？」

　にこりと笑って栗色の髪の側室──メレディスへと問い掛ける。ざわめき始めた周囲の声に呆けていたメレディスは一瞬睨みつけるとすぐに儚げな落ち着いた表情を作った。あのー、セイルとか護衛の騎士にもばっちり見られてるんだけど？　どんだけ騎士を侮ってるんだ、この人。

「ミヅキ様……気が立っておられるのですね。そのように皆を疑わずともよいのです、大丈夫ですわ」

「私は今まで私を襲った皆を煽った黒幕を断罪しているだけです。皆様を疑ってなどおりません」

　その言葉に周囲の側室達から批難が飛ぶ。

「まあ！　言い掛かりですわ！」

「そうです、メレディス様は貴女と違って人を労わることのできる優しい方です！」

「貴女こそ一体何様のつもりですの!?」

「皆さん……ありがとう」

　涙を浮かべて笑みを浮かべるメレディス。そう、これこそ彼女が厄介だと言われた理由。周囲の受けが異様に良いのだ、誰もが彼女を信頼し相談事を持ちかけている。だが、それこそ彼女の手口なのだ。優しい振りして腹の中は真っ黒か。

「あら、証拠はありますのよ？」

「え……？」

「フィリス様、セルマ様、リゼット様、カレン様そして……ヘンリエッタ様。私を襲った方々ですけど全員、貴女と親しくなさっていましたね？」

「ええ。姉のようだと言って戴いただいていましたわ」

「彼女たちが私を襲う前日、全員が貴女の部屋を訪ねているのは偶然かしらね？」

　メレディスを擁護していた側室達の声が止まる。そう、『全員』。いくら慕われてようと全員が訪ねた翌日に行動を起こすのは異常だ。

「偶然ですわ……皆様とても怯えてらして」

「あら、怯えている彼女達に貴女がしたことはなんですの？　『魔導師さえ居なければ』『ミヅキ様を殺さなければ』……この言葉に覚えがありますわよね？」

「……っ……」

「貴女は陛下を侮り過ぎですわ。ここまで騒ぎになったというのに何の手も打たないなどと思っていましたの？　陛下は後宮の様々な場所に亡霊を確認するための魔道具を仕掛けたのですよ。見つかったのは亡霊ではありませんでしたが」

「貴女は……何故そこまで」

「私に襲い掛かった令嬢達に『ある可能性』があるということで調査の協力を命じられたからですわ。標的にされた私は容疑者から外されていましたから」

「貴女が仕掛けたかもしれないじゃありませんか！」

「無理ですわね、私に彼女達との接点はない。『ある可能性』は共にお茶を飲むくらいの仲でなくてはなりませんもの」

　そう言ってやるとメレディスは真っ青になって口を噤んだ。言い逃れをするのは勝手だけど全部バレてる以上いくらでも言い負かすことができる。寧ろ今黙り込んだことで彼女は急速に味方を失っているだろう。

　自分の言った言葉どころか、王に全て知られていると悟りメレディスは唇を噛み俯いた。そこへ追い討ちをかけるように騎士達が『ある物』を手にサロンへと入ってくる。……見つけたみたいだね。

「メレディス嬢、貴女の部屋から『アヒレスの毒』が見つかったのですがご説明を」

「何のことか判りません」

「ご冗談を。この植物は我が国では栽培できません。貴女のお父上が魔術を使って『個人的に』栽培していた以上、説得力はないかと」

『アヒレスの毒』というのは植物から作られる一種の麻薬らしい。気分の高揚を促すかわりに副作用として精神崩壊を招く危険性があることから全面的に使用を禁止されている。だが、娯楽に飢えた貴族の中には手を出す者達も居るのが現実。

　そして禁止された本当の理由はそんな自業自得のものじゃないのだ。

　精神的に追い詰められた者にこの薬を与え、暗示を繰り返すことである程度は操ることができてしまうのだから。

　まず、恐怖の原因が私だと思わせた上で『殺さなければならない』と思い込ませる。薬が切れれば再び恐怖を思い出し彼女の暗示が蘇ってくるのだ、だから行動に移す。

　側室達はイザベラ嬢の末路を知っているのだから、嫌がらせどころか殺害未遂を起こせばどうなるか知っているはずである。正気ならば絶対にそれだけはやらないだろう。まず間違いなく家が潰される。

　ちなみにこれは暗殺の手段としても使われる手口らしい。実行犯であり本人に殺意があってもそれが作られたものとなると罪の取り扱いが非常に難しくなってしまうことから、アヒレスの毒は所有しただけでも重罪だそうだ。

　なお、こんな知識があるのは先生が持たせてくれた『薬草・毒草全集』のお陰。カエル達は『生物図鑑』からの知識。写真じゃなく絵だったから大きさに気が付かなかったけど。

　解毒魔法が使えないから毒の対処法と毒のある生物に気をつけろという親心だね。側室との泥沼展開には役立たないけど別方向で実にお役立ちだよ、先生！

「恐ろしい方ですわね……慕ってくれた令嬢方を手駒に使った挙句、家ごと破滅させるなんて」

「そうね……貴女に手を出した以上は一族郎党終わりですもの」

「貴女も、でしょう？」

「ふふ、貴女を侮ったことが私の敗因ね」

「私は陛下の手駒でしたけど？」

「あら、所しょ詮せん女は男に勝てないということかしら？」

　力なく笑みを浮かべる……なんてことはなく。メレディスは憎々しげに私を見た。あらあら、まだ気力十分か。その瞳に諦めの色はない。

　上等だ、最後の喧嘩くらい買ってやる。ルドルフ達を侮ったことが彼女の敗因だと言っているのに、どこまで彼らを見下せば気が済むのやら。

「だからねぇ……私を負かした貴女が大嫌い！」

　そう言うと隠し持っていたらしい子ビンの中身を呷る。ちっ、毒を隠し持っていたか、この女！

　メレディスは勝ち誇ったように笑った。このままなら確かに彼女の勝ちだろう、死ねば裁くことなんてできないのだから。

「ふふ、誰も私を処罰などできない！　私が負けるなんて認めないわ！」

「それで？」

「……え？　ぐ!?」

　私の言葉に呆けた瞬間、腹部に軽く一発見舞い蹲らせる。その後、即座に騎士達が動きメレディスを拘束した。そして私は動けぬメレディスに触れて解毒を。決め台詞を言う余裕があるなら解毒されることも考慮しとけよ、私は魔導師なんだから。

「逃げるなど許しませんわよ？　ああ、解毒はしましたのでご安心を」

　しばらくは腹部が痛むでしょうけど、と付け加えると凄い目で睨まれる。

　メレディスよ、少しは空気読め。お前の反応を見て周囲の側室達が絶句してるの気付かない？

　彼女達は『素敵なお姉様』の真実を目の当たりにした衝撃もあるけど、それ以上に物語の悪女なお前の姿にドン引きだ。舞台じゃないんだからさ？　過剰な演出は道化だぞ？

　私も傍観者だったら『高笑いしつつ舞台から退場する悪役って現実にいるんだね』と突っ込み放題だったろう。

「自分で責任を取ることさえできませんのね、呆れるばかりですわ」

「な……何、を……」

「貴女が死のうが手駒となった方達は処罰されますのよ？　皆様の御実家とて許せるはずはありません」

『暗示を受けていた』と言っても殺意があり実行したことは変わらないのだ。その対象が私なのだから当然厳しい処罰になるだろう。利用されたと言っても余罪があるのだから言い逃れの余地はない。

「それなのに貴女は……」

　ぐい、とメレディスの髪を掴み上げ上を向かせる。

「何を逃げようとしているのです……貴女は彼女達や陛下に一言の謝罪さえしていませんわ。『負けるなんて認めない』？　人の陰に隠れながら賢いつもりでいる卑怯者の雌が何様ですか！」

「雌ですって!?」

「人として同列に扱えと？　馬鹿馬鹿しい！　貴女個人に何の力がありますの、何の価値がありますの、騎士達や陛下を格下に見るような思い上がった愚か者でしょうが、貴女は」

　彼女の無駄に高いプライドを木こっ端ぱ微み塵じんに砕いてやる言い方をする。つまり『雌扱い＝人間としても扱いたくない』ってこと。思い上がるのもいい加減にしとけ？　『私は協力者でしかないのです』って言ってるだろうが。

　その他側室の皆様よ、それをしっかり覚えておいてね？　君達の証言で陛下の評判が上がるから。怒らせると怖いのは王様ですよ、お・う・さ・ま！　私の評判はどうでもいいのだ、重要なのは王の実力を認めさせること。……あれ？　何故毎回女同士の愛憎劇に発展しないんだろ？　説教しかしてないような？

「私達は陛下に仕える立場ですのよ。それを侮る？　貴女は女だから負けたのではない、単なる実力の差ですわ。だって陛下は貴女を雌と言い切る私ですら頭を垂れる存在なのですから」

「そんなの……外交に関わるからでしょうっ！」

「何を言っていますの。誰にも媚びぬ、決して染まらぬ……己を選んだ者。それが魔導師ですわ。だからこそ全ては国ではなく私自身の判断です」

　お前など敵にすら値あたいしない、そう暗に匂わせて笑みを浮かべた視界の端に亡霊の姿が映る。恐怖のあまり悲鳴を上げる側室達とは反対にメレディスは口元を歪める。

「どうせ幻覚なのでしょう？　これが二百年前の英霊など……!?」

　そして。

　亡霊は手にした剣を振り上げメレディスに斬りかかり。

「……え？」

　ざくり、とメレディスの髪が切り落とされた。すぅっと頬に微かな赤い筋が浮かぶ。触れたのは亡霊なのだ、それは亡霊がただの幻覚などではないと知らしめるには十分なものだった。

「そ、そんな……馬鹿な……」

　ぺたん、と座り込んだメレディスは恐怖のためか呆然と呟いた。応えを返すべき亡霊はすでに空気に溶けてどこにも居ない。

「一体、何事ですの？」

　咄とっ嗟さにメレディスから遠ざけ私を腕の中に庇ったセイルに尋ねるも首を傾げるばかり。見えていないのだから叫び声を上げたメレディスを警戒しただけなのだろう。だが側室達にとって亡霊を別のものと認識するには十分だったようである。

　この後、亡霊改め二百年前の英霊はゼブレストに新たな言い伝えを残すことになった。
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「お見事でした。後は陛下に頑張っていただきましょう」

「そうだね。それ以前に事件の経緯を説明しなきゃ」

「陛下は亡霊が出てからこちらに一切関わっていませんからね」

　部屋に戻りながらセイルと話しつつ今後のルドルフ達の苦労を思う。実はルドルフ、カエル騒動以降は魔術探知の時に来ただけで関わってないんだな。

　精神に異常をきたした奴が徘徊する恐れがあるので王宮組は関与しないことになっていた。簡単な報告はしてるけどアヒレスの毒については報告せず。宰相様が一人胃を痛めている状態なのだ。

　だから『陛下の指示云々』は嘘。薬について調べたり、襲撃者を取り調べたりしたのはクレスト家だったりする。実に勝手な行動だが、それ故に貴族達に悟られず動くことができたのだ。

　全ては陛下からの密命ということにする予定なので、降って湧いた事件にかなり忙しくなるだろう。こっちだって薬物事件に発展するとは予想外なのだ、八つ当たりはメレディス達に宜しく。

　ちなみに最後の亡霊は私が直接作り出した幻覚だ。亡霊の動きに合わせ風の刃で髪を切ることにより、一気に現実味を持たせることができたのでインパクトも十分だったみたい。

　メレディスもまさか詠唱も無しに二つの術を同時に操るとは思いもしないのだろう。あの後の彼女は酷く怯えていた。大人しく処罰を受ける気になっただろうか？




　その後。

　予想通り『何これ、俺知らない！　こんなこと命じてないぞ!?』とルドルフが血相を変えて飛び込んでくるのだが。

　事前に用意した夜食用パイを手渡し『頑張れ！』という言葉と共に笑顔で追い出したのだった。え、だってこれ以上は関われないしねぇ？




　　※※※※※※※※※




　冷たい牢獄に一人の女が捕らえられている。整えられていた髪は今や乱れ中途半端に切られたままだった。

「何で……私が負けたのかしら」

　ぼんやりと呟く声にも力がない。敗北したという事実は彼女から気力を根こそぎ奪っていた。己の惨めな姿も彼女のプライドを砕いたのだろう。

　メレディスは伯爵家の娘だ。無駄に野心をちらつかせる両親と違い、表面上は穏やかで誠実な人物を『演じる』祖父に一番可愛がられてきた子だった。その反面、両親に対しては愚かだと見下していた。

　もちろん、あからさまなことはしない。父親が自分を何もできない娘、政略結婚の駒として考えていると知っていても『全てを理解してなお従順な良い子』として振る舞ってきた。自分を傷つけたのは祖父が漏らした一言だけだ。

『お前が男だったなら』

　祖父から見て息子は愚かに映っただろう。あからさまな敵意は周囲に敵を増やし警戒されるだけなのだ。彼女の本質を知る祖父としては、メレディスが女であることが残念でならなかったに違いない。

　懐ふところに招き入れるほど信頼を得た上で自分の都合の良いように動かす、ということが最良なのである。表立って動くなど的にしてくれと言っているようなものなのだから。

　女であるメレディスは跡取りにはなれはしない。どう足あ掻がいても自分は弟に劣るのだと突きつけられた気がした。

　だから。

　メレディスはずっと『理想のお姉様』を演じてきた。控えめで優しくて誰よりも聡明で。味方という名の手駒を増やしながらずっと牙を剥く機会を待っていた。

　そしてやっと手に入れたのが側室という立場だ。何人かを除けば懐かい柔じゅうできる自信はあったのだ、だから後宮の一大勢力の頂点となることは可能だった。野心を抱かず、また己が信頼できる相手ならば側室達を纏まとめあげる存在として誰もが認めるのだから。

　控えめにその立場を受け入れ、その在り方を王に認めてもらうはずだった。だが、王はメレディスを認めることはしなかった。むしろ警戒されていたとすら思う。あのイルフェナの側室には無条件で信頼を寄せているのに、だ。

「王に見抜かれるならまだしも、あんな女に負けるなんて……！」

「お前が負けるのは当たり前だろう、『何もしていない』んだからな」

「え!?」

　突如加わった声に驚き、メレディスは顔を上げる。そこには王が美貌の将軍を伴って立っていた。

　……本当に嫌味な人だと思う心を隠さず、メレディスはルドルフを睨みつける。ボロボロの惨めな女の前にあの綺麗な顔を連れて来るなんて！　と。

「あら、ご機嫌麗しゅう？」

「化けの皮が剥がされた気分はどうだ？　女狐」

「ええ、悪くないわ。貴方こそ優秀なお気に入りが手駒になってさぞ楽になったでしょうね！」

　暗に『お前が有能なわけじゃない』と蔑むメレディスにルドルフは表情一つ変えない。むしろ哀れみすら感じられるほどだ。そして淡々とした声音で話し出す。

「お前は本当に毒花だな。人を操り、周りを巻き込んで毒を撒き散らす。しかも反省すらしない。お前のせいで破滅した連中に一欠片の罪悪感さえ抱かないのか」

「何を言っているの、手を下したのは彼女達じゃない！　私は……そうね、一つの道を示しただけだわ。選んだのは彼女達でしょう？」

「そうだな、だからこそミヅキはお前を徹底的に潰した」

　メレディスの顔が憎悪に歪む。

「自分で選んだ末の結果ならば敗者だろう。だが、お前は舞台にすら上がらなかった卑怯者だ」

「な!?」

「事実だろう？　常に人に行動させて操ったと思い上がる愚か者、自分が『できない』くせにそれを愚かと笑う弱者。まったく、お前自身が成し得たものなどどれほどあるというのか」

「あの女だって何もしてないじゃない！」

　よほどルドルフの言葉が癇しゃくに障ったのか、怒鳴り散らし激怒するメレディス。だがルドルフは目を眇めただけだった。

「あの亡霊騒ぎの魔道具を作ったのも策を練ったのもミヅキだぞ？」

「……え？」

「騎士達は見えない振りをしていただけだ。ああ、その髪もミヅキだ」

「な……なんですって!?　詠唱なんてしてなかったじゃない！」

「無詠唱で同時に術を使ったそうだ。ついでに言うなら探知をした時に引っ掛からないよう時間を調整したのもミヅキだ。何もしてないのは俺や騎士の方なんだよ」

　無詠唱の魔導師という意味が判らぬほどメレディスは愚かではない。しかも王の言葉では魔術探知が行われることを考慮した上で亡霊騒動を起こしたことになる。

　彼女が『魔導師』だと名乗っていても、側室達はそれを信じず『優秀な魔術師』程度だと思っていた。魔導師は災厄扱いをされる存在なのだ、それが側室などに収まるのかと。

　だが、その認識は間違いだった。……思い知らされたとメレディスは痛感した。

　格が違う、もはや化物の域だ。魔導師の伝承は事実だと理解するくらいには！

「それにな？　俺は絶対にお前だけは後宮に君臨することも正妃になることも許さなかったぞ？」

　座り込んで呆然としていたメレディスはルドルフの言葉にのろのろと顔を向ける。

「人の陰に隠れ操るばかりの卑怯者に人が付いて来るか？　偽りだらけで平然と味方を欺あざむくく奴に王の隣に立つことが許されると思うのか？　お前の全てが資格を失わせるに十分だったんだよ」

　言われた言葉がメレディスに突き刺さる。それは今までの自分の否定に他ならなかったから。

「ミヅキは確かに規格外だろう。だが最初からできたわけじゃない、必死だったんだ……死ぬほど努力したんだよ。そんな奴からすれば人を操っていい気になってるお前はさぞ不快だったろう」

「ミヅキ様は今回のことを画策した折にこう仰っています。『その程度できなければ親友と呼べるほど対等な関係にはなれない』と。陛下に相応しくあるためにはそれほどでなければならないとご存知だったのですよ」

　貴女とは随分違いますね──そう締しめ括くくられた言葉は優しげな声音なのにメレディスに恐怖を抱かせる。もはや彼女にルドルフやミヅキを正面から見つめ返す自信はない。

「わ、私は……一体、何に、牙を……剥いて……」

　震えの止まらぬ体を両手で抱き締めながらメレディスはこの二人が自分を訪ねた理由を悟った。

　制裁だ。メレディスという存在を否定し、知らなくても済んだ圧倒的な恐怖を二人はわざわざ教えに来た。それほどに怒らせたのだ、魔導師だけではなく彼女と肩を並べられる存在を……！

「お前如き不要だ、毒花」

「貴女はなんと価値のない存在なのでしょうね。屍しかばねすら誰も興味を示さない」

『価値のない存在』。そう言いきられメレディスは初めて涙を零こぼした。それが死ぬまで自分を苛さいなむ言葉であり、存在の否定であり……何より自分が目を背け続けてきた言葉だったのだから。







　　第十七話　Ｓ属性な人々




　薬物事件にまで発展した殺害騒動が一応の決着を見せた頃。

　亡霊が『ゼブレストの英霊』と名を改めるに伴ってゴーストハウスは解除された。魔道具も全て回収し、万一を考えて半分をルドルフに進呈。使う機会がないことを祈る。……『英霊』にいつまでも世話になってるわけにはいかないからね？

　そんなわけで。

　王宮組が多忙のあまり死にかけていることを除けば後宮は実に快適空間。処罰対象者が多過ぎたことが主な要因だけど、それ以上に貴族がルドルフを恐れ出したことも原因だ。どうやら、ついでとばかりに貴族達を一斉摘発しているらしい。

　後宮は隔離された場所なのだよ、外部からの横槍さえなければ貴族のお嬢様にできることは少ない。私以外はもう二人しか残ってないしね、側室。一気に減ったな、おい!?




　　※※※※※※※※※




「これで残りは一人ってことかな？」

「ええ、そうですね。残るはオレリア様のみかと」

　セイルとお茶を飲みつつ現状確認。本来ならば護衛役のセイルと共に席に着くなどありえないが、今回は特別。

　……お説教のついでなんだよ。心の狭い奴だな、将軍！　『この部屋の中で一番の美人』って口にしただけじゃないか。大人の男はもっと心を広く持ってだなぁ……。

「ミヅキ様？　未だ懲りてはいないのでしょうか」

「え～、どうせならセイルがリューディアに本性全開で説教してやれば良かったじゃん。絶大な説得力があるから一度で撃沈すると思うよ？　男に顔で負けるなんて、あの子のプライドは砕け散るだろうし」

　私の言葉に思わずセイルも黙り込む。

　私がセイルにお説教された原因、リューディア嬢。見た目子悪魔系ロリ……いや、年齢以上に若く見える気の強いお嬢様（十六歳）は英霊騒動が沈静化するや喧嘩を売ってきたのだ。

　腰まである赤い髪に勝気そうな緑の瞳の美少女は側室達が居なくなった今を好機と思ったらしい。侍女を従え、敵の本拠地とも言える私の部屋でのお茶会を提案してきたのだ。

　もっとも、ただのお茶会ではない。彼女の狙いは『自分に対する疑惑を持たせず私を毒殺すること』。砂糖の中に『眠りの森』と呼ばれる貴族御ご用よう達たしの毒──眠りながら死ねるという、苦しまないもの。貴族は誇りある死を選ぶという場合もあるのだ──を仕込んでの奇襲だった。口にしていれば効果が出るのは普通に就寝中、明日には死体で見つかるということですね！

　当たり前だがそんな物は私に通用しない。同席していれば疑われないと思っていたようだが、『甘くして飲むお茶だから砂糖を必ず使う』『出されたお茶は一口でも飲むのがマナー』なんて言われたら砂糖がヤバイのだと誰でも気付く。

　この子は周囲の取り巻きが彼女に都合よく動くようにしていたらしく、英霊騒動で本当に賢かった奴が消えたっぽい。着眼点は悪くはないが、彼女だけではどうにも詰めが甘いのだ。

　勿もち論ろん、見破った上でお説教タイムへ突入。出された茶から毒を抽出して飲み干した後、リューディア嬢のカップに魔法で細工し沸き立つ茶にして勧めてみた。魔力で温度を上げてる上に状態維持してるので絶対に冷めることはない。人を殺すのは毒だけではないのだ。

　同じ条件を突きつけられても飲むことなどできず、逆切れする彼女に『伝統の技・ちゃぶ台返し（テーブルで代用）』を見舞って『毒殺は悪いことですよ、騎士の前でやらかしたから逃げられませんよ』とお説教。

　それでも反省しない彼女に呆れ、ちょっとキツイことを言ってみたのだ。

『一人では何もできないのに。努力するのではなく誰かを陥れて今の立場に安堵するだけの下らない人。それが本当の貴女ではありませんか、リューディア様？』

『私と貴女の違いですが……内面に関しては今の状態を見ればご理解いただけると思いますので省略させていただきますね。外見的なものに関しては胸の大きさですね』

『リューディア様は全体的に細いですが全く凹凸がありませんもの。全く成長していないと言いますか、年齢的なことを考えれば……望みがないかと』

　前半はともかく後半は本人のせいではない。単に内面的な方向では敗北を認めないから体型的な面で言ってみただけだ。簡単に言うなら『様々な意味でお子様』だと。

　これにリューディア嬢は食いつく食いつく！　どうやら本人のコンプレックスを刺激してしまったらしかった。全然悪いと思わないけどな。

　そのうち顔のことまで言い出したので思わず「一番の美人はセイルだ」と口にしたら、あら大変！　室内の空気は微妙に凍り、セイルは私に向かって微笑み、何故か私は寒気を覚え。

　絶世の美人の迫力ある微笑みに、リューディア嬢は顔を青ざめさせながら完全に沈黙。超えられない壁というものを悟ったらしい。まあ、あれは特殊だ。元気出せ。

　その後、捕縛され侍女共々連れて行かれるリューディア嬢を尻目に私はセイル直々のお説教──微笑みの圧力とも言う──となったのだった。

　室内に誰も居ないからこそ、この気楽さなのだ。ほぼ全員がリューディア達を連れて行くという名目で逃げても護衛はセイルが居るしな。

「それにしても最初に言ってあげたんだけどねぇ……『挑発するもされるも愚かの極みですわ。リューディア様も少し落ち着かれませんと』って」

「その意味に気付くようならば計画を中止するでしょう。言い換えれば『貴女の計画は察している、一度手を出した後には逃げられない報復が待っている』と警告しているのですから」

　セイルは私の言葉を正しく理解していたらしい。『挑発をすること』だけが愚かではないのだ、『挑発をされてそれに乗ること』も愚かなのだと私は言った。だって、その場合はどちらかが必ず被害を被るということ──つまり『無かったことにはできない』。

　それを『愚かの極み』と称しているのだから、絶対に勝つ自信があるという上から目線の意思表示。もしもリューディア嬢のブレインが同席していたら絶対に引き上げただろう。策は見破られています、と。

　リューディア嬢。私は国の後見を受けた側室なのだよ。だから馬鹿正直に『貴女の企みを知っています』なんて口にすることはない。何も起きていない状況では『ゼブレストの側室を疑う』という真似はできんのだ。

「とりあえず残り二人のうち一人撃破ってことでいいかな？」

「ええ。思いがけず向こうから仕掛けてきましたが、結果だけを見れば良い方向にいったとみるべきでしょう」

　そう言って互いに微笑み合う。それは共犯者としての笑みだ。

「ま、最後まで気を抜かないでいきましょうか！」

「何と言うか……これまでの苦労は一体なんだったのでしょうね？」

　セイルは乾いた笑いを浮かべつつ、カップを手に取る。……将軍、微妙にお疲れだな。側室連中の頭が残念過ぎるというのは名家の子息として頭が痛いのかい？




　　※※※※※※※※※




　──某国・ある一室にて──




「本当に規格外な子だよねぇ……」

　感心とも呆れともとれる言葉を呟きエルシュオンは報告書から顔を上げた。確かに期待はしていたが少々予想外だ。……結果だけでなく発想や方向性が。

「認識を改めるべきでしょうね」

　苦笑しながらアルジェントは何名かの騎士達に視線を向ける。気まずそうに視線を逸らす彼らを責めているわけではない。彼らはミヅキの身を案じただけなのだから。

　実のところミヅキ派遣についてはゴードンを始めとする数名から反対があったのだ。まあ、当たり前といえよう。普通に考えるなら彼らの方が絶対正しい。ろくに教養もない娘を破壊工作員として派遣するなど誰が賛同するというのか。実際に賛成派もエルシュオンを信頼するという者たちであり、ミヅキを信じているわけではない。

「あいつが簡単にやられるとは思えんがな」

「クラウス？　随分と信じているじゃないか？」

「あいつに持たせた俺達の努力の結晶が役に立たないなどありえん。それに初対面で俺が率いる部隊の人数を当てたんだぞ、あいつは」

　当然、と己が技術に自信を持つ黒騎士は言い切った。彼らの手に成る魔道具は高い評価を得るものばかり。そんな彼らでさえ作り出せぬ魔道具をたやすく作るミヅキへの評価はかなり高い。職人達の基準は常に己の才能であるようだ。

　それに偶然かもしれないがクラウスの部隊の人数を当てたことも凄いと言えば凄いのだ。翼の名を持つ騎士はその所属部隊を隠す傾向にある──つまり正確な人数は非常に判りにくくなっている。これは単独任務での不在を誤魔化す上で有効なのだが、何故かミヅキは言い当てた。

「ですが……少々ルドルフ王と仲が良過ぎでは？　側室という立場は形だけのもののはずですが」

「……。お前、報告は全部見てるよな？　だったら理解しろ」

「理解はできても感情は収まらぬものですよ」

「そんなに気に入ってるのかい……」

　エルシュオンもやや呆れ気味……だが、同時に面白そうでもある。幼馴染達から居心地の悪い視線を受けアルジェントは拗すねたように顔を背けた。まるで子供。いや、子供時代にさえ滅多に見られなかった光景である。

「放っておいてください！　愛されてる自覚はありますから」

「ほう、どこがだ？」

「抱きつけば必ず報復の一撃が入ります。痛みはそのまま愛の重さです」

　それは愛情表現ではない。

「お前な……そんなことを言っていると嫌われるぞ？　好かれてもいないのに」

　クラウスは常に正直だった。胸を抉る言葉にアルジェントは言葉に詰まる。

「クラウス？　君も人のことは言えないよね？」

「何だと？」

　面白そうにエルシュオンはクラウスを見る。クラウスはわけがわからんとばかりに首を傾げた。何故自分までそうなるのかと。

「彼女がゼブレストに留まりあの技術を利用されたら……」

「奴らを殺してミヅキを取り戻そう」

　即答。黒騎士の惚れる基準は才能！　とばかりに人格その他を無視したお答えである。技術（術者含む）への冒ぼう涜とくは許せないらしい。

　もっとも普通そんなことを言われて愛されていると感じる奴は居ないだろうが。

「あの子が帰ってくるのが本当に楽しみだよ」

　二人の様子に笑いを堪えきれず、けれど今までにない穏やかな空気にエルシュオンは声を上げて笑う。その中にミヅキが無事であることへの安堵を滲ませて。







　　第十八話　英雄の条件




『イルフェナより参りました、ミヅキと申します』

　そう微笑んで告げる彼女を見て初めて殺意というものを抱いた。

　次に会ったのは茶会の席。下らない嫌がらせに付き合わされるのも億おっ劫くうだったけど、私以外の全ての側室が参加するならば一人だけ欠席するわけにもいかない。

　泣くのかしら？　怒るのかしら？　そう思う程度であんなことになるとは思いもしなかった。

　凛りんとした姿、毅然とした態度。　知性を湛えた瞳は怒りを宿して本当に綺麗だった。

　だけど。ねえ、何故貴女があの人の傍に居ることが許されているの？

　私はもはや近寄ることさえできないのに。何故そんなに大切にされているのよ。当たり前のように寄り添う姿に、テーブルの下で手を握り締めることしかできない私の何と惨めなこと！

　私はきっと嫌な女なのでしょう。だからこそ、あの人に相手にされない。だからせめて敵となって彼女と向かい合う。そうすれば貴方は私を見てくれるでしょう？　協力者だっているもの、簡単には負けないわ。

　さあ、私と遊んでくださいな？　ミヅキ様──




　　※※※※※※※※※




「ようこそ、イルフェナの側室殿？」

　鉄格子越しに一人のふくよかな体型をした壮年の男が礼をする。さすがに様さまになっているが場所が酷く不似合いだ。どうせなら高笑いでもしつつ三流悪役の台詞でも吐いてもらいたい。顔立ち的にシリアスは似合わなそうだけどな。

　えー、現在どこぞの牢獄に居ります。誘拐、ということになるのかな？




　事の起こりは後宮で最後に残った側室であるオレリア様からのお誘いだった。この人は茶会の時に『何となく気になる人』とチェックを入れてたんだけど。……はっきり言って良くも悪くも地味過ぎた。これ、絶対に本人は側室になりたくなかっただろ!?　って思うくらい。

　周りにも馴染まず部屋に引き籠もってたからね、この人。亡霊騒動で無傷だったのも部屋で祈りを捧げていたからだそうだ。うん、それ大正解。見なきゃいいんだもん、あれは。

　叩き出すにはオレリア嬢自身に悪い点がなさ過ぎ、実家方面から潰すという手はずになってたはずだが、オレリア嬢自身は何か思うところがあったらしく部屋に一歩入った途端どこぞに飛ばされた。

　足元に転移法陣仕掛けていたみたいだねー、……やりやがったな、あの女。

　まあ、転移法陣と言っても簡易版の拡張型程度のものなんだろう。だから一方通行。先生、習った知識が別方向で役立ってます。

　報復はいつでもできるし帰還どうしよっかなー、とか思ってたら黒幕が目の前に居た。呆れたのは言うまでもない。……私に顔を見せてどうするんだよ、黒幕。『お約束』どおりに挨拶に来たりしたら私が王宮に戻った時点で人生終了じゃん。

　脱出劇を後宮破壊騒動のクライマックスにして華々しく散りたいとか言うんじゃあるまいな!?

「……というわけだ。貴女を利用させていただきますよ？」

「……は？」

「……」

「……」

「……。まさか、今までのことを、一切、聞いて、いなかった、と？」

「当たり前じゃありませんか」

　アホなことを考えていた私も悪いが、こういう場合って話を真面目に聞いても聞かなくても大差ないよね？　だってどうせ返す気なんてないんだし。

　だったら私がやることはいかにして脱出するかの一択！

「あ、貴女という人は……随分と余裕があるようだ」

　あ、さすがに顔を引き攣らせてる。やだなー、細かいことを気にしていたら大物になれないぞ？　外見がタヌキ一歩手前なんだからせめて賢そうな顔しなさいな。

　私？　余裕なんてあるわけがない、これからの脱出劇にわくわくが止まらないもの！

「さすがは後宮に君臨するどころか殲せん滅めつさせる気だと噂に上る血塗れ姫ですな」

　企んだのはこの国の王ですって。殺るか殺られるかの後宮で陰湿デスマッチが起こらなかったことなんてあるのか？　つーか『血塗れ姫』って何さ？

「まあ、いい。あなたが無関係な者を巻き込むのを良しとしないことは調査済みです。ですから取引といきましょう」

「取引？」

「貴女の侍女であるエリザ・ワイアートの実家に刺客を忍ばせております。ワイアート夫妻の命が惜しければ貴女の身に着けている魔道具を渡してもらいたい」

　それは脅迫って言うんだよ。頭も悪いのか、こいつは。呆れて目を眇めた私を相手は警戒したと思ったようだ。にやり、と笑う。

「確か魔道具は扇子と髪飾り、そしてイヤリングでしたね。全て渡していただきたい」

「あら、随分とよく御存知で」

「私にも色々と伝つてがあるのですよ」

　ふうん？　随分と具体的に知っているね？　後宮にいなければ知らないレベルの情報なんだけどなぁ、それ。まあ、それくらいのハンデは許してあげるけど。

「判りました。どうぞお受け取りくださいな」

「素直で結構。あとはゆっくりと寛くつろいでください……ああ、結界が張ってありますから魔法は効きませんよ」

「あら、残念」

　なくても別に困らないしね、とは言わないでおくか。ここは一つ自分に酔ってる人に花を持たせてやろう。ルドルフとの連絡は取れるし、取り上げられた魔道具はそこまで重要じゃない。

　……そう思い込んでいるあたり協力者はやっぱり『あの人』か。ごめんね、黒幕さん。彼女からの情報は多分ほとんど役に立たないよ。

　身に着けていた魔道具を鉄格子越しに受け取ると男は満足そうに笑って出口らしい方角へと歩き出す。……あれ？

　え、本当に行っちゃうの？　怒鳴りつけるとか優位な立場に饒じょう舌ぜつになるとかしようよ、黒幕さん！

　せっかくの見せ場じゃないか。それだけでいいの!?　監視が居ても魔導師が相手だよ？　結界とかあっても危険じゃね？　危機感持とうよ。

　そりゃ、魔術師は魔法を封じられたら赤子も同然とか言われてるけどさあ！

　そんな心の声に気付きもせず男はさっさと退場していった。後に残るは薄暗い牢に取り残された私と強面で無表情な見張りのみ。

　……。

　つまらん。早くも放置か、私は眼中にないのか。タヌキのくせに生意気な。まあ、いいけどね……一人で楽しむから。せっかくなので牢を探索しよう。では、早速！

　魔力を自分の周辺に張り巡らせるイメージを浮かべると、即座に透けた形での構造が『見えた』。これがこの世界での探索スキルに該当するのだろう。再現としてはまずまずだ。

　ふふ……私がプレイヤーの一人だった『英雄達の戦争』ではついにお目にかかれなかった幻の場所なんだよね。素晴らしき哉、牢獄！　犯罪者じゃなくても来る機会があるなんて……！　スキル『探索』を魔法で再現できるから存分に楽しみますとも。

　あのゲーム、運営から『戦乱』が告げられると国同士の争いになるのだ。つまり、対人戦。ギルドに入っているなら拠点のある国、もしくは騎士団に雇われるといった感じで誰もがどこかの国に属する。ギルドに『軍師』なんて役職が設けられていたことからもメインは戦乱だったと推測。策を練らないとあっさり負けるので、ギルドに一人は戦略シミュレーション系が強い人がいないとちょっと厳しいのだ。

　レベルやスキルが全てではないという非常に珍しい設定だったこのゲームは一部のユーザーに大変受けた。何せリアルの知識や経験がレベルに勝ることがあるのだから。

　そして気候や地理、戦略などを現実並みに重要視することから『これ、軍事訓練用だったんじゃね？』と言われていただけあって、戦乱中に敗北すると捕虜として敵国の牢へ一日繋がれる。しかもこの状態でスキルを使っての脱獄も楽しめるという無駄に細かい設定だった。

　私の所属ギルドは無敗だったために入ったことがなく、一度は負けて見学しようというアホな企画まで持ち上がった憧れの場所。そんなお馬鹿さんの一人をリアル牢獄に放り込んだらどうなるか？

「ああ、やっぱり部分的に脆もろい場所ってあるのかあ……」

　薄暗い牢内で楽しそうに周囲に手を這わせる女に見張りが妙な顔をしていたのは些細な事。だって脱出しなきゃならないからね！　はしゃいでいるだけじゃないよ。……多分。

　そんな感じで時は過ぎていった。




　　※※※※※※※※※




　──王宮内ルドルフの執務室にて──　（ルドルフ視点）




「申し訳ありません。お叱りは如い何か様ようにも」

　セイルリート含む護衛の騎士達が深く頭を垂れている。その先では俺と宰相が机の書類を裁く手を休めるどころか顔を上げることすらしないで作業に没頭していた。

　後宮サイドとはあまりに温度差のある光景だった。間違っても外交問題に発展しそうな事態とは思えない。

「あのなー、セイル」

「はい、なんでしょう？」

「話を聞く限り転移法陣による誘拐だったわけだ。防ぎきれると思うのか？」

「ですが、そのようなことは言い訳にしかなりません」

「じゃあ、次。ミヅキは大人しく誘拐される奴か？」

「……」

　誰もが沈黙した。さすがにそこで『それは言い訳です！』はないだろう。ミヅキは言葉だけではなく行動も自分に素直だ。凶暴とも言う。

「いいか、『ミヅキは自分で付いて行った』。それはあいつの『役目上必要なこと』だ。だからお前達に罰則は与えられない」

「ですが！」

「騎士としてのお前達を否定してるんじゃない、お前達はミヅキに付き合わされただけだ」

「それに貴方達を罰するとミヅキ様が盛大に怒り狂いそうですしね」

　宰相の言葉に俺以外がはっとしたような顔になる。ミヅキは元の世界の影響か基本的に平和主義だ。守れなかったから処罰、などというこの世界の常識を押し付ければ間違いなく気にするだろう。だからこそ、俺はミヅキに背負わせない方法を選ぶ。

「こんなところで頭を下げるよりやることがあるだろう？　『あいつ』の監視とかな」

「……心得ております」

「ミヅキが戻り次第、最後の仕上げだ。それまでは一切の情報を漏らすな」

「セイル、貴方にはクレスト家当主より伝達があります」

　アーヴィレンの言葉に俺は初めて手を止めセイルを見た。騎士達は未だ顔を伏せたまま。アーヴィレンはこちらに顔を向け俺が軽く頷いたことを確認すると言葉を続ける。

「場合によっては『紅の英雄』を向かわせる。以上です」

「……はい」

「では、行きなさい。くれぐれも貴族達に悟られぬように」

　騎士達は一礼すると部屋を出て行く。その姿を見送った俺はアーヴィレンに問い掛けた。

「随分と思い切ったことを言ったな？　いいのか、十年ぶりに『奴』を出して」

「場合によっては必要になると判断したのでは？」

　十年前。鉱山を所有するゼブレストは戦を仕掛けられたことがあった。表面的には酪農の方が目立つのどかな国だが、ゼブレストは武器の元となる鉄鉱石の産地としての顔もある。軍事に力を入れる国からすれば宝の山なのだ、そのせいか割と戦が多い。だが、地形的に攻めにくいこともあり決定的な侵攻を許したことは無かった。それが覆されたのが十年前の戦だった。

　敵は魔術師に重きを置いての戦術をとったのだ。魔術に対し遅れをとるゼブレストにとっては最悪ともいえよう。何せ防ぐ術を殆ど持たなかったのだから。

　その戦況を覆したのが一人の傭兵と言われている。黒衣を纏い赤い髪をした男はたった一人で魔術師達を葬り去りゼブレストを救った後、功績を高く評価したクレスト家へと迎え入れられた。

　情報の少なさから通称『紅の英雄』と呼ばれるゼブレスト最強の騎士。その忠誠は当時騎士団長の地位にいたクレスト家当主に捧げられている。

「ミヅキの噂を聞いたせいかもな、血塗れ姫だったか？　せめて英雄扱いにしてやりたいんだろ」

「まったく、紅の英雄といい下らないことばかり思い付くものです。結果だけを見れば彼らは感謝すべき者であり恐れるなどありえないというのに」

「一人で成し遂げる実力者だからこそ怖いんだろうな」

　英雄は孤独だと言ったのは誰だったか。実際は孤独どころか化物扱いだ、そんな道を歩ませた自分は更に血塗られている。それでも何も言われず恐れられることがなかったのは俺が『安全』だと思われていたからに過ぎない。

「まあ、これからは俺も粛しゅく清せい王と呼ばれるだろうさ」

「徹底的にやってますからね、今回」

　あの二人と同じ位置にいるのも悪くない。そう呟き俺達は笑みを浮かべた。







　　第十九話　反撃開始




　──執務室にて──　（ルドルフ視点）




　手にしていた手紙を机の上に置き俺は溜息を吐いた。送り主は俺が最も信頼する配下の一人であり、姉のような存在だ。そして現在、大変お怒りのようである。原因はミヅキ誘拐を知らせたからなのだが。

「アーヴィ……ミヅキとは別口で血の雨が降るかもしれん」

「ああ、彼女はやはり怒り狂っていますか」

「当然だろうな。しかもこっちに来るとさ」

　二人揃って溜息を吐く。計画を壊すような真似はしないが我慢の限界を超えたらしい。ルドルフのためなら戦場だろうと同行するとまで言い切った忠誠心は年月と共に更なる成長を見せている。嫁ごうとも色褪あせることはなかったらしい。

「それにな……さっきミヅキから連絡が来たんだが」

「それは！　犯人は生きているのでしょうね!?」

「アーヴィ、ミヅキより犯人の心配か!?　気にする所はそこか!?」

「ミヅキ様ならば無事だと確信しております。期待を裏切るどころか通り越して結果を出す方です！」

　宰相様もいい加減学習したようである。良い方向で解釈するなら実力を認めているのだろうが。

「それでな、ベントソン伯爵家の地下牢に閉じ込められているらしいんだが」

「……何故、そんな近場に？」

「近い方がバレにくいと思ったんじゃないか？　転移法陣使ってるんだから」

　二人揃って微妙な顔になるのは仕方のないことだろう。何故王都の屋敷に居るのだ、しかも思いっきり自分の素性がバレる監禁場所じゃないか、犯人は馬鹿なのか!?

　余談だが転移法陣を使っての誘拐は遠方だったり秘密の隠れ家的場所が一般的である。

「魔術結界の張られた地下牢に直接転移させられたらしい。一応は考えてたんじゃないか？」

「……ミヅキ様に魔術結界など意味があるのですか？　あれは魔術のみを弾くものだと記憶していますが」

「それ以前にあいつ万能結界組めるから解除もできると思うぞ？」

　俺は腕に嵌はまっている腕輪を見た。規格外過ぎる性能に自分でも一応調べはしたのだ。その結果、それが現時点ではイルフェナでさえ作れないものだと判明し思わず拝んだりもした。

　結界とは魔力によって作られた網のようなものだと聞く。それが魔術を防ぐか物理攻撃を防ぐかは作った時に対象を指定することで違ってくる。だがらこそ双方を防ぐ万能結界は組める技術を持つ者が異様に少ない。

　そんな物をやすやすと複数付加する人物ならば当然解除もできるだろう。……力技で破壊するかもしれないが。

「ミヅキ様を閉じ込めるならば魔力そのものを使えないようにしなければ無理かと」

「そんな技術は確立されていない。そもそも魔力で魔力不可の領域を作り出すなど愚かな発想だ」

「ですよね」

　過去に唱えた者もいたらしいが、『封じるための魔力まで消されるだろ、気付け馬鹿』で終わったらしい。そんな状態にしたいなら術者の喉を潰せばいいのだから当然なのだが。

　ミヅキの魔法が規格外なのは本人曰くゲームとやらの知識や経験の賜物なのだそうだ。イメージ優先で作り上げているからこそ発動しているに過ぎない、らしい。誰にも理解できない・世界の理を無視した非常識なものばかりなのはそのためと言っていた。だからこそ自分が作った魔道具の製作技術は参考にはならない、とも。

　魔法がないからこそ、憧れも相まってゲームとやらの魔法は『あくまで想像上の産物』という現実にはありえないものが多く登場するのだろう。それを現実にするミヅキもある意味凄いが。

「本人、現状を物凄ーく楽しんでたからな？　一応さっさと帰って来いとは伝えておいた。仲間と共に手土産付きで戻るとさ」

「手土産ですか？　犯人を半殺しにでもしましたか」

「違うらしい。仲間は意気投合した奴らしいぞ？」

「……」

　ミヅキと意気投合……その言葉が何故こうも不安を煽るのだろうか？　間違いなく、普通ではあるまい。それ以前に二人ともミヅキを危険人物扱いである。泣く・助けを求めるなど一般的な被害者の態度なんてするわけがない、あいつのやることは復讐だと信じてやまない。

「一応、セイルを迎えにやらせましょう」

「そうだな、ミヅキが破壊活動しててもセイルなら笑顔で説教して引き摺ってくるだろう」

「では、呼んで参ります」

　部屋を出て行くアーヴィレンを見ながら俺は思った。『早くも血の雨が降りそうだ』と。セイルを向かわせることに微かに過ぎった不安に蓋をして。




　　※※※※※※※※※




　時間は少し遡り牢獄にて──

「でね、探索っていうスキルを習得しておくと隠し通路とか見つけることができるんだよ」

「へぇ、異世界って凄いんだな！」

　牢内で何やってんだと思われるくらい和み中。強こわ面もての見張りさん、話せるじゃないか！　いや、あまりにも私の行動が奇妙だったらしくて話しかけてきたからさ？　その行為の理由を熱く語ってみたのだよ。その結果、理解者を得た。ダンジョンがあれば喜んで潜る冒険者気質の人だったらしい。

　駄目な奴が増殖したとか言うでない！　探索に浪ろ漫まんを求めて何が悪い!?

「あのさ、何でこんな所に勤めてるの？　冒険者とか傭兵の方が良くない？」

「俺も最初は騎士に憧れてたんだ。だけど戦争中じゃあるまいし平民が騎士なんて無理だろう？」

「ああ、身分の問題ね」

「まあな。功績を立てられれば可能性があったんだけどな。紅の英雄だって傭兵からクレスト家の騎士になったんだし」

「紅の英雄？」

「何だ知らないのか？　十年前の戦争で魔術師連中をたった一人で全滅させて国を守った凄い人さ！　赤い髪をしていたから紅の英雄って呼ばれてるんだ」

「強いんだねぇ、その英雄さん」

「おう！　あの方がいなきゃこの国は終わったかもしれないしな」

　見張りよ、英雄に憧れた果てが現状ではあまりにも切なくないか……？

憐れみたっぷりの視線を送れば『判ってくれるか！』と握手を求めてきた。もちろん同意するとも、同志よ！　個人の実力以前に家柄で弾かれるなんて気の毒にもほどがある。辛いよな！

「おい！　貴様らこんなことをしてただで済むと思っているのか！」

　固く握手を交わす私達に無粋な怒鳴り声が投げつけられる。ちっ、目を覚ましたか。

　溜息を吐き振り返ると牢の内部に取り付けられた拘束具──壁から伸びた鎖に付いた手錠で手足をそれぞれ繋ぎ止めるアレです──をガチャガチャと揺らす人物が喚わめいている。

「自分からこの牢に入ってきたんじゃない。『楽しいことに付き合え』って」

「そうですよ、アロイス様。ご自分で鍵を開けさせたじゃないですか」

「う……煩うるさい！」

　この男、アロイスはこの家の次期当主だそうな。つまりあのタヌキの長男。今のところ外見は人間だ。どうやらお父様からイルフェナの側室が捕らえられてると聞き足を運んだ模様。馬鹿です、愚かです、『血塗れ姫』なんて異名をとる女にのこのこ近づくなよ、この駄目人間。

　見張りと盛り上がっているところに『楽しいことしたい』なんて言って来たから、この楽しさを分かち合うべく拘束具を体験させてやったんじゃないか。ついでに言うならここはお前の家だ、文句はそんなものを備え付けた奴に言え。

「これのどこが楽しいことなんだ!?」

「え？　私にとって『楽しいこと』でしょ？　何、囚人になりきるために痛めつけて欲しかった？」

「アロイス様、ご自分の言葉の足りなさを自覚なさってくださいよ。あれでは今の状況も文句言えません」

「そんな発想する連中は貴様らだけだーっ！　さっさと外せ！」

「「楽しんでるくせに」」

「楽しんでない！」

「子供みたいにはしゃいでるじゃない」

「いい歳をして少しみっともないですよ」

　怒るか喚くかしかしてないアロイスに私達は冷めた視線を送る。え、私何か間違ったこと言ったっけ？　見張りに視線を向けると無言で首を横に振った。うむ、多数決で私達が正しいことに決定。あいつは一人で遊ばせておこう。

「話を戻すけどさ、強面だし、ガタイもいいから場所によっては牢獄番も天職だったかもね」

「天職、か？」

「うん。ここは罪人というより都合の悪い人間を閉じ込めておくだけでしょ？　だから誇りも持てない」

「……。そうだな、本当に罪人相手なら良かったかもしれない」

「その罪人相手に一いっ喝かつして黙らせる自分とか想像してみ？　ああ、脱獄を阻止するでも可」

「……。悪人どもを一喝で黙らせる俺、脱獄阻止、尋問し口を割らせる……」

「犯罪者に『捕まったら最後』と思われ恐れられる牢の番人ってどうよ？」

　いや、我ながら良い未来予想図だと思うのだよ。この人に怒鳴りつけられたりしたら迫力あると思うし英雄に憧れるあたり正義の味方予備軍じゃないのか。戦場がなくても犯罪はあるわけだし、誰もが恐れる牢の番人って割と格好良くないかね？　ほら、ゲームでも犯罪者に仕立て上げられた主人公のイベントボスになったりするし。

「……良い、な」

「でしょう？　これを機に私に付いて王宮行かない？　近衛は無理でも騎士は狙えると思う」

「いいのか!?」

「イルフェナの側室を助け出した『正義の人』なんて十分な功績じゃないの？」

　うん、十分いけると思う。ゼブレストが無理でもイルフェナに連れ帰れば魔王様に気に入られて問答無用で騎士になれると思う。……それが幸せかどうかは微妙だが。理想はこの功績でルドルフに騎士にしてもらうことか。

「宜しく頼む！　いえ、イルフェナの姫君。このリュカが必ずや王宮までお連れします！」

「宜しくお願いしますわ、リュカ。ついでにそれを頼めるかしら？」

　ちら、とアロイスに目を向けるとリュカは力強く頷いた。と、いきなり立ち上がって奥の牢に行きなにやら仕掛けを動かして何かを持ってきた。……箱？　こんな場所に？

「これにはベントソン伯爵が今まで横領した証拠や不正に得た利益の証拠となるものが納められております」

「何故こんな場所に？　リュカはどうして知っているのかしら？」

「こういったものが隠されるのは主の部屋などが多いらしいですが、牢ならば誰も目を向けないからだそうですよ。それに」

　にやり、とリュカは悪戯っ子のように笑う。

「俺ほどこの場所に詳しい奴はいません。……見張りという名の主ぬしでしたからね」

「ふふ、なるほど」

　つまり職場のことで知らないことはないと言いたいのか。そういや、アロイスを吊した時も手て馴なれてたもんな。さて、もうここに用はないから脱出しよう。

「お……お前達、こんなことをし、うぐっ！」

「黙るがいい！　罪人の分際で姫様の耳を汚すとは何事か！」

「ひ……ひぃ」

　おお、早くも将来有望じゃないか！　反論に一撃を見舞うことで黙らせ、一喝して怯えさせるなんて。迫力も十分、ルドルフにはこの光景を是非見せてあげよう。十分採用可能と見た。

　感心している間にもリュカはアロイスの手足を縛って担ぎ上げている。あ、ルドルフに一言伝えておくか。無事だってことしか伝えてなかったし。

『ルドルフー、今から仲間と一緒に脱出するから』

『は？　仲間？　お前、牢で何やってたんだ』

『探索。凄く面白かった！　拘束具とかに人を吊してねー……』

『……判った、もう喋しゃべるな。楽しんだんだな。で、仲間ってなんだ？』

『脱出の協力者。意気投合しました。ついでに手土産持ってきてくれた』

『えーと意味が判らんのだが。とりあえず迎えをやるから早く帰って来いよ』

『はいな、了解』

「それでは参りましょう。敵は私が引き受けますわ」

「はい！　お手を煩わずらわせ申し訳ございません」

「いいのです、それは貴方にしか運べないのですから。私は魔導師ですよ？　敵に一矢報いなければ気が済みません」

「そうですね、姫様の腕の確かさは私も存じております」

　リュカの前で結界をあっさり解いたからね。牢獄談議に興じる前に邪魔なものは排除済み。だってスキル『探索』の邪魔だったんだもの！　私の邪魔をするものは排除あるのみだ。

　話しながら歩き、私達は扉の前に立った。ここからは警備の者が出てくるはずである。まあ、ルドルフと通信してあるから外に出ればお迎えが来るだろう。リュカにも迎えが来ることを伝え、顔を見合わせて頷き合う。さあ、脱出劇といこうか？

　バン！　という音を響かせてリュカが扉を蹴け破やぶる。通路には音に驚きこちらを向いた男達が数名。

「邪魔です、命が惜しくば退きなさい！」

「こいつの首をへし折られたくなくば道を空けろ！」

　台詞もやってる事ことも悪役サイドだよなと思いつつ脱出開始。ええ、二人揃ってノリノリだとも！

　テーマは忠実な騎士と強気な姫の脱出劇。映画のワンシーンの如く向かってくる敵も良い感じ。

　さて、迎えが到着するのと私達が殲滅するのはどちらが早いかなー？
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　立ち止まり後ろを振り返る。通路には二人の男達が転がったまま呻いていた。その手足がおかしな方向に曲がっている原因は私だが。

「どうなさいました？」

　リュカが尋ねてくるが、彼自身も何となく違和感を感じて警戒しているようだ。今まで私が口にしなかったからこそ脱出という目的を優先させていたのだろう。

「リュカ、この館の警備はいつもこの程度なのですか？」

「いいえ。私が知る限り少なくともこの十倍の警備兵はいますね」

　地下牢を出た直後の通路には五人の警備兵が居た。だがその後は使用人の方が多く、館の広さにしては明らかに警備がいい加減である。使用人も敵として問答無用で手足を折った私が言うのも何だが、脱出しやす過ぎるのだ。

　なお、使用人達の命乞いを一切聞かなかったために鬼畜呼ばわりする奴も居たが、そんな自分勝手な理由は笑顔で無視してやった。この状況での先手必勝に何の問題があるというのさ。

　私には使用人に扮した暗殺者や警備兵を見分ける能力はないのだよ。だから『敵』という枠に一括りするのは当然。ついでに言うなら私を『イルフェナの側室』だと知ってる時点で敵確定ですがな、主の行いを知ってる訳だしね？　ただで済むはずなかろう。

「もしかすると庭で待ち受けているのやもしれません。内部では集団で襲い掛かることもできませんから。数で攻める気ならば考えられます」

「そうね。魔導師を相手にする以上、正面からぶつかろうとは思わないでしょうし」

　意外と考えているのだろうか。それにしては魔術師に今のところ遭遇してないぞ？

「考えても仕方ありません。そのまま玄関へ向かって脱出しましょう」

「宜しいのですか？」

「外への最短距離ですし、周囲を壊せばここの異常に気付く者も居るでしょう。それに私達がこそこそする必要などあるかしら？」

　私が転移させられたのを騎士達は見ているのだ、だから自分で訪ねて来たという言い分は通らない。破壊活動しようが脱出のためなのだよ、非は明らかにベントソン伯爵にある。今回は王宮から騎士が救出しに来るというのが王道だとは思うが、私は便宜上『姫』と呼ばれているだけであって本物ではない。

　自力脱出決行！　自己防衛当然！　敵は蹴散らせ、私は大人しく助けを待つ女じゃねぇ！

　リュカという証人兼協力者を連れてそのまま王宮に駆け込み、『至急お知らせしたいことが！』と告げる主人公的王道展開をやってみようじゃないか！

「ありませんね。差し出がましいことを申しました」

「いいのですよ、リュカ。警戒すべきは本当のことなのですから」

　リュカ君、順調に騎士らしくなっている。良い傾向だね、私が普通じゃないだけで君の判断は正解だよ？　目的が『姫を無事に王宮へ連れて行くこと』である以上は警戒し過ぎることなんてないのだ、普通の姫に戦闘能力はないのだから。身分的な問題も踏まえて自分より強くとも、『姫』に役に立つことを求める方が間違いだ。

　今回は私が派手に己の正義を振りかざしたいだけ。映画だと見せ場の一つだしな！

　敵を蹴散らし堂々と出て行くシチュエーションは一つの王道だと思うんだ。でも『圧倒的強さで敵を蹴散らす』という同じ行動にも拘かかわらず、悪党がこれをやると何故か非道扱いになる不思議。

　今回は明らかに私達が正しいので、敵に対しての攻撃は周囲の支持を受け『使用人にまで怪我をさせたのは仕方がなかった』で済ませられると推測。怖いな、正義って。

「さあ、参りましょう？」

「はい」

　理解ある騎士に笑いかけると私達は再び歩き出した。
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「……」

「……」

「……リュカ」

「言わないでくださいよ、俺も混乱してます」

　リュカも思わず騎士モードから言葉遣いが戻っている。うん、この状況は仕方ないと思う。

　外へ続く無駄にでかい扉を開けたそこは──紅の庭だった。手入れされた庭を彩るのは鮮やかな赤い花……などという平和なものではなく。

　整えられた草花が不自然に赤黒く染まっているとか。

　赤く染まっていることを除けば寝ているようにも見える、武器を握ったままの男達とか。

　水溜たまりのごとく点在する赤い血溜りとか。

　どの死体も首を掻き切られての失血死じゃなかろうか。他に外傷っぽいものが見当たらないし。

とどめは視界の端で最後らしい男達と切り合っている全身を紅に染めた人。距離があるけど辛うじてゼブレストの騎士だとわかる。赤いのは返り血を浴びたからか。

「凄すげぇ……全部一撃で殺してやがる」

「え？」

「周辺の死体は全部喉狙いで殺されてます。一番確実で腕がなきゃできない殺し方ですよ！」

　ああ、確かに頚けい動脈をざっくりいけば死ぬわな。至近距離でざくざく切りまくったから盛大に返り血を浴びたのね。で、問題はそんなことじゃなく。

「あの人……味方だと思う？」

「騎士ではあると思いますが……」

　これだよね。え、次は私達が標的だったりする？

　どうやらこの人が来てくれたお陰で主な警備兵は庭に集ったらしい。どのみち私達も確実に外へ出てくるのだから双方を相手にできる上に集団で囲む戦法が取れるこの場所は都合が良かったのだろう。だが、思わぬ落とし穴があったようだ。たった一人と侮った侵入者に全滅とは。

　そんなことを考えているうちに最後の一人を倒した赤い人はこちらに気づいたらしい。

「リュカ、私が相手をするからそいつ連れて王宮へ行って！」

「できませんよ！」

　敵か味方か不明なのだ、とりあえず私が相手した方が生き残れる気がする！　……だが、そんな考えを知ってかその人物は私達に近寄りながら笑みを向けた。

「お迎えに上がりましたが……私と戦うおつもりですか？」

「え、セイル将軍？　色違いの偽物とかじゃなくて!?」

「色違い……」

「裏カラーとかかもしれないし！　それなら悪党サイドでも納得する」

　実は双子とかクローンとか。無駄に色々設定のあった世界を知る人間からすると一瞬疑う。

「ミヅキ様は私にどういった印象を抱いておられたのでしょうね？」

「腹黒い、地味に手加減なし、女じゃないのが惜しまれる美人」

「……。最後のは否定させてください」

「よし、本物！　お迎え御苦労！」

「……貴女という人は」

　正直過ぎる言葉に笑顔が引き攣ったような気がするけど気のせいだろう。この反応は間違いなくセイルだ、良かった良かった。微妙に笑顔が怖いのは気にしない！　まずは身の安全が優先。

「しかしまあ……派手にやったわねー」

「私の顔を知っていたらしく、話し合い以前に切りかかってきましたので」

「喉を狙った？　頚動脈を切ると確実に死ぬわよ？」

「以前、魔術師を相手にした時に有効だと学びました」

「じゃあ、何故に顔はそれほど血を浴びてないのかな？」

「視界が塞がれると面倒でしょう？　他はともかくそれだけは避けますね」

「魔術師相手？……この強さ……まさか、紅の英雄!?」

　セイルの言葉にリュカが反応する。リュカよ、紅の英雄は十年前の人だ。本人なら紅の英雄は十代だったことになるぞ？　そう言おうとした私の声は言葉にならぬまま、思わぬ人に遮られた。

「ええ、そうですよ。あの時、魔術師達を皆殺しにしたのは私ですから」

「は？　マジ？」

「ルドルフ様の護衛として同行した際に敵の魔術師団が現れまして。時間稼ぎのつもりが結果として殲滅という形に」

「……もしや喉を狙うのって」

「詠唱させなければ魔術は発動しないのでしょう？」

　将軍、大正解。当たり前のことなのに魔法の威力を恐れるあまり試す人が少ないのだ。

　ついでに言うと接近されたら魔術師は本当に無力。頭脳職なので武器で対抗なんて真似はまずできない。しかも集団だった場合、味方を巻き込む恐れがあるので迂闊に魔法も撃てないのだ。

「殺すことに恐怖も躊躇いも感じません。ミヅキ様でもやはり恐ろしいですか？」

　首を傾げてセイルは問う。いつもの穏やかな笑みを浮かべたまま、髪からは命の紅を滴らせて。

　さっきの受け答えからセイルが敵を殺すことに対して何の感情も抱いていないのは確実だろう。殺すことに対する恐怖のない人物が確実に相手を仕留める腕を持っている──それこそ彼が英雄と成り得た理由か。

　だけどね、将軍？

「セイル、ちょっとこっちに来て」

「はい……？」

　池の傍に立ち手招きする私に首を傾げながらも素直に従うセイル。そんな彼に私はにっこりと微笑んで。

「そんな事情はどうでもいいから、さっさと血を落とせ！」

「え、あ、あのっ……!?」




　ばっしゃん！




　魔法一発、セイルを池に突き落とす。大丈夫、ある程度の深さはあるみたいだから！

　お前の事情はどうでもいいから、とにかく血を落とさんかい。これから王宮に行くんだよ？

「ひ、ひ、姫様！　貴女は英雄に一体何を……！」

「何って洗い流し？」

　慌てたリュカが駆け寄ってくるが平然と応えてやる。大丈夫、水に濡れれば水分ごと分離させることができるから。実はこれ、魔法を学び始めた頃に見つけたクリーニング技術。一度濡らして汚れを水に溶かし一緒に分離する方法なのだ。これを職にして生活しようと思ったくらいだもの、安心の腕前だよ。人を含めた丸洗いも当然可能、野営でも清潔に保てるよ！

「けほっ……ミヅキ様、いきなりは、どうかと思いますよ」

「あら、一気に脱色したわね。じゃあ、池に沈めと言ったら従ってくれた？」

「遠慮します」

「脱色……英雄を池に落とした挙句に色落ち扱い」

　リュカ、呆然とするんじゃない。私は間違ったことはしてないよ？　……血塗れで微笑んでる奴が出歩いてみろ、ふつーに怖いぞ？　一体どこのホラーゲームかと言わんばかりじゃないか、間違いなく通報沙ざ汰た。

「あのね、将軍。私は血塗れ姫なんて言われるほど容赦ないの、間接的だろうと私は何人葬ったと思うの？」

「それは……国のためでしょう」

「違う。この世界で生きなきゃならない私自身のためだよ。幾つの綺麗事を並べたところで最終的にはそこに行き着く」

　事実なのだ。ルドルフという個人と親友だろうとも、利害関係の一致で私はこの仕事を引き受けたから。間違っても国のためだの、友人のためといった感動的な言い訳を使えない。

「だから。純粋に国とか主のために行動したセイルを怖がるなんてありえない」

　セイルは虚を突かれたかのように固まった。リュカも同じく。

「快楽殺人者ならば殺すか殺されるかのゲーム展開、敵として殺そうとするなら迎え撃てばいい、都合で殺されかけるなら全力で抗うだけ。ねえ、そう割り切れる思考回路と実力を持った私が何故怖がるなんて思うの？」

「そう、ですね。貴女は……そういう人でした」

「姫様、凄いです！　そこまで言い切れる人は滅多に居ません！」

　……誉められているはずなのに誉め言葉に聞こえないのは何故だろう。

　私は善人でも博愛主義者でもないのだ、敵に対して容赦しないのは当然のこと。

「申し訳ありません。貴女を見み縊くびっていたようです」

　池から上がり水を滴らせながらセイルは膝をつく。

「お迎えにあがりました、ミヅキ様。遅くなり申し訳ございません」

「十分ですよ、セイルリート将軍」

　言いながらセイルの体から水気を払ってやる。払った水が赤かったのは気付かなかったことにしよう。目の前にはいつもどおりの銀髪の青年が微笑んでいるのだから。

「英雄を跪ひざまずかせるなんて……貴女は神か！」

　感動した！　とばかりに尊敬の目を向けるリュカに私は首を振って否定する。

「神じゃない、魔導師よ」

「鬼畜です」

　おい、鬼畜って何だ。胡う散さん臭くさげな目を向けるとセイルはもう一度繰り返した。

「鬼畜です。敵には容赦なく、味方も時々突き落として楽しむ方です」

「おお、英雄さえ恐れ認める方なのですね！」

「ええ。今までを見て来た貴方なら理解できると思いますが」

「もちろんです！」

　ほう。そういうことを言うかね？　ならば期待に応えねばなるまい。鬼畜だからね？

「じゃあ、鬼畜っぷりを体験してもらいましょうか♪」

「「え」」

　パチンと指を一つ鳴らし。




　ばっしゃん！




　セイルとリュカは池に突き落とされたのだった。

「ミヅキ様……」

「ふふ、水も滴るいい男……あら美人の方がいいかしら？」

「そうですよね、それでこそ貴女だ」

　呆れたように呟くと肩を竦すくめて笑みを浮かべる。

　……。

　えーと、将軍様？　突き落とされたのに何故にそんなに楽しそうなの？　まさか、白騎士と同類とか言わないよ、ね？







　　第二十一話　帰り道の雑談




「……で、何で『紅の英雄』の情報が制限されてるの？」

　あれから二人の服を乾かし、現在は馬車で王宮へ向かう馬車の中──側室が後宮から出てたら問題なので姿をできるだけ見せないようにとの将軍の配慮だ──足元に転がっているアロイスを踏みつつ『紅の英雄』について英雄御本人に質問中。クレスト家の騎士ってことになってるんだから、クレスト家は情報隠いん蔽ぺいの協力者か発案者とみた。なんで隠すのさ？

「私には少々事情がありまして。それもあって陛下の専属護衛という立場だったのですが……」

「専属護衛？　近衛じゃなくて？」

「クレスト家は王家の分家のようなものなのですよ。代々、宰相などの重鎮や将軍職に就つき王を支える立場にあるのです。ですから正規の騎士でなくとも王族の護衛に就くこともあります」

　なるほど。クレスト家の当主は大物貴族として政治に参加し、その血縁者は別の形で王を守る立場になるわけね。だから貴族連中がクズでも王が無能でも国は何とかなったわけか。

「王が戦場に行くなどできるはずもありませんし、視察という形でルドルフ様が戦場に赴かれたのです。まさか敵の魔術師団が接近しているなど思いもせず」

「ふーん……情報操作された？　自国の貴族に」

「さあ？　どうでしょう」

　そんなタイミングで来るだろうか？　だが、セイルは曖昧に微笑むだけである。

「魔法を撃ち込まれればルドルフ様もただでは済みません。逃げる時間だけでも稼げればと思ったのですが、ルドルフ様の言葉にもう一つの可能性を見出しました」




『魔術は詠唱が必要だろう？　途中で止めさせれば撃てないんじゃないか』




「誰もが思い実行できなかったそうですが……私は賭けに出ました。魔法による攻撃が始まる前に喉を潰せばいいのではないかと」

　ある意味それは有効な手段だ。見付からずに接近できれば、という条件において。

「幸い、という言い方も妙ですが。敵の意識は我が軍に向いていました。当時、私は騎士服を着ていませんでしたから見付かっても逃げ遅れた旅人程度の認識だったでしょうね。外見も相手の油断を誘ったと思います」

「つまり今より華奢でその顔だったから女に見間違えられて懐に入り込めたと」

「……。不本意ながらそうだと思います」

　そういう使い方もあるのか。美人顔って使えるな、おい。私がやっても無理だと断言できるぞ!?

　何となくムカついたので軽く頬を抓ってみる。笑顔のままなのが敗北感を誘うな。……リュカ、慰めてくれなくていいから。これと同系統の顔立ちをあと三人ほど知ってるから！　全員、男だが。

「話を戻しますね。それで魔術師達が攻撃に移る前に喉を狙って切りつけたんです。殺すというより声を出させないためという認識が強かったですね」

「うん、それ正解。魔術師で術を複数制御できる人は多分居ないから。詠唱中断して結界張ろうにも間に合わないし、そこまで近いと味方を巻き添えにするから魔法も撃てないよ」

「ええ。ですから私は剣を振るうだけで良かった。元々、私は力押しではなく素早さを活かし先制するタイプでしたから」

　それで正確に喉を狙うってのも凄いんじゃなかろうか。リュカも誉めてたし。ちら、と視線を向けるとリュカは尊敬の眼差しでセイルを見ている。……やっぱり。

「返り血を浴び過ぎたせいで私の全身は紅に染まっていました。ゼブレスト軍からは紅い人物が魔術師を殺しているように見えたのでしょう。いったん、川に入って血を洗い流し身支度を整えた時には既に噂になっていましたよ」




『赤い髪に黒い服を来た男が魔術師達を全滅させた』

『あれは誰だ！　騎士じゃないぞ！』

『戦場に居るならば傭兵じゃないのか？』




「我が国は当時かなり追い詰められていました。もしここで『英雄』が現れれば全てを押し付けてしまいかねないほどに。それを憂えたルドルフ様と事情を知るクレスト家の御当主が噂を利用したんです」




『一人に押し付けるのではなく、我が軍が勝たねば再び攻められるだけだ』

『セイルだと公表すれば貴族達の格好の的になるだろう』




「国を建て直さねばならない時に権力争いなど破滅を招くだけです。王が押さえ込めればまだ何とかなったのでしょうが」

「ルドルフは年齢的にまだ政治に深く関われない。セイルの守りにも不十分だったってことね」

「ええ。ルドルフ様は当時から王より国を守ってらっしゃいましたから、これ以上の負担を掛けさせるわけにはいきませんでした。だからこそ『紅の英雄』は作り上げられた」

「クレスト家に属するなら顔はバレないし、貴族からも守られるものね。ついでに国の立て直しに英雄は必要だったでしょう、民は英雄譚が好きだから」

『英雄』の存在を利用したのだ、セイル達は。隠すことによってそれは更に価値を増す。英雄に思いを馳せる人々の想像力は苦難を強いられる現状を大いに慰め勇気付けただろう。

「で？　セイル自身は人に怖がられるのが嫌だった？」

「私より周囲が気にしまして。私が躊躇いなく殺せるのは事実ですから」

　何だか英雄本人は随分と淡々としているような。事情は知らんがどこか歪んでいるような印象を受けるね、セイルは。

「その後私は正式に騎士となりました。誰も私を英雄だと思いませんでしたよ、年齢的なこともありますしね」

「立場ないもんね、騎士達」

「ええ。ですからミヅキ様のように気付かれる方の方が稀まれなのですよ」

「例外ですか、私」

「本能というか野生のカンで血の匂いを嗅ぎ取る人は極々稀にいましたが……」

「あ、それ違う」

「え？」

「私が気付いたのは穏やか過ぎるから。誰からも印象が同じなんて意図的にそう見せている以外無理でしょ」

　えーと。ここまで言ってもらって何ですが、私が気付いたのって『セイル＝警戒対象』くらいだよ？　王宮で騒ぎを起こした時の情報収集でセイルが『誰にでも穏やか』って気付いたんだし。

　無駄に目め敏ざといし、常に穏やかで内面見えんし、あの年齢で将軍でしょ？　普通じゃないって！　何て言うか……あれだ、ヤンデレキャラに近いヤバさ。あんな感じ。

　怒らせたらヤバくね？

　うっかり気に入られたらヤバくね？

　好意も敵意も一歩間違えれば惨殺ルートに行きそうな定番キャラ。

　英雄事情を知った今となっては杞き憂ゆうだったけどね、これがマジだったら全力でフラグ折らなきゃ命の危機じゃん？　ツンデレは無害だけどヤンデレは怖い。リアルは絶対に求めん。

　……という異世界文化を語ってみたら二人に無言で冷たい視線を貰った。特にセイル。微笑んだままなのが、いと恐ろし。

　うん、ごめん。それは素直に謝る、悪かった。心の中では絶賛土下座中。未だセイルに『自己防衛してたら最強の騎士になってた』というＢＬ疑惑を抱いたことを隠している身としてはこれ以上の秘密は要らん。




　その後。

「ああ、そろそろ着きますね」

「セイル、いい加減下ろして」

「いえいえ、折せっ角かくですからフラグとやらを立ててみましょう」

「私は側室……」

「それは仮の立場でしょう？　どうせなら英雄の恋人になってみませんか？」

「架空の恋人はお断りします」

「では、私が皆の前で求婚を……」

「国中の年頃の娘さん達を敵に回せと!?　嫌がらせに自分を使うの止めようよ!?」

「お二人とも……状況と場の空気が合ってませんよ」

　あれから私はセイルの膝の上。微笑みの将軍様、いつもより近い位置にあるお顔はとっても綺麗なのにひしひし寒気を感じるのは何故かなー？

　……そうかい、怒ってるのか。英雄様、心が意外と狭いな!?　どうせなら広い心を持つ大物になっておくれ。リュカよ、怯えるくらいなら止ーめーさーせーてー！

「くっ……！　二人でイチャつかないでくださいよ！　俺だって……」

　おい、そこか。気にするのはそこなのか。

「私やミヅキ様を恐れない逸材だと思っていましたが、中々に楽しい性格なのですね？」

「楽しくて頼もしい奴です、騎士志願者なので部下にどうですか？」

「私からも陛下に推薦しておきますよ」

　リュカ君、騎士になれるみたいだよ？　良かったね！　アロイスに八つ当たりしてる場合じゃねえぞ、話を聞け？

　……ではなくて。怯えたんじゃなく羨ましかっただけか。私と代わる？　英雄様の膝の上だぞ？

「ミヅキ様？」

　ごめんなさい。だから笑顔を向けるな、心を読むな、怖いから。




　　※※※※※※※※※




「……で？　お帰りと言った方がいいか？　それともその状況の原因を聞いた方が良いか？」

「下ろせと命令してやって」

「面白いからそのままで」

「人が必死に帰ってきたのにそれかぁぁぁ！」

　あれから。

　裏方から後宮に入り──誰か亡くなったり人目に付くと都合が悪い時のための入り口があるそうな──誰も使っていない一室でルドルフ達に迎えられた。うん、その生温い視線の理由も判っているとも。将軍様にお姫様抱っこされてるからだよね！

「安心しろ、ミヅキ。その状況に誰も微笑ましさなんて感じてないから。セイルに無理矢理引き摺って来られたんだろ？　今更じゃないか……で、何をやった？」

「池に二回ほど落として脱色した」

「脱色？」

「赤い汚れを落としたの！」

　すい、と宰相様が目を眇める。

「紅の英雄に会ったのですか」

「会ったよ？　それが何か？　ああ、事情は本人から聞いたから知ってる」

　それが？　と首を傾げる私に宰相様は困惑したようだ。その肩をルドルフが笑いながら叩く。

「ほらな！　ミヅキなら大丈夫だって言っただろ？」

「しかし、ミヅキ様のこの状態は……」

「ああ、それとは別件。セイルに美人だとかヤンデレ疑惑があったとか言ったら怒って絶賛嫌がらせ中なだけ」

　ね？　とリュカに視線を向けるとリュカは大きく頷いた。

「自業自得です。将軍は貴女の玩具じゃないんですよ？」

「弄ばれたので責任を取ってもらおうと求婚したのですが。次点で英雄の恋人の地位をお勧めしてみました」

「人聞きの悪い！　善人面して内面真っ黒なセイルが一方的に被害者になるわけないじゃない！」

「おや、常に誠実であったと思うのですが」

「ミヅキ……セイルが物凄く楽しそうじゃないか、正直に話せ？」

　弄ばれた人間がそんなに楽しそうなわけなかろうが！　ルドルフも煽るんじゃない！

　……あれ？　宰相様が固まっている。おーい、どしたの？　皆の視線が集中する前にルドルフは宰相様の肩を再度叩き我に返らせた。お疲れなのだろうか、やはり。

「悪いな、俺達も疲れてるところにミヅキの誘拐があったんだ。しかもセイルが冗談言うなんて珍しいものを見たせいで思考が付いて行かないんだろ。な、アーヴィ？」

「え？　ええ、セイルがそのように楽しげなのは初めて見ましたから」

「寂しい奴ですね。鍛錬がお友達ですか」

「アーヴィは仕事が恋人だけどなー」

「ルドルフ様っ！　ミヅキ様共々ふざけるのはお止めください！」

　戻った。凄いな、ルドルフ。宰相様の扱いをよく判っている。日常がそれではあまりに不ふ憫びんでは、などと声に出さず同情しているリュカよ、お前もそのうち同類だ。ああ、そうだ。ついでに渡しておこう。

「ルドルフ、これ戦利品。……リュカ！」

「はい。陛下、これをお受け取りくださ……!?」

　ドン！　とリュカをルドルフの方に突き飛ばす。リュカはバランスを崩すも何とか持ち堪えてルドルフへ倒れ込むのを防いだようだ。ふむ、上出来。

「ミ……ミヅキ様？　陛下に怪我をさせたらどうするんです!?」

「だから戦利品」

「ですから、お渡ししようと」

「戦利品？　ああ、なるほど！　こいつごと受け取れってことか！」

「うん。私と意気投合して脱出を手伝ってくれたのも、証拠を探して持って来たのも、そいつを拘束してここまで運んできたのもリュカだから。騎士になるには十分な資質でしょ？」

「紅の英雄と会ってなお、変わらぬ態度をとれる人物ですよ。私からも推薦させていただきます」

「ルドルフに対する忠誠も今ので十分でしょ？　普通なら倒れ込むけど回避もしたし」

「部屋に入ってからの行動を見る限り素質十分と思われます」

　そう、ここで私に対して怒るなら『王に怪我をさせるかもしれなかったこと』に対してだ。間違っても自分が突き飛ばされたことに対して怒っちゃ駄目なのだよ、優先順位があるのだし。

　今まで一歩退いて会話にさえ加わらなかったのも騎士として正しい態度。これまで仲良くしていようとも、こちらから問わない限り会話に加わってはいけない。最後に突き飛ばしたのは自分よりルドルフを優先できるか見るためだ。

　テストはこの部屋に入った時から始まっていたのだよ、リュカ。誰も何も言わなかったからこそリュカ自身の対応が皆の目にそのまま映る。でなきゃいくら将軍や私の推薦があろうとも騎士には認められないでしょ？

　事前に念話していたルドルフだけじゃなく宰相様や護衛の騎士達も納得したようだ。実力での採用確定おめでとー、リュカ。

「ふむ、確かに。今はまだ粗いですがこれからに期待できそうですね」

「じゃあ、とりあえずセイルの部下ってことでいいか？　ミヅキに付き合える奴ならどこでも大丈夫そうだし」

「ほ……本当ですか!?　ありがとうございます！」

「セイルは厳しいからな、しっかり励めよ」

「はい！」

　おお、宰相様も話に乗ってきた！　……人材不足だもんなー、今。有能な人材はいくらでも欲しいというのが本音だろうよ。胃薬は足りてますか、宰相様。

　と、そこへ澄んだ笑い声が響いた。

「ふふ、楽しいわね！　陛下、ずっと私を仲間に加えてくださらなかったことを恨みますわよ？」

「ああ、済まないな。カルリエド伯爵夫人」

　騎士達の陰に隠れるように立っていた女性が笑い声を上げている。ベールを被っているから顔までは判らないけどルドルフと親しげな様子だ。加えて私の現状に何の疑問も抱かないのだが、いいのか？　唐突な紹介にぱちくりと瞬まばたきをする私、セイルは何やら腕に力を込めたような？

　女性はゆっくりと私達の前に進み出ると優雅にお辞儀をした。

「初めまして、ミヅキ様。お噂は聞いておりますわ」

「えーと。こちらこそこんな状態で申し訳ありません」

「構いませんわ。貴女が悪いのではなく、その男が悪いのですもの」

　あら、珍しい。セイルに対し良い感情を持っていないようだね、カルリエド伯爵夫人は。セイルも穏やかな微笑の影に黒いものが見え隠れしている。仲が悪いのか？　それにこの声って……。

「いい加減になさいな、セイルリート将軍？　女性の体に無闇に触れるものではありませんわ」

「おや、淑女とは言いがたい貴女に言われるとは」

「あらあら、いっそ貴方もドレスを纏えば宜しいのに。きっとお似合いよ？」

「御冗談を。貴女も相変わらずですね、嫁ぎ先の苦労が偲ばれます」

　……。

　冷戦をするなら私を放してからにしてくれないだろうか？　困ってルドルフ達を見ると宰相様共々首を横に振った。諦めろってことかい。

「ごめんなさいね、下らないことに気を取られてしまったわ。私は──」

　一通り嫌味を言い終えるとカルリエド伯爵夫人はゆっくりとベールを取った。







　　第二十二話　二人の幼馴染




　主の居ない部屋で一人の侍女が佇たたずんでいた。部屋の外には騎士が控えているだろうが、室内にその姿はない。彼らは主の護衛なのだから当たり前である。誘拐騒動があったからこそ、念のために護衛がつけられているに過ぎないのだ。

　ひっそりと溜息を吐き、想い人を思い浮かべる。彼は昔からとても優しく、そして頼りになる人だ。成長と共に道が分かれ滅多に会うことはなくなってしまったが、時折見かける姿に恋心を募らせていった。

　なのに。

　何故、彼女はああも簡単に彼の傍で笑い合うことを許されたのだろう？　役目など関係なく仲なか睦むつまじい姿に、事情を知らぬ誰もが『あの方ならば』と思っただろう。宰相や将軍でさえ彼女が彼の傍に居ることを受け入れているのだ、認めぬはずはない。

　私はずっと昔に失ってしまったのに。

　私はあの人達に受け入れられることはなかったのに……！

　醜い嫉妬だろうと私は後悔などしていない。家族を嘆かせようと私は最後まで足掻いてみせる。

　一瞬『彼女』の他者を圧倒するような瞳を思い出し、背筋を凍らせるが震えを無理に抑え込む。

　大丈夫。私は悟らせてなどいない……いいえ、気付くはずはない。だって、私は『彼女に危害を加えてなどいない』のだから。『彼女』が戻った際には、誰より心配したといわんばかりの憂い顔を喜びに変えて迎えるのだ。

「ミヅキ様がお戻りになられたそうです。王宮で休んでおられるそうですよ」

「……！　判りました！　すぐに、すぐに参ります！」

　さあ、いつもの演技を。喜びの仮面を貼り付けて迎えに参りますわ、ミヅキ様──




　　※※※※※※※※※




「エリザ！」

　彼女が中庭へ足を踏み入れた途端、名前を呼び抱きついてみる。ちら、と視線を走らせると騎士達が後宮への道を塞ぐように動いていた。さあ、これで逃げ場はないよ？　中庭にはいつもより多くの騎士が配備されているし、王宮への道はもちろん塞がれている。余計な邪魔が入ることを考えて中庭に誘導したのだ、ここなら罠も仕掛けられないしね。

「ミヅキ様……！　ああ、よくぞご無事で！」

　心底安堵したとばかりに涙を浮かべて抱きしめるエリザに私も笑みを浮かべる。

　……ふ、ちょろいな。

　包囲網を気付かせないために感動的な場面を演出しただけだよ？　彼女は自分の演技に必死で周囲の様子には気付いていないみたい。お互いに大変白々しい行動だねー、まあこれからが本番なわけですが。

「ねえ、エリザ？　聞きたいことがあるんだけどいい？」

「はい、何なりと」

「そう。……貴女はだあれ？」

「え？」

　私の言葉に笑みを困惑に変えて首を傾げるエリザ。騙す気なら一瞬だろうと凍りつくのは命取りだよ？　一方私は変わらない笑みを向けたまま更に問い掛ける。

「ルドルフの乳兄弟の貴女は侍女としてずっと仕えてきた。そう聞いてるけど間違いはない？」

「はい。ずっとお仕えしてまいりました」

「嘘吐き」

　抱きついていた腕を離して一歩後ろに下がる。

「貴女の侍女としての行動は粗あらがあり過ぎる。精々、貴族令嬢が行儀見習のために侍女になった程度。何年も王に仕えてきた侍女としてはありえない」

「それは……乳兄弟ですのでルドルフ様が見逃してくださって……っ」

「それは絶対にありえない」

「え？」

「ルドルフは王としての自分を優先させている。宰相様も将軍も護衛の騎士達でさえ『個人』ではなく『立場』優先。一人だけ特別扱いなんてあるかしら？」

　事実である。ルドルフは気さくだが自分にも人にも厳しい。魔王様の推薦だけでなく、私の考え方、行動、そして能力……それら全てから判断した上で『親友』と言ってくれてるんだよ。

　判りやすく言うなら『ルドルフとしてミヅキを信頼する』以上に『ゼブレスト王としてイルフェナからの協力者を評価する』ということだろうか。個人の事情より立場優先は当たり前。

　魔王様はそれができないような相手を認めることはないぞ？　民間人に結果を出すことを求める人なんだよ!?

「では、問題点を。侍女は主の会話に入ったりしない、主に必要なこと以外の質問を投げかけたりしない。いくら親しくても不敬に当たるしね、私がイルフェナに報告の義務がある以上は侍女として接しなければならないはず」

「ですが、ミヅキ様は相手をしてくださったじゃありませんか」

「私はね？　でもルドルフって私と会話することはあってもエリザと話したっけ？」

「あ……！」

　それはない。用を言いつけることはあっても個人的なことは話していない。

「次。情報を聞き出して他者に流すことは厳禁」

「……騎士達も私が知っている程度の情報は知っているはずですわ」

　頑張るねー、意外としぶとい。でもさ？　今の台詞は騎士達への侮辱だぞ？　ああ、騎士達が殺気立ってきた。

「彼らが情報を流すことはないと言い切れるよ？　だってカエル騒動の時に側室達は誰も知らなかったでしょう？　もし知っていたら体調不良とでも言って部屋に引き籠もっていたでしょうね」

「そ……それは」

　事前に知っているなら部屋にいれば良かったのだ。それを誰もしなかったということは『何が起こるか誰も知らなかった』から。王宮での悪戯と並行して行われたので、エリザは何を企んでるか具体的に知らなかったんだよね。

「私は初めからルドルフ以外を信じていたわけじゃない。だから行動を起こす度に全ての人を試していた。騎士達は幼生を育てさせたことから、宰相様は薬物事件から、貴女は侍女としての行動と情報を与えることから」

　薬物事件は最初クレスト家止まりになっていた。だからその後の行動で十分判断できる。私経由でルドルフにも伝えられるのだ、意図的な隠蔽工作をすればすぐに判る。

「私達は……信じていただけなかったのですか」

「当たり前でしょう？　貴方達はルドルフの味方であって私の味方じゃないもの。それに私を監視していたのだからお互い様」

「え？」

「将軍は私が信じていないことも、試していることも、わざと嘘の情報を与えていることも気付いていたけど？」

　後ろを振り向くと美貌の将軍様が無害そうな笑みを向けてきた。

「私もこの国の騎士である立場を優先させております。それらはミヅキ様の行動を見ていれば気付くとは思いますが」

「それに対してお怒り？」

「まさか。貴女の役目を考えれば当然のことでしょう。警戒心が強く賢い理想的な協力者だと思いますよ」

　でしょうね。むしろやらなかったら無能の烙らく印いんを押されていたと思う。その過程を経て今は仲良くしてるけど、あの状況ではお互いが認め合うまで気を許すなんてありえないでしょうが。

　私としても魔王様の監視の目があるのだ、真面目にやりますとも。笑いを取ることも評価に繋がってるっぽいけどな！

「扇子にイヤリングに髪飾り……これが魔道具だとベントソン伯爵は知っていた。覚えてるよね？　貴女が聞いてきたんだし」

「……ええ」

「これが決定打。あの時のことは護衛の騎士達が覚えているだろうし、ベントソン伯爵との会話も記憶を見せれば十分な証拠となる。さあ、もう逃げ場はないよ。もう一度聞くね？」

　にこり、とできるだけ無邪気に笑ってやる。

「貴女はだあれ？」

「……」

　答えられないか。それともまだ負けを認めたくないのか。でも、そんな態度に我慢ができない人も来ているんだけどねえ？

　そして予想通り私達の会話に一人の女性が割り込んできた。……どうなっても知らんぞ、私は。

「彼女はアデライド・ワイアートですわ、ミヅキ様。今はカルリエド伯爵夫人となった私、エリザの双子の姉にして次期ワイアート家の当主です」

「……！　あ……貴女はどうしてここに……！」

「貴女が私を攫さらわせてからすぐにルドルフ様が助けてくださったの。お久しぶりね、お姉様？」

　エリザ──いや、アデライドは割り込んだ声に体を竦ませると初めて動揺を見せた。まあ、彼女の中では未だにエリザは監禁されてるはずだから当然か。

　近づいてくる本物のエリザは顔の造りこそアデライドと同じだが、誰の目から見ても怒り狂っている。

「私に成り代わってルドルフ様に随分とご迷惑をお掛けしたようですわね？　妹を監禁などという馬鹿げた思考にも呆れましたが、挙句にイルフェナの姫誘拐に協力？　いい加減になさいませ！」

「貴女に何が判るのよ！　ルドルフ様の傍にいることを許された貴女にっ！」

「黙りなさい！　私はルドルフ様に『お仕えしている』のです。貴女はただ焦がれた相手の傍に居たいだけではありませんか！　立場が違うのです、同じに考える方がどうかしていますわ」

　お？　ルドルフが好きだったの？　アデライドは。

　……ここに来て初のコイバナか!?

　愛憎渦巻く泥沼展開か!?　……ライバルが居ないけど。後宮に来たのに全然その手の展開来ないんだもん、説教しかしてなかったし。いいぞ、もっとやれ！　気分は昼ドラ見る主婦だ。

「ミヅキ、ちょっとこっちに来い」

「えー……」

「いいから来い。何だ、その楽しそうな顔は」

「初の愛憎劇にわくわくしてます。邪魔をしないでください」

「お前なぁ……煽る気満々だろ」

「当たり前じゃない！　突っ込みどころ満載の思い込みの果てに馬鹿なことをやらかした勘違い女の最後の見せ場なのよ!?　晴れ姿じゃない……見世物として」

「お前、地味に酷い。誉めてるのか貶けなしてるのかどっちだ」

「三割くらいは誉めてる。ちなみに一言で言うと『頭の足りない負け犬』で良いと思う。どう考えても立派な貴族令嬢になるべく努力した方が望み叶うじゃん」

「容赦ないな!?　事実だが」

「酷いと言うなら認めるなよ、ルドルフ」

「……失礼しますね」

　手招きするルドルフに返事をしつつも拒否したら将軍に抱き上げられて運ばれた。

　ええ～、またかよ！　せっかく、面白くなりそうなのにー！

　降ろされたらルドルフが腰に手を回して固定してくるし。動くなってことかい。その間にも姉妹喧嘩はヒートアップしているようである。近くで見たい。むしろ煽りたい。

「アデライドはな、未だに俺を幼馴染としか見ていないんだよ」

「は？」

「俺とワイアート姉妹は幼馴染なんだが、アデライドはワイアート家の当主、エリザは俺直属の部下としての侍女になったんだ。その時点で道は分かれたのにまだその頃と同じだと思っている節がある」

「ちなみに姉妹の道が分かれたのは何歳の時？」

「十歳くらいだな」

「……。アデライドに同情できない。そりゃ、エリザは怒るよ」

　現在、彼らは二十三歳。十三年も侍女という名の直属の部下をやってきた以上は忠誠心・能力共にルドルフに認められているんだろう。エリザも十分そのことは理解しているはず。

　姉が己の責務を放棄したことも。

　自分のこれまでの努力が『行儀見習の侍女』程度だと思われたことも。

　主であるルドルフに迷惑をかけたことも。

　全てが許しがたく、同時に情けないのだろう。自分のことしか考えていない姉に怒り心頭なわけね、だからあの状態か。あ、エリザが平手打ちしてる。怪我は治してあげるから好きなだけおやり。

「俺がこの計画を立てた時、わざとアデライドに知らせるようにしたんだ。結果、エリザを拉致して監禁し自分が成り代わるという暴挙に出た」

「幸せな頭をしているんだね、できるわけないじゃん」

「まあな。エリザは直に助け出して元々決まっていた婚姻をさせたんだ。一番安全だしな、ワイアートは子爵、カルリエドは伯爵で身分が上だ。その奥方を拉致したことになるから……」

「姉妹だろうと言い逃れできないってことか」

「そういうこと。アデライドとしては妹に対しての行動だと思っているし、ワイアート夫妻も姉妹喧嘩の延長ということにしかねないからな」

「じゃあ、ワイアート家はアデライドの味方？」

「いや。アデライドは見聞を広めるために留学をしていると思っている。滞在予定の場所経由で定期的に家に手紙を出すよう指示してあったから、家に居なくても不思議はない」

　アホだ。誰だってそんな計画成功するとは思わんぞ、普通。個人の問題じゃ済まないだろう、どう考えても。それに本物のエリザにしても疑問に思う行動があるんだが。

「あのさ、侍女の規律に主の情報を漏らしちゃいけないってあるよね？」

「あるぞ？」

　ルドルフ、良い笑顔だな。私が言いたいことに気付いてるよね？　お前が主犯か。

「じゃあ、アデライドが中途半端に情報を持ってるのは以前からルドルフ公認で嘘を交えて流したから？」

「もちろん！」

「うわあ……恋愛対象以前の問題か」

　信頼されてないんだね、アデライド。しかも直属の部下であるエリザを侮辱されてルドルフも怒ってるから処罰もかなりキツイものになると推測。では、私もこの際だからささやかな報復をしようか。いいよね？

「アデライドさーん！　こっち向いて♪」

「え？」

「お？」

「あら、ミヅキ様？」

　アデライドだけじゃなくほぼ全員がこっちに注目する。おお、アデライドが睨みつけてくるよ！

ルドルフが抱き寄せてるように見えるもんね、羨ましかろう、口惜しかろう！

「ルドルフ」

　にこりと微笑んで腕をルドルフの首に回し。

「なっ！」

　ルドルフの頬に唇を押し当て視線のみアデライドへ。ルドルフも急に頭を引かれたから私を抱き締めるような体勢になっている。……いーじゃん、頬にキスくらい。

「貴女じゃ一生かかっても、触れるどころか傍に居ることさえできないわ」

　抱きついたまま挑発的な笑みを浮かべてやる。ルドルフの傍に居ることさえできない女にとって、今の私は嫉妬の対象だろう。

　存分に羨むがいい！　這いつくばって許しを乞えなんて言わないよ、指を咥くわえて見てやがれ。
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「……お前はそういう奴だよな」

「ふふ、今更。痛い目にあわせるよりこうした方が効果的だと思うの」

　お互い小声で会話を交わす。演出なのだよ、協力しなさいって親友！　疲れたように言うルドルフも私の意図を理解しているのか腕はそのままだ。何人かが顔を赤くしてるけど気にしない！

「さすがは鬼畜姫。人の触れられたくない部分を的確に抉るのですね」

　セイルよ、後で覚えておけ。







　　第二十三話　人形の反逆




　盛大な姉妹喧嘩がエリザの圧勝に終わり一段落して。

　アデライドは騎士に拘束され退場していった。トドメを指したのが私とルドルフだった気がしないでもないが、エリザが『自業自得です』と大変いい笑顔で言っていたので誰も口出ししなかった。

　つーか、アデライド……騎士達を敵に回したのは自分の発言だぞ？　セイルでさえ『叩き切るなんて優しさが必要でしょうか』なんて言っていたくらいだし。

　まあ、私は宰相様にやり過ぎだと怒られていたわけだが。いいじゃん、頬へのキスは親愛の証だぞ？　側室扱いなんだから問題ないって！

　そのアデライドはルドルフ直々にかなりキツイ処罰を言い渡されていた。

「バラデュール男爵家に嫁げ。ああ、ワイアート家はエリザの子に継がせる気だから心配するな」

　好きな男の口から他の男へ嫁げ、とはね。アデライドにとっては死ぬより辛いかもしれない。

　だが、いくら格下の男爵家だろうとアデライドのしたことを考えたら甘過ぎる処罰だ。後宮破壊によって潰された家にとって十分特別扱いに見えるだろう。あくまで内々に済ませる処置なのである。もっともバラデュール男爵家には事の次第を告げてあるだろうから今後おかしな真似はできないだろうけど。

　ワイアート家を潰さず、エリザにさえ迷惑をかけない方法を選ぶなら『乳兄弟』という特別扱いに縋るしかない。だが、それはアデライド以外にとっての恩情だ。ルドルフの手で殺されるなり処罰された方がまだマシだったろうね。だからこそルドルフは最も苦しめる扱いにしたのだけど。

「お前はエリザの誇りを踏ふみ躙にじりワイアート家に反逆の汚名を着せ、更には俺を裏切った。だからこそ、簡単に死ぬなど絶対に許さない」

　そう言いきったルドルフの顔は嫌悪しか感じられなかった。幼馴染という関係に甘んじて許されると信じていたアデライドの希望を打ち砕いて。

「貴女にとって陛下はルドルフという個人でしかないのね」

「え？」

「貴女ほど陛下の努力や犠牲にしてきたものを軽く考えた愚か者はいないってことよ」

「貴様は我々の策によって王妃の成り手が無ければ自分に話が来ると思っていたようだが、その可能性は皆無だ。側室にすら選ばれなかったのはワイアートの次期当主だからではない」

「幼馴染という関係だろうと特別扱いされることはありません。貴女は無駄なことをしたんですよ」

　ルドルフの側近であるエリザ、宰相様、セイルの最後の言葉の重さを彼女が理解できる日は来るのだろうか？　幼馴染だろうと信頼できないなら切り捨てるのが王なんだよ？　ルドルフを『王』と思わなかった奴が皆に嫌悪されるのは当たり前だぞー、アデライド。

「で、断罪すべき人がもう一人居るんだけどエリザはどうする？」

　一段落ついた後に思い出すのは誘拐事件の元凶。なんだっけ……銀髪美人だけど良くも悪くも印象に残らない大人しい子。

「私はミヅキ様の侍女なのでしょう？　喜んでお供しますわ」

「そう、宜しくね」

「ええ」

　にこやかに笑い合う私達。仲良くなれそうだ。

「なあ、あの二人を相手にしてオレリアは無事だと思うか？」

「誘拐事件の主犯ですから哀れむ必要はないかと」

「人としての尊厳は……」

「では体を張って止めてください」

「………」

　何を物騒なこと言ってるかなー？　やられたらやり返す、これ常識。

「エリザ、これ身に着けて」

「これは……？」

「万能結界付加の指輪。あの人、何するか判らないよ」

「ありがとうございます」

「いきなり転移法陣で誘拐する行動力があったとは意外だったけど」

「そうですね……私も彼女が行動するというのは意外でしたわ」

「開き直って欲しい物は奪い取ることにしたのかねぇ？　その根性だけは褒めてもいいかも」

「まあ、女の開き直り如きではルドルフ様はものにできませんわよ？」

　そんなやりとりにセイルは剣の柄に手を添えながら呟いた。

「武力行使は確定なんですね。私も加わりたいと思います」

「セイル……お前までやる気なら誰がミヅキを止めるんだ」

「私が動いたところでミヅキ様が止まってくださるとお思いですか？」

「……。引き摺って来るくらいは可能だと思いたい」

　オレリア嬢、命のカウントダウン開始。




　　※※※※※※※※※




「オレリア様をお連れしました」

　騎士に挟まれてオレリア嬢は中庭へとやって来た。綺麗なんだけど感情があまり表れないから人形みたいな印象なんだよね。『居る』というより『在る』に近いというか。どんな用件で呼ばれたか判っているだろうに彼女は無表情。

「……お戻りになられましたのね、ミヅキ様」

「ええ。セイルリート将軍が迎えに来てくださいましたので」

　一応側室ってことになってるから最初は姫モード。これからのことを思えば上品ぶっても意味がない気がするけどね。エリザは私のすぐ傍に、セイルはいつでも私を抱きかかえられる状態だ。……誘拐された時のこと気にしてたのかい、将軍。

「ど……して」

「え？」

「どうして貴女が選ばれるの？」

　呟くように問い掛けてくるオレリア嬢。無表情でやるな、怖いから。

　その声に反応し、エリザは後方へ、セイルは剣の柄を握りつつ私の腰に片腕を回す。早くも戦闘の予感。ちょ、セイル叩き切るなら私を放してくれない？　返り血浴びるよ、このままじゃ。

　じーっとセイルに目で訴える私と微笑んだまま更に抱き寄せるセイル。わざとだね？　間違いなくわざとやってるよね!?　私が不安がって縋るような女じゃないと知ってるだろうが。

　一見、騎士が姫を守っているように見えるが違う。捕獲だ、これ。乙女ゲームは嘘吐きだよな、巻き添えは嫌だって言ってんだろ、離しやがれ！

　……。

　離す気がないようなのでこのまま続行。うう、事情を察した皆さんの視線が痛い。

「私に選択権はありませんわ」

「選ばれた、と？」

「ええ」

　私の答えにオレリア嬢は初めて表情を動かした。憎悪のせいか綺麗な顔を醜く歪めて叫び出す。

「なんで貴女がっ……貴女がセイルリート様に守られているのよ！」

　……は？　なんですと？　今、何て言った？　このお嬢さん。

　ああ、皆固まってるねー。予想外どころか斜め上過ぎるだろ、この展開。

「え、誘拐までしておいて別人狙い!?　セイルって美人だけど性格が結構アレだよ!?」

「何て趣味の悪い……！」

「ちょ、お前ら！　セイルも聞いてる！　ばっちり聞かれてるぞ!?」

「落ち着け、セイル！　ミヅキ様とエリザは今更だろうが！」

　ルドルフと宰相様が慌てているが私とエリザはそれどころではない。

　あの、将軍様狙いで何で私が誘拐されにゃならんのですかね？　もしかして人違いだった？

「なんで、なんで貴女が選ばれているのよぉぉぉぉっ！」

　怒鳴り声はオレリア嬢、その他が私と愉快な仲間達。即席でもさすがは主従、それぞれ息ぴったり。それにしてもエリザってば本当にセイルと仲悪いんだねぇ。

　ではなくて。

　ええ!?　目的はセイルなの!?　将軍様が目当てとかマジなのか!?　側室になっておいて何言っちゃってるのさ、姦かん通つう罪ざいとかになっちゃうじゃん！　ルドルフのことかと思って選ばれたって言っちゃったよ!?

「おや……対象が私とは」

「まあ、可能性としてはあるよな」

　あら、セイルも意外って顔してるね。ルドルフは私達の反応に慌てただけでオレリアの告白に対しては腕組みして呟く程度。あの、ルドルフ？　一応、目の前で奥さんの一人に「他の男が好きです！」って言われたんだけど？

「ルドルフー、こういう場合ってどうなるの？」

「セイルが欲しいなら降嫁させてやるぞ」

　思わず素に戻って聞いた私に淡白なお答えが返ってきた。おーい、それでいいのか？　……ああ、そう。要らないの。

「……だ、そうです。将軍様お返事をどうぞ！」

「お断りします。彼女が自分に必要だとは欠片も思いませんので」

　満面の笑みで徹底的に拒絶しやがりましたよ、この男。空気読め。もっと他に言い方があるだろうに煽ってどうする。……もしやムカついてたのか、誘拐の件で。

「何故守られているか、という質問に対してですが。……仕事だからですよ」

「セイルは俺の命令でミヅキの護衛の任についている。そこに個人の感情はないぞ？」

　そだね、私もそう思う。頷いちゃうぞ、セイルに引っ付かれたままだけど。つーか、他にも護衛の騎士がいるんだからセイルの事情も察しようよ？

「何を言っているのよ！　あんなに大事にされて、笑顔を向けられて……！」

「微笑みは標準仕様だし、本当の笑顔の時はマジでろくなことを考えてないよ？」

「今だって抱き締められているじゃない！」

　その言葉に周囲は私を気の毒そうな目で見る。これ捕獲だってば。そもそも恋愛感情なら人前で抱き締めるか？　だが私の反応を将軍様はお気に召さなかったようだ。嫌な感じに笑みが深まる。

「そうですね、せっかくですのでこの場で求婚してみましょうか」

「[image: え]」

「おい!?」

「待ちなさい、セイル！」

　皆の声を聞かずに一度体を離して私の手を取ったまま跪く。ちょ、やめれ！　一体、何を言う気なのさ!?

「お慕いしています」

　火に油を注ぐでない！　オレリアの目の前で何言ってるのさ、嫌がらせにもほどがある！

　……この嫌がらせは『私達に対して』だろうね。ええ、それくらいは察せるとも！

「ルドルフ様」

「な……何だ？」

　ルドルフもやや引き気味に応えているあたり、セイルが何を言い出すか予想がつかないのだろう。

　頑張れ！　多分、皆の期待を一身に背負っている……はず！

「ミヅキ様を妻にいただきたいのですが」

「えーと、それはだな……」

「十年前の功績では足りませんか？」

「そ……それはっ」

　紅の英雄出してきたー！　ちょ、それトップシークレット！　脅迫だ、脅迫！

　オレリア以外が内心絶叫する中、ルドルフから視線を私に戻し、手に口付けて一言。

「愛しています」

　油どころかガソリンを投下するか、貴様。その後の対応としては

　一・にこやかに拒絶

　二・そのまま受けてオレリア嬢討伐

　さあ、どっち!?

　この状況で言うってことはオレリア嬢を怒らせて先に手を出させたいんだろうけど。……うっかり頷くと私もヤバそうな気がするのは何故だろう？

「空気を読んでくださるんですよね？」

「言葉を覚えるな、私を利用するな」

「こんなに想っていますのに……どこが至らないのでしょう」

「腹黒くてＳ属性の恋人は精神衛生上良くないと思うんだ」

「同類じゃないですか、ミヅキ様と」

「私は鬼畜属性を隠しません、恥じることも反省も無し」

「……更に酷く聞こえるのは気のせいでしょうか」

「人間、誇れば短所も長所と化す！　異議は認めない」

「貴女という人は……本当に予想外のことばかり口にしますね」

　呆れたような言葉とは裏腹に悲しそうに目を伏せると、セイルは立ち上がり私を抱き締めてきた。

　この状況は私の言葉や据わった目を隠すためのものだよね？　私にオレリア嬢の的になれと？

　セイルよ、お前の口角が吊り上がったのばっちり見えたぞ!?

　ああ、オレリア嬢の殺気がひしひしと……！　私達と彼女のこの温度差は一体何。

「許さない……私はもう想うことさえできないのに」

　涙を流しながら片手を胸元にあてる。しまった、魔道具か！

　さすがに状況を察したセイルが腕の中に閉じ込める形で私を庇う。万能結界だから余程のことがない限り攻撃は届かないだろうけど……オレリア嬢って魔法使えるほど魔力あったっけ？

「死ねばいいのに！」

　叫びと共に炎が私とセイルに向かってきた。まるで生きているように私達を取り囲むけど熱は一切届かない。ふうん、これが彼女の魔法ね。

「申し訳ありません、ミヅキ様。詠唱されていれば防げたのですが」

「魔道具だから警戒しても無駄だよ。それにしても……このままじゃオレリア嬢はただじゃ済まないだろうね」

「それはどういうことでしょう？」

「この魔道具の性能による。自分で使った魔法なら力尽きれば消えるけど……」

　魔道具について習った時、黒騎士達に言われた言葉を思い出す。

『魔道具は本来、攻撃魔法は付加できない。対象を認識できないからな』

『自分と繋げて攻撃魔法付加の魔道具を使うこともできるが、制御は本人がしなきゃならん』

『魔法に不慣れな者が長時間の制御をした場合、そいつの精神にかなり負担がかかる』

『精神崩壊する場合もある。気をつけろよ』

「魔道具を使っているってことはオレリア嬢は単独で魔法を使えないってことでしょ？　制御しきれるかどうか」

「精神崩壊した場合は？」

「暴走する。魔道具の魔力が尽きるまで」

　オレリア嬢……貴女は私達どころかルドルフでさえ巻き添えにする気かい？　役目的にも個人的にも、それは許せないよ？

「セイル、私が行くからちょっと離して」

　私の言葉にセイルは表情を険しくさせる。仕方ないでしょ？　魔法勝負だったら私しかできないんだから。

「私のために争ってくださるのは嬉しいですが」

「それはない。私が気に食わないだけ。やられたらやり返すのが礼儀なの」

「やれやれ……少しは合わせてくださっても宜しいでしょうに」

「セイルが女装して『私のために危険を冒さないで！』とか乙女チックに言うなら、その場の勢いとノリでお願いを聞いてあげよう。ネタにしか思われないし」

「……。ルドルフ様のために頑張ってくださいね」

　肩を竦めると諦めたように腕を緩めた。溜息吐きたいのはこっちだっつーの！

　一体何時の間に騎士様争奪戦になった。一人の男を巡って争う修羅場か？　キャットファイトをやれと？　絶世の美人（男）を巡って争うとかポジション間違えてないかね、争ってないけど。

「オレリア嬢～？　そろそろ黙ろうか？」

「貴女なんて、貴女などに……！」

「頭冷やせ」

　ぱちん、と指を鳴らす。狙いはオレリア嬢の頭、上から水が降ってくるなんて思うまい。そして怯ひるんだ隙に本命の魔道具を破壊する。魔道具って魔石を壊しちゃえば役に立たないしね、魔石をピンポイントで狙えばオレリア嬢も無事だろう。まあ、頭を冷やせ。報復はこれからだ。

　思ったとおり止んだ炎に笑みを浮かべると、私はセイルの前に立ち周囲に無数の氷の破片を浮かべる。綺麗な光の欠片は皮膚をたやすく切り裂く冷たい刃。きらきらと輝くそれに本能的な恐怖を感じたか、オレリア嬢は一瞬体を硬直させた。

「魔法で攻撃したなら同じく魔法で報復を。覚悟はいいか」

「く……貴女、なんて、選ばれただけじゃない！　自分でなにもしなかったくせに……！」

「選ばれる価値があったことを誇ってどこが悪いの？　価値のない自分を正当化して八つ当たりする奴に言われたくないわね」

「なんですって！」

　オレリア嬢の目は血走っている。精神崩壊とはいかないけど正常な判断はできていないに違いない。だからといって手加減してやるほど優しくはないのだけど。

「抗わなかったから側室になったんでしょう？　言われるままに抵抗もせず」

「わたし、は……っ」

「そのままでいれば良かったのに。振り向いてもらえないのは側室だからだと自分に言い訳できたのに」

「私は側室などになりたくはなかった！　何も知らないくせに！」

「初めからセイルに相手にされてなかったんだよね？　だから想っていると気付かれなかった」

「う……うるさい、うるさい！」

「そんな貴女だから」

　ゆっくりと口を動かす。笑みを浮かべて告げてやろう。

「この国にもセイルにも必要とされない、愛されない」

　音もなく氷の破片がオレリア嬢を切り裂く。個々の欠片は小さいから傷が浅い分、無数の傷がつく。しかも地味に痛い。僅かに赤い糸を引いたまま氷片は私の周囲に集い空気に溶けた。
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　心の傷を抉ってあげるよ、オレリア嬢。覚悟はあったんでしょう？　だけど決定打は一番の被害者に譲ってあげる。貴女も彼にトドメを刺されるならば嬉しいでしょ？

　顔だけでなく体中を朱に染めてへたり込むオレリア嬢をセイルはいつもの微笑みで見つめる。

「オレリア様。私は貴女のことなど、どうでもいいのですよ。貴女がどれほど傷を負っても手を差し伸べる気はないのです」

「セ……セイルリート、様。貴方はいつも優しかったのに……」

「ああ、貴女に紅は似合いませんね。先ほどのミヅキ様は氷だけでなく朱を纏っていて、とても綺麗だったでしょう？　ただ惨めに汚れただけの貴女とは大違いです」

「私、は……」

　血塗れに綺麗も何もないだろうに、わざわざ嫌な言い方するね。ただでさえ誘拐事件を気にしているのに原因が自分とか……。

　オレリア嬢。セイルは絶対に貴女を許さないと思うよ？　騎士としても個人としても。

「貴女は表面的な部分に憧れただけなのです。貴女の望む『セイルリート』という男など存在しません。不愉快ですから名を呼ばないでくださいね」

　綺麗な顔の将軍は穏やかな、けれど何の意味もない笑みを浮かべてオレリアに告げる。それは彼女にとって最も惨ざん酷こくなことだったろう。……自分はセイルにとって何の価値もないのだとはっきり言われたのだから。

　そして彼女の狂気は終わりを告げた。……所詮、その程度だったのだ。







　　第二十四話　一段落した後に




　中庭での騒動が一段落し、現在は後宮の一室に私、ルドルフ、宰相様、セイル、エリザがテーブルを囲んでいる。護衛の騎士は部屋の外に待機しているので身内での話し合い。エリザは私が来てからのことを知らないし、私はアデライド関連のこと……というかアデライドのことを知らなかったしね。

　まあ、部外者には言えんわな。イルフェナにとっては私に対する能力テストみたいな扱いっぽいし。気付かなくても役目は果たせるから、ということみたいだけど気付かなかったら魔王様にはお叱りを受けると思う。

　祝・説教回避。実力者の国の王子様が減点対象を見逃してくれるとは思わん。

「本当にすまなかった！」

　座ったままルドルフが頭を下げる。えーと……何が？　首を傾げると宰相様が深々と溜息を吐きながら事情説明をしてくれた。なるほど、説明役は宰相様に投げたか。

「アデライドのことです。本来なら知らせなければならなかった」

「ああ、そのこと。あれは私が自分で気付くべきことじゃないの？　それに最初から疑う要素しかなかったし」

「「え？」」

　あら、皆さん声がハモった。ええ!?　私、そんなにお馬鹿に見えた!?

「初めに顔合わせした時に宰相様達は遅れて来たでしょ？　貴族を足止めするために」

「ええ。私とセイル、アデライドの三人ですね」

「まずそこからおかしい。何でルドルフの侍女がそっちに居るの？　侍女に足止め役なんて無理でしょ？」

　いくら長年務めた侍女だろうと身分は絶対。貴族の抑制なんてことはできない。そして長年務めているからこそルドルフの傍に居るべきじゃないの？　宰相様やセイルがそっちに居るんだから。

「だから聞かれたくないことがあるんじゃないかと思ってね。実際、あの時間が無ければ私が彼女に知られることなくルドルフに魔道具渡すなんて無理でしょ」

「つまり最初の時点でその三人は警戒対象だったわけか」

「うん。一番違和感があったのはアデライドだね。主の客に茶を出すことさえ思い至らない侍女っているかな」

「あー……いないな」

「私が自炊するって言った時も色々言ってきたでしょ？　ルドルフ達が薬を盛られたことさえあると知っているのに、何の対策もとらない方が不自然だと思うよ」

　確かに普通の姫ならば料理なんてしない。だけど、私は姫じゃないのだ。『大変では？』なんて言ってたけど、あのまま任せて一服盛られたりしたらどうするつもりだったんだろうか。

　状況把握があまりにもお粗末なのだよ、アデライドは。守られる側でしかないからこそ、その可能性に思い至らない。ルドルフ達や殺るか殺られるかの後宮生活を覚悟してきた私とは温度差があって当然。宰相様だって一言も反対しなかったじゃないか、それが最善だと判っていたから。

「で、後は全員さっき言った手段で試してアデライドを敵認定したってわけ」

「……エルシュオン殿下がお前一人で大丈夫だと言い切った理由がよく判るよ」

　こっくりと私以外の全員が頷く。エリザに至っては尊敬の眼差しだ。侍女の仕事面から判断したことが高評価だったらしい。一番怒ってたっぽいからねぇ、彼女。

「私からも一つ宜しいでしょうか？」

「うん、いいよ」

「ミヅキ様は随分と平和な世界で生きていたと伺っていたのですが……何故人を傷つけることに躊躇いがないのですか？」

　ああ、やっぱりそれは気になるよね。セイルの疑問はごもっとも。アルさんにも『人を殺せるか』って聞かれたしね。

「私がこの世界で初めに保護された村ってね、自給自足なの。作物以外は森で狩りをするからそこで生きるなら狩りを覚えなきゃならない。だからこの世界のことを学ぶ上で必要事項だったんだよ」

「まあ、辺境の村ではそれが普通ですね。店自体あまりないでしょうし」

「狩りが出来ないことは飢えに繋がる。だからこの世界の常識と同じくらい重要視されて、徹底的に覚えさせられたの。もちろん、狩りだけじゃなく、その後の解体作業もね。血や殺すことなんて慣れないから最初は苦労したよ？」

　だけどそれは『この世界で生きる』以上は必須だった。私を一人養うくらいは大丈夫だと言ってくれたあの村の人達はそれでも私に狩りを覚えさせたのだ。それはただ日々の糧かてを得るというだけではなく。

「異世界人である私にとってこの世界は生きにくい。魔物だけじゃなく盗賊に遭遇することもある。そんな時に自分の身を守る術がなかったら？　殺すことを躊躇ったりしたら？　そう言った可能性を踏まえて『生きる術』を教えてくれたんだよ」

「なるほど。村人達は貴女に様々な意味での生きる術を教えた、ということですか」

　伝承の残る村なのだ、以前にも異世界人を保護した可能性は高い。だが、保護した人物が生きていけなかった……もしくは殺されたということは無かっただろうか。私のように平和な国に生きていたら血を見ることさえ拒絶する可能性がある。誰かに守られるばかりでは生きていけない──村人たちはそれを知っているからこそ誰もが私の教育を手助けしてくれたんじゃなかろうか。

「だから私はあの村の人達に感謝してる。殺すか殺されるかの状況でも抗う選択肢を与えてくれたから。敵として現れた存在が人だろうと戸惑わない。傷つけるのが嫌なら自分が殺されればいいだけのこと」

「言い切りますね」

「言い切るわよ？　私は敵に先を譲ってやるような性格はしていない。力不足ならまだしも一瞬の躊躇いで負けたら絶対に後悔すると判っているもの」

「その割にお前、器用なことするよな？　オレリアの手当てをした医師が誉めてたぞ？　血が出てる割に傷が浅く太い血管も切ってないって」

「脅す意味合いが強いもの。引っ叩いても余計に怒らせるだけ、でも血を見ると一気に青ざめる」

「貴族の御令嬢は血を見る機会など滅多にありませんからね」

「それが自分だから余計に怖いのよ。後宮生活で学びましたとも」

「それは優しさですか？」

「違う。今後は取り調べが待っているでしょう？　怪我を理由に時間稼ぎをさせないため」

　私の応えにセイルは満足そうに頷く。彼らも王宮という場所で権力争いという名の修羅場を越えて来ているのだ、綺麗事や偽善がどれほど足を引っ張るものか身に染みているのだろう。

　ところで、ルドルフ？　人が話している時に一人でバタークッキー食うんじゃない！　それは私がさっきおやつ用に焼いたものだ、シリアスな話をしてるのに何平然と食べてるのさ。

　私の視線に気付いたルドルフは「うまいぞ？」と笑ってみせた。あ、宰相様が顔をしかめている。

「ルドルフ様、真面目な話をしている時にその態度はないかと」

「ん？　ミヅキが自分を選べる奴だなんて初めから判っていた事じゃないか。利害関係の一致でこの国に来たんだろ？」

「うん」

「だったら王として疑うのはその能力だけだ。結果を出せる人物だと判ってるなら俺はミヅキが誰を殺してもその信頼は揺らがない」

「そうですわね。一人で何とかしろ、などという無茶な計画に乗ってくださっただけでなく結果を出しましたもの。能力的な意味での信頼も十分ですわ」

　……ん？　能力的な意味での信頼『も』？

「そうだぞ、アーヴィ。元々ミヅキという個人は信頼してるんだ。だいたい、綺麗事を言わないで『自分のためだ』って言い切る奴はその結果にも納得してる。言い訳する気が最初からないからな」

「そういえば薬を盛られたりした割にイルフェナでも私の手料理食べてたわね……」

　個人的な信頼は最初から揺らがなかったか。それはかなり嬉しい言葉だよ、ルドルフ。

「敵にならなきゃ何もしないわよ？　それ以上に自分の立場を忘れて個人的な感情に走る奴なら友人としてもお断りだけど」

「当然だろ。俺だってお断りだ」

「はあ……貴方たちは本当によく似てますよ。外見や態度で判断するととんでもないことになりますね」

　え、宰相様。外見で判断できない人の代表は貴方でしょう？　ちら、とルドルフを見るとこっくりと頷いた。ああ、やっぱりそう思われてるのか。

「宰相様に言われたくないかな、外見冷徹で中身おかんな人に」

「おかん？」

「保護者やお母さん的ポジションの意」

「だよなー。文句を言いつつもフォローを忘れないし面倒見もいい。お前、一度懐に入れると見捨てることをしないもんな」

「最初から身内が厳選されてるんですよ、アーヴィは」

「あら、ミヅキ様から見てもそうなのですね。どうりで宰相に対しての態度が砕けていると思いました」

「……貴方達はっ！」

　宰相様。自分から問題児の纏め役になっちゃってる時点で貴方は立派に皆の保護者。頼れるみんなのお母さん。皆の言葉に自覚があるのか仄ほのかに赤くなってるねー、何て珍しい。

「それでな、今回の報酬だが」

「報酬？　私個人のなんてあったの？」

「ああ。というか今回はお前の報酬しかない。ゼブレストでの戸籍と旅券、あとは俺達の後見だな。これでこの世界での安全はある程度確保されるだろう」

「……何だか色々ありそうなんだけど」

「イルフェナからも同じ物を得られるだろう。……あまり言いたくないが異世界人がこの世界で生きていくためには国の保護が必要なんだよ。利用されないためにな」

　それは知識を、ということだろうか。え、私の魔法ってこの世界の人には理解できないけど？

　首を傾げる私に皆は顔を曇らせる。

「欲しい知識を持ってる……というか、この世界でも有益だとは限らないと思うけど？」

「ああ、利用できるなんてほんの一握りだろうよ。だが、異世界人は無条件で力になると思っている奴も存在する」

「国の有する資源欲しさに戦を仕掛ける国だってあるんです。個人を得ようと考えても不思議はないでしょう？」

「お前なら捕まっても自力で脱出してくるだろうけどな。それでも二つの国に保護されていればかなりの危険を回避できるんだ。護りはあった方がいい」

　何というか……随分と無茶苦茶な発想だ。『役に立つ知識の保有』ではなく『役に立つことをしろ』ってことだよね？　ちょ、監禁フラグが常に付き纏うってこと!?

「馬鹿だと思う。何、その無茶苦茶な考え」

「俺達もそう思う。だいたい、得た利益の数は異世界人の数と比べても極々僅かだぞ？」

「捕まったら全力で逃げるわ、私」

「そうしろ。その可能性がある以上、お前の警戒心の強さと手加減のなさが物凄く頼もしい」

「イルフェナとゼブレストを敵に回そうという国はあまりないと思いますが……気をつけてくださいませ」

「ミヅキ様、敵に情けは無用です。仕留めなさい」

　どうりで警戒心や容赦のなさが誉められるわけだ。本人が無力で危機感ゼロだとどうにもならないもん。魔王様はそういった意識を植え付ける意味でも私にこの役を命じたのかもね。ま、国に戻れば判るけど。

　何やら物騒なことを言った将軍様も居るけどな……え、宰相様も賛成？　マジで!?

「国民に手を出せば抗議・報復が当然だよな？」

「もちろんです。民を思い遣やるのは王の義務ですし、騎士としても剣の振るい甲斐があるというもの」

「セイル、万一の時は暗殺でもなさいな」

「そのつもりですよ」

　ああ、何だが皆が物騒な発想になっていく……。でも、それくらい注意しろってことだよね。皆の教育方針を考えると否定できん。

　異世界で生きていくのは簡単ではないみたいだね、やっぱり。







　　第二十五話　魔導師の帰る日




「……以上が今回の詳細です」

　王座に居るルドルフに報告する宰相様。報告、という形は取っていても実際は全く事情を知らなかった貴族達に聞かせるためでもあった。さて、ルドルフの評価はどうなるかなー？




　　※※※※※※※※※




　後宮に誰も側室が居なくなってから十日、ルドルフは粛清王と呼ばれるほどに無能連中を家ごと潰していった。幾ら何でも早過ぎるんじゃ？　と思ったけど、以前から不敬罪に始まり不正の証拠だの一歩間違えば反逆に該当するものなど十分過ぎる罪状があったらしい。

　何で今までそれができなかったかといえば、偏に無能貴族どもが一大勢力となっていたからに他ならない。どんな国も一枚岩じゃないのだ、反発されまくれば強硬手段に訴えることもできない。

　無駄に地位がある同類連中が擁護に回ってしまうとかなり軽い処罰で終わる可能性が高かったことから機会を窺っていたんだとさ。

　そういえば側室も無理矢理取らされたとか言ってたね……まあ、今となってはそれがイルフェナの介入を許す切っ掛けになったわけだが。

　国の後見を受けた側室が後宮破壊に勤いそしむなど予想外だったに違いない。女同士の戦いというより権力闘争だったもんな、実質。寵を競った記憶は一つもない。

　他にはルドルフを侮っていたことが原因だろう。先代が無能だと聞いているからルドルフも同じに見られてたんじゃなかろうか？　警戒対象は宰相様の方だったらしいし。……実際は魔王様のお友達だったルドルフ、地味に凄いな。

　なお、リュカは牢屋番に志願するなり大活躍したらしい。捕らえられた貴族相手に一歩も引かずに一喝で黙らせ恐怖に陥れ。尋問の際もリュカが出てくると震え上がってあっさり自供したというから凄いものだ。ルドルフに対し忠誠心は常にＭＡＸ、我ながら愉快な人を持ち帰ったと思う。

　その頃、私が何をしていたかといえば。

　ルドルフ達が大変楽しそうに仕事に追われる中、暇なのでエリザの嫁ぎ先に遊びに行ってみた。

　領地の人達に『奥方様の友人』として混じり料理を何点か伝授、代わりに腸ちょう詰づめ作りに参加させてもらってお土産をいただく。お土産に貰った腸詰が状態維持の魔法がかかった箱一杯は貰い過ぎだと思うけど、家庭ごとに微妙に味が違うからとそれぞれ自慢の一品をくれたのだ。凄い量になるわな。

　……さすがに魔王様や白黒騎士連中の胃に確実に収まるとは言えんかった。家庭の味が王族・貴族の口に入るなどと言ったら卒倒されてしまう。

　高貴な皆様にそんな物を食べさせていいのか？　と思うのは当然なのだけど。……いいみたい、手紙にも『お土産宜しく（意訳）』と書かれていたから。間違いなく狙いは食い物だ、正確に言うならそれを使った私の料理だが。

　なお、腸詰は予想通り一種類しかなかったのでハーブを入れたものと胡こ椒しょうを効かせたものを応用として紹介、ついでにホットドックを広めてみた。家庭料理として広まっておくれ。私がこの世界に残せる知識なんてその程度。それが自分のためであることなど言うまでもない。




　　※※※※※※※※※




「さて、これが今回の大規模な粛清の全容だ。証拠はいくらでも提示できるぞ？　異を唱えるならば当然それなりの覚悟はあるのだろうな？」

　ルドルフの声にここ十日ばかりの出来事を思い浮かべていた私は我に返る。ああ、漸くこの台詞まで来たか。どんだけ罪状あったんだよ、馬鹿貴族ども。裏方で待機中の私からすれば退屈極まりない時間なのだ、改めて聞くことなんてないしね。

「ミヅキ様、あと少しの辛抱ですわ。……まったく、往生際が悪い奴らだこと」

「エリザ、本性出てる。あと握り拳はやめようね？」

「あ……あら、私としたことが。できる限り優雅に振る舞いませんと。ところで……」

　私の服装に上から下まで視線を向け、残念そうに溜息を漏らす。え、そこまで残念がらんでも。

　この服装駄目？　確かに男装寄りなんだけどさ。

「本当にその服装でいきますの？　せっかく、侍女として着飾らせることができると思いましたのに」

「いや、着飾ってもそれなりにしかならないから。ドレスって動きにくいよ」

「そのようなことはございません！」

「それにドレスだと蹴りを入れたり踏み付けることには向かないよ？」

「……それならば仕方ありませんわね」

「自分で言っておいて何だけど納得するんかい！」

　侍女という名の側近は中々に武闘派らしい。突っ込みにも「強くあることも侍女の嗜たしなみですわ」で済ませている。そういや護衛も兼ねてるって言ってたような。

　現在の私の服装はシャツにズボン、ケープの付いた裾の長い軍服モドキ、ベルトに編み上げのロングブーツ。ゲーム内で私が着ていたギルドの制服だ。黒一色に艶消しの銀ボタンという生産職拘こだわりの品のレプリカ。

　この世界の女性は基本的に足をあまり出さないので一般的な服装でも動きにくいのだよ。割とフレアになってるし、この服装なら通用するんじゃね？　と思って製作。見慣れた物なので製作は簡単だった。……腕輪と同じ要領で作ったから製作過程を聞かれても困るけど。縫い目がないしさ。

　こんなものを作った切っ掛けはルドルフにあったりする。追加報酬として特殊素材を貰っちゃったのだ。

　高価なんじゃ!?　と慌てて返そうとしたけど「ゼブレストにあっても魔術付加の技術がないのにどうしろと？」という現実的な答えが返ってきた。そういや、宮廷魔術師もアレだったしなぁ。

　なのでお返しとして万能結界付加のペンダントを宰相様以下今回の協力者全員分作ってみた。魔術に対抗する手段が少ないのだ、魔法は弾いてやるから特攻して魔術師を倒してくれ。皆にはとても感謝されたので十分対価にはなったのだろう。狙われる国って大変だね。

　私の方も本物そのままの性能は無理でも万能結界・素材の強化・重力軽減あたりは組み込めたので服というより防具に近い認識だ。常に監禁フラグが付き纏うなら用意しておくに越したことはない。大人しく言いなりになる気なんて欠片もないのだ、戦闘準備は万全にしなければ。

　……個人的なことを言えばこの服装を知ってる人が居ないかな、と思ったり。その場合は同じ世界の同じ時代から来たってことだしね。

「お似合いだとは思いますが、それは男装では？」

「細かいことは気にしない！　今後を考えて動きやすい服の方がいいでしょ」

「それはそうですけど……」

　諦めたように溜息を吐くとエリザは私を抱き締める。

「私はルドルフ様に忠誠を誓った身ではありますが、ミヅキ様の味方でもありますわ。どうかそれを忘れないでくださいませ」

「ありがと、エリザ」

「また領地の方に来てくださいね？　皆も楽しみにしていますから」

「うん」

　笑いあって腕を離す。室内の声を窺うと貴族達の追及も終盤に差し掛かったようだ。後は私がルドルフの主張が認められるような『一押し』をすればいい。

「それじゃ行きましょうか！」

「はい。お供いたします」

　そうして私達は扉を開け王座へと歩き出した。




　ギィと微かな音を立てて開く扉に、ルドルフに意見していた男もざわめいていた貴族達も一斉にこちらを見た。エリザを連れているので無関係だとは思われないが見ない顔に戸惑いを隠せないらしい。侍女として潜入した時は侍女や令嬢方中心に会ったから顔まで覚えていないのだろう。

　ルドルフに意見していた男の隣まで来るとにっこりと微笑んで。

「いつまで下らないこと言ってるの？　さっさと失せろ！」

「なっ!?」

　無礼な、とは言わせなかった。指を鳴らして腹に一発、後ろに吹き飛んだ男は何人かを巻き込んで不ぶ様ざまに転がる。……よし、誰も気を失ってないね？　そのまま聞いてろ？

「ルドルフ何時まで付き合ってるの？　誰が聞いても反論のしようがない罪状とその証拠なのに」

「すまんな。俺も何故反論できるのか理解に苦しむ」

「あの罪人どもの仲間なんじゃないの？　明日は我が身だからこそ庇いたいのかしら」

　ざわり、と周囲の貴族達に波紋が広がる。誰もが思っても口にしなかった憶測は私から語られた。だから『気付かなかった』ことにはできない。

　さあ、どうする？　これで後ろ暗いことがない貴族はルドルフの味方をせざるをえなくなった。反論すれば処罰された者達と同類に見られるのだから！　飛ばされた男はゆっくりと起き上がり私を睨みつける。

「無礼な……っ」

「あら、私が無礼なら貴方は無礼な上にこの国の反逆者よね」

「何を！」

「だって」

　魔力を込めた威圧を男に送ってやる。

「罪人達を庇う理由ってそれしかないでしょ？　王の独断ではなく明確な証拠と定められた法に基づく処罰なのに何故不満が出るのよ？　ゼブレストという国の歴史を否定することって誰だろうと許されないでしょ？」

「歴史の否定だと!?」

「貴方の個人的な言い分を支持するなら今まで法によって処罰されてきた人達は、潰された家はどうなるのよ」

「ぐ……それは」

「それにね？　無礼というなら身分制度は理解できてるはず。なのに貴方は王に対して刃向かっている。処罰覚悟で意見しても、自分の言い分が聞き入れられないことを承知しているんでしょう？」

　王が絶対者であるとは言わないが国の決定権と責任は王にあるのだ。意見を無視されても仕方がないのに何故無駄なことをしているのか。ルドルフとて言っていただろう……『それなりの覚悟はあるのだろうな』と。

「そのとおりだな。お前は自分のことばかりで恥ずかしくはないのか？　先ほどからの言葉は自分を見逃してくれと言っているようにしか聞こえなかったぞ？」

「黙らせちゃえば良かったのに。騎士だって王を軽んじられて怒り狂っていたでしょ？　エリザも同じだったし？」

　ねえ？　とエリザを振り返れば「当然です」と力強く頷いた。……宰相様、溜息吐かないの！

「それと彼女のことだがな……」

「私はミヅキ。イルフェナの後見を受けた魔導師でルドルフの親友」

「親友!?」

「側室ではなかったのですか!?」

　おお、予想通りのこの反応。で、王の言葉を遮ったことは無視かい。人のこと無礼だ何だと言うならまずそこを咎めろよ。

「遊びに来たら勘違いして嫌がらせをしてきた馬鹿が居てね？　私が個人的に報復するととんでもないことになるから一時的に側室ってことにしたの。側室なら王の意見が優先されるでしょ？」

「本当に頭の痛い出来事だったな。お前が咄嗟に『側室扱い』を言い出してくれなかったら今頃はお前とイルフェナの報復を受けていた」

「後見を受けている以上は報告の義務があるものね。『私個人』が女同士の喧嘩をやってみたいから、と『我わが侭まま』を言い出したのよね？　それとも」

　すい、と瞳を眇めて笑う。

「個人的な報復を望んでいたの？　ああ、でもその場合って一族郎党が報復対象か。家名を誇るってそういうことですもの」

「その発想やめろ。そいつらは国の法で裁かねばならない罪状があるんだ」

「判ってるって。だから後宮の馬鹿女達は個人として扱ったじゃない！　いくら親友でも王としての言葉なら尊重するわよ」

『遊びに来たら側室に勘違いされて嫌がらせされちゃった。個人的に報復すると色々面倒なことになるから「側室ごっこしたい！　泥沼展開やってみたい！」とイルフェナとルドルフに我侭言ってみました。だからその期間は側室扱いでお願いね』

　簡単に言うとこんな感じ。側室扱いしてたのも理由があったのよ、みたいな？　だからイルフェナの後見を受けた姫ってのも間違いじゃない。なお、これは事前に決まっていたことだったりする。私が祖国へ帰る理由がないし、かといって本当に側室をやる気もない。後見を受ける意味でも仲の良さをアピールしておこうというものなのだ。今後も遊びに来る予定だしね。

　ま、私に仕掛けるよう側室どもに仕向けたけど？　貴族どもよ、この国はルドルフによって報復を免れたんだぞ？　それを覚えておけ？

「別れの挨拶に来てみれば何時までもぐだぐだ言ってる奴は居るし……報復の片へん鱗りんを匂わせないと理解できないのかなあ？」

　言葉と同時に室内を床から徐々に凍結させる。空気中に水を作り出す要素は十分あるのだ、凍結ならばとてもたやすい。そしてこれ……一見怖いんだよね。足元から徐々に凍りついていくからさ。

　ぴしぴしと微かな音を立てながら凍りついていく貴族達にもう一度問い掛ける。

「ねえ、もう一度答えて？　貴方達は法による裁きを望むの？　それとも私個人の報復？」

「ほ、法だ！　法による裁きを望むからっ……助け」

「うるさい、聞かれたこと以外喋るんじゃない」

　バキン、と音を立てて男の足元が砕くだけた。その光景に誰もが息を飲み沈黙する。ふん、この程度の恐怖で固まる奴が王に意見しようなんて思うんじゃない。

「ミヅキ？　そろそろ戻せよ？」

「了解、王様。……もう黙ったみたいだしね。でもこれだけは言っておくわ」

　指を一回鳴らして氷結の解除と蒸発を。そして更なる魔力を込めてより重い威圧を。魔力の影響かケープと服の裾がふわり、と浮かぶ。

「私はルドルフの味方なの。貴方達が貴族として王を諌めるのではなく、個人的な理由で貶めた時は絶対に許さない。……報復を覚悟なさい。敵を野放しにするほど私は優しくはない」

　静まり返る中、何の前触れも無しにもう一つの術を発動させた。その途端、ざわりと貴族たちに動揺が走る。

　ボロボロの姿、けれど武器と防具を纏った騎士の骸骨達は音もなく私の周囲に現れると跪き深く頭を垂れる。その仕草は言葉無き感謝。朽ちてなお国に仕える誇り高い英霊の姿。

　不気味とも奇跡ともとれる光景にざわめく貴族達を無視し、ルドルフに向かって一言。

「じゃ、帰るわ。またね！」

「おう、またな」

　短い別れの挨拶だけを残し軽く手を振ってそのまま扉へと向かう。宰相様は軽く頷き、エリザは深く一礼して私を見送ってくれた。別れの挨拶は済んでいるからこれ以上の言葉は必要ない。役目を終えて私はイルフェナへと戻るのだから。

　何時の間にか姿を消していた英霊達に誰からともなく呟く声が聞こえた。

　──英霊にさえ認められたイルフェナの魔導師、王の友、と。

『ミヅキ、最後のは一体なんだ？』

『英霊達に認められた方がインパクトあるかな、と思って』

『貴族どもが本気で怯えてる……というか尊敬を集めてるみたいだぞ？』

『尊敬？　何で!?』

　……シリアスな展開にしておいて実に申し訳ないのだが。

　あれはホラーゲームの敵側の勝ちモーション。プレイヤーキャラも骨。あらら、噂が流れ過ぎて完全に英霊として定着したのか……。







　　エピローグ




　人が謁えっ見けんの間に集中しているせいか城の中はどことなく静かだった。その中を一人歩きながらここ一ひと月つきほどに思いを馳せる。

　楽しかった、と言えるだろう。裏切りと命の危機を常に感じているような時間だったとはいえ、ルドルフ達との繋がりを得たのだから。利害も含めこれからも時に頼り、また頼られる友人でいられればいいと思う。

「お送りいたしますよ、ミヅキ」

「あれ……セイル？」

　意識を戻すとこの一月ずっと傍に居た美貌の将軍が微笑みながら声をかけてきていた。思わず来た方向を振り返り「いいの？」とあちらを指差し首を傾げるとセイルは笑みを深める。

「ルドルフ様より私一人が護衛として付くよう命じられております。貴女は我が国の客人なのですから」

「あ～……そういえば扱いは客だったね。でも、私なら一人で帰れるよ？」

　セイルがどれほどルドルフを大事にしているかを私は知っている。謁見の間では今まさにルドルフが名実共に王として認められようとしているのだ、側近ならば立ち会いたいんじゃないのか？

　そう暗に問う私にセイルは緩く首を振る。

「いいえ。結果は判っていますので。それに私にとってはもうずっと前からルドルフ様はゼブレスト王であり、我が唯一の主なのです。貴族に認められるか否かなど関係がありませんよ」

「そっか」

「はい」

　それでもセイルの笑みがどことなく嬉しそうに見えるのは気のせいではないだろう。幼い頃から苦労を重ねてきた主がようやく認められるのだから。そして苦労をしてきたのはルドルフの傍に居た彼らも同じ。

「あの連中、ルドルフを嘗めてたもの。きっとこれから苦労するわね」

　貴族連中を思い出し笑いが漏れる。彼らはルドルフを愚かだと思っていたからこそ、隙も多かったことだろう。だが、我が親友殿はそれを許してやるほど甘くはない。ひっそり機会を狙っていた獣はこれから牙を剥くのだ。

「ミヅキのこともありますしね。魔導師を味方につける王など前例がありませんし」

「そうなの？」

「ええ。魔導師は個人主義ですから……仕えるということをしないんですよ。友となる場合はあったようですが」

　なるほど。私が居ることもルドルフ達の強みになるわけか。だが私以上に確実な味方が居る。

「紅の英雄もいるしね？」

「ええ。いつか貴女と共に戦場に立つことがあるかもしれませんね」

　どこかうっとりと笑うセイルは私が躊躇いなく敵を倒せる人間だと知っている。それを踏まえて口にしているのだ、その時は「散歩に行きませんか」程度の気安さで戦場へと誘うだろう。全ては主と定めた人のため。

「あるかもね。その時はきっと最悪の魔導師と呼ばれてみせるわよ」

「最悪……ですか？」

　軽く首を傾げてセイルは問う。

「そう。善悪なんて関係ない、自分のやりたいことをやるの。勝ち負けに拘れば次の機会を作るだけでしょ。そんな気を起こさせないような決着をするなら……」

「なるほど。どちらにも得る物がなく、攻めた側には無駄足を踏ませるという意味ですか」

　セイルの言葉に頷き肯定する。魔導師や英雄が戦場に出れば相手だってそれなりの用意をするだろう。結果、犠牲と負担ばかりが増える。ならば初めから双方に手を引かせる方向を目指した方がいい。

「貴女は私と似ているのに、明らかに違うんですね」

「え？」

　足を止めたセイル同様に私も足を止め、自分より高い位置にある綺麗な顔を見る。そこに浮かんでいるのは……興味、だろうか？　面白い物を見つけたような、喜んでいるような表情だ。

「容赦のなさも惨酷さも持っているのに、結果だけを見ると貴女はとても優しい。貴族に血塗れ姫と呼ばれながらも成したことは他者から見れば正義でしょう」

「ルドルフの側から見ればね」

　セイルが自分の意見を語るなんて珍しい。まあ、今まで仕事扱いだったから無駄口叩かなかっただけかもしれないが。

「……もし」

「ん？」

「もしも戦場で紅の英雄に出会ったら。貴女はどうします？」

『紅の英雄』が示すものは主のための殺戮だ。あの庭のように、いや庭以上に多くの屍が転がり周囲は赤に染まっていることだろう。そこに立つセイルを見つけたら？

「とりあえず……怪我がないか心配するかな？」

「は？」

「いや、ルドルフのために殺してることは判ってるから。だから怪我の心配？」

　優先順位を考え真面目に答えるとセイルは呆けた表情をした後、固まった。何故だ。

「それは……重要ですけどね。血塗れた英雄相手に思うことはないのですか？」

「乾いたら面倒だから一応洗う、食料を与えてみる、戦況を聞く、あとは……」

「……あとは？」

　微妙な表情で聞いていたセイルが先を促す。それに対しにっこり笑い。

「散歩に行くくらいの気安さで戦場に誘うわ。『さっさと終わらせてルドルフの所に帰りましょ？』ってね！」

　その答えを聞いた途端、セイルは声を上げて笑った。

「く……ははっ！　そうですね、貴女なら確かにそう言いそうだ」

「そこまで笑うか」

「いえ、あまりにも貴女らしくて」

　軽く睨むもセイルは笑ったまま。そのまま私の片手をとってダンスを誘うように礼をする。

「その時は私の誘いにも乗ってくださいますか？」

「喜んで」

　互いに顔を見合わせて笑い合う。殺伐とした役目の最後にこんな時間があってもいいかもしれない。……その内容が随分と物騒なことは別にして。

　ふと声が聞こえたような気がして二人揃って振り返る。すると何故か脇の茂みからルドルフが飛び出してきた。呆気に取られる私に対し、セイルは予想していたのか苦笑している。

「……。あんたどこから来たのよ」

「……っ……隠し、通路から！　出てくる場所、合ってた、な」

　走ってきたせいで息切れしつつ、勢い余って転びそうになりながらもこちらを振り返っていい笑顔を向ける。

「ルドルフ様はお忍びを好まれますからね」

「ああ……お忍びに隠し通路使ってたの」

「それだけでなくルドルフ様は常に狙われておいででしたから。何があっても生き延びるためには隠し通路全てを把握しておくことが有効だったのですよ」

　なるほど。城内で狙われることも当然多かったルドルフは下手に争って厄介なことになるより、逃げて機会を窺うことを選んだのか。おそらくは今回貴族達を糾弾した証拠の幾つかも隠し通路経由で手に入れていたのだろう。

「それはともかく何故ここに？　見送りはいいって言ったし、貴族の糾弾してたんじゃないの？」

「ああ、あれな～……実はあの後」

「身に覚えのある貴族達が恐慌状態に陥りましてね。『罪は認めるから命ばかりは助けてくれ』としか喋りません。我々に請われても困ると言い捨てて来ましたので問題はありませんよ」

　続いた声の方へ視線を向けると見知った顔が二人ほど。

「まあ、これで貴女の見送りができるのですが」

「そうですわ！　やはりお見送りは皆で致しませんと！」

　ルドルフに続き宰相様とエリザまで。皆さんしっかり隠し通路を把握しているらしい。

「あはは～……ちょっとやり過ぎた？」

　やべ、怯え過ぎたら会話にならないじゃん！　小心者め！　へたれ貴族どもめ！

「いや、本人達が自覚してるから問題無しだ。呪われるとでも言っておけば逆らわないだろう」

「ふふっ、あの怯えっぷり！　胸がすく思いですわ！」

　楽しそうに笑うエリザも色々と溜め込んでいたようだ。ま、まあ、ルドルフ達がこう言っているならいいんだけどさ。

「寂しくなるな」

　どこか寂しげにルドルフが言う。そりゃ、騒動ばっかりだったもんな。ある意味充実の日々だったことだろう。

　何となく頭をがしがしと撫でてみたら「髪が乱れる」と言いながらも止めろとは言わなかった。あ、宰相様が「犬じゃないんですから」と呆れている。いいじゃないか、おかん。
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「いいか、ミヅキ！　イルフェナにいづらくなったらいつでもこっちに来るんだぞ？　遠慮なんていらないからな！」

「あは、ありがと。何かやらかして逃亡ってことにならないよう気を付けるわ」

「後宮のお前の部屋はそのままにしておくからな。気軽に遊びに来ればいい」

　笑って頷くと今度は宰相様のお小言……もとい忠告が。

「いいですか、決して無茶をしないように！　権力を持つ者というのは厄介ですからね」

「判ったよ、おかん」

「おかっ……。ああ、もう何でもいいです！　とにかく気を付けてください！」

　溜息を吐くと再度「本当に気を付けるんですよ」と繰り返す。初対面時の見極めるような鋭い眼差しではなく、ただ手のかかる子供を案じるようなそれは随分と温かかった。

「まあ、宰相様ったら母親のよう」

「だよなー、どう見ても」

「すっかり保護者が板についたようですね、アーヴィ」

「貴方達まで！」

　ほのぼのと感想を口にした一同に声を上げるも、楽しげな彼らは笑みを浮かべたまま。やがて宰相様も仕方がないとばかりに笑みを浮かべる。

　漸く変わり始めたこの国の問題は山積だ。だが彼らがこんな時間を過ごせるというのなら、私がここに来た意味もあったのだろう。

「じゃあ、転移法陣へ行きましょうか」

「ええ。……これからはゼブレストへ来る機会も多いでしょうね」

「そりゃ、遊びに来る約束してるしね」

「ふふ、近いうちにまたお会いできる気がします」

　きっと、すぐに。そう小さく付け加え口角を上げたセイルに気付かず、私はもう一度後宮がある方角を振り返る。後宮に咲いていた毒花達はもう居ない。それらを枯らした私もここを去るのだ。

「それじゃ、行くわ」

「おう、またな！」

　来た時とは比べようもないほど穏やかな笑みを浮かべた皆に見送られながら、私は背を向け歩き出した。

　次に訪れる時はもう少し穏やかな時間を過ごせればいい、そう胸の内で願って。





（次巻へ続く）





　　番外編～伸ばした腕が掴んだものは～




　ルドルフは『ゼブレスト歴代の王達の中で最も苦労している』と言われるほど、苦難の人生を歩んでいる。

　頼りなく無能と称された先代に、裏切りの貴族達、そして鉱山を抱えるゆえに他国から狙われる国。クレスト家を初めとする忠臣達が尽力しようとも、最も大きな負担は王族であるルドルフが背負うのだ。幼い頃からその責を自覚していた彼が無邪気でいられた時間はあまりにも短かった。

　だが。

　それでも歯を食いしばり前を向く姿に多くの者が頭を垂れ、彼の支えとなるべく尽力した。

　王を支えるのは臣下の務め。けれど彼には国を違えているにも拘わらず、手を差し伸べる者達が存在した。

　一人は異世界の魔導師ミヅキ。この世界の人間ではない彼女には国など些細な障害にもなりはしない。

　もう一人はイルフェナの第二王子にして『魔王』と称されるエルシュオン。自国以外はどうでもいいはずの魔王はルドルフの良き友である。

　最強とも最悪とも言われる二人は『ゼブレスト王』と『ルドルフという個人』という双方の面からの信頼を勝ち取った。

　彼らが何故そのような関係で在れたのかを、人々は知らない──




　　※※※※※※※※※




　穏やかな午後の一時、ルドルフはイルフェナの一室にてエルシュオンを待っていた。目の前には今回の功労者とも言える異世界人のミヅキが座り、その背後には護衛を兼ねてアルジェントが控えている。

　他国の王、公爵子息、異世界人と何とも不思議な組み合わせだが、彼らには身分差によるぎこちなさは感じられない。それは彼らが親しい友人同士であるからなのだが。

「お待たせして申し訳ございません」

「いいって！　急に来た俺も悪い」

　アルジェントが主の遅れを謝罪するが、ルドルフは笑みを浮かべて気にするなと返す。そんな様子をミヅキはカップを手にしたまま不思議そうに眺めていた。

「ルドルフってさぁ、魔王様達のことを信頼してるよね？　周りに人が居ないと呼び捨てだし」

「何だ、突然」

「ん？　ゼブレストでのあんたを知る限りそこまで信頼するっていうのが意外というか。しかも他国の王族と公爵子息って友好国といえども割と警戒対象よね？」

「あ～……確かにそう考えると疑問に思うのか」

　ミヅキの疑問にルドルフは気まずげに頬を掻く。その様子にアルジェントは笑いを含んだ声で助けを出す。

「やはりミヅキにもそう見えるのですね」

「うん。向こうでは親しい貴族って宰相様くらいしか会わなかったし。まあ、必要以上に馴れ合うわけにもいかなかったんだけど」

　報告だけとはいえ、状況を知っているアルジェントは笑みを深める。それは『それでこそ我らが選んだ協力者』と言っているようにルドルフの目に映った。

「まあ、付き合いも長いんだよ。俺が十歳くらいの頃に引き合わされてるし」

「付き合いの長さが信頼とイコールにならない例がありましたね、ルドルフさん。アデライドは幼馴染じゃん」

「……。いや、マジで悪かった。すまん！　お前、半ばあいつのせいで誘拐されたもんな」

「まさか個人的な恋愛事情で迷惑被るとは思わなかったわ～♪　……令嬢達の教育を見直した方がいいと思うな、絶対。側室連中も相当だったし」

「それは俺も同意する」

　後宮での生活を思い出したのか、二人揃って溜息を吐く。アルジェントがルドルフを同情的な目で見ているのは彼とてその実態を知っているからだ。

「お疲れ様でした」と呟き、慰めるようにミヅキの頭を撫でる。……が、続いて「これからは私が傍に居ますよ」と言った途端、ミヅキはアルジェントの手を振り払った。

　しかしアルジェントは気分を害するどころか嬉しそうにしている。嬉しそうな顔のまま振り払われた手を撫でる姿にミヅキの視線が益々冷たいものになった。

　その何とも言いがたい光景の裏事情に心当たりのあるルドルフは脱力し、二人に呆れた目を向ける。

「わかった、昔話をしてやるよ。隠すことでもないしな」

　そう言うとどこか懐かしむようにルドルフは話し始めた。信頼できる友を得た経緯を新たな友に教えるために。

　……決してこの状況をどうにかしようとしたわけではない、と内心で呟きながら。




　　※※※※※※※※※




　ゼブレストはイルフェナの友好国である。それはイルフェナがガルティアと統合される以前からの関係だったが、一時それが危ぶまれた時があった。

　それこそルドルフの父が王位に就いていた期間である。イルフェナは実力者の国と呼ばれるほどなのだ、努力しているならばともかく自ら温ぬるい道に逃げる王に向ける感情は優しくはない。

　結果、ルドルフの父はよりイルフェナと距離を置くようになってしまった。当然それを危き惧ぐする臣下も居たのだが、肝心の王がそれらの声を全く聞かないのだ。どうしようもない。

　何より王にとって良い臣下とは自分に甘かん言げんを囁く者達なのだ……そういった者達と国を憂う者達との溝は深まるばかりであった。

　国を思う者は自然と息子のルドルフへと期待をかけるようになっていった。それが余計に王の劣等感を刺激し親子関係に皹ひびが入ろうとも、そうする他なかったのだ。ルドルフも未だ無邪気な部分はあるものの、彼らの期待に応えようと必死になっていく。

　そんな彼らが後ろ盾にイルフェナを選ぶのは当然といえよう。……イルフェナに認められることこそ、実力者と証明されるようなものなのだから。

　──『認められなかった王』とは違うのだという、決意の表れだったのかもしれなかったが。




「初めまして、ルドルフ殿。私はイルフェナの第二王子エルシュオンと申します」

　にこりと微笑んだ姿は天使のようだとルドルフは思った。だが、ルドルフの護衛の騎士達は奇妙な気迫に一瞬体を硬くする。

　視線を鋭くしたわけではなく、言葉に刺があったわけでもない。闘う術を持つからこそ、奇妙な威圧に反応してしまったといえる。エルシュオンも理由が判っているのか、苦笑するだけで相手を咎めようとはしなかった。

　だが。

　約一名……歓迎された人物はぱちぱちと瞬きすると満面の笑みを浮かべたのだ。

「すっげぇ……！　今のは魔法か!?」

「……は？」

　あまりに好意的……というか好意全開のルドルフにエルシュオンは呆けた顔をする。背後に控える彼の幼馴染達もやや唖然として小さな──彼らは年上というだけではなく、騎士なのでルドルフよりもかなり背が高かった──客人を見つめた。

　エルシュオンは生まれながらに魔力が高く、本人が意図せずとも視線を向けるだけで魔力による威圧を与えてしまう。人は誰しも必ず魔力を持っているので、大抵はルドルフの護衛のような態度になるのだ。

　エルシュオンが何かをしているわけではないのだが、視線を向けられただけで相手は本能的に圧倒的な魔力差を感じ取ってしまう。こればかりはどうしようもないので、イルフェナとしても咎めることはない。

　……それが当然だった。『今までは』。

　何故かルドルフは恐怖よりも好奇心が勝ったらしい。やや緊張した表情をしていたはずの彼は今や歳相応の笑顔だ。いや、無邪気な笑顔は十歳という年齢より幼く見せていた。




『珍しい。物凄く珍しい。何この希少生物』




　滅多に揃うことのない幼馴染三人の心の声が揃った瞬間だった。ただ、隣国の王子に対する評価としてはあまりにも失礼なものである。

　キラキラと目を輝かせるルドルフの視線が微妙に後ろめたいことのある三人に突き刺さり、欠片ほど残っていたらしい良心をずきりと痛ませた。

　人は慣れないことに直面すると新たな自分を発見するらしい。即すなわち……『良心なんて残っていたのか』という自覚。

「何だか判らないけれど、エルシュオン殿下の視線を受けた途端にゾクゾクしました！　ゼブレストは魔法があまり盛んではないのですが、あんな魔法は初めて見ました！」

「いや……まあ、喜んでもらえて何よりですよ」

「はい！　……あれ？　お前達、どうしたんだ？」

　微妙な雰囲気を綺麗に無視してルドルフは上機嫌でエルシュオンを誉め、そして自分が連れてきた護衛が何やら凄い目で見ていることに気付く。

　彼らは驚愕していたのだ……未だ子供の域を出ないルドルフがあの威圧を受けてなお、平然としていたことに。これがゼブレスト王ならば真っ青になるか倒れていたことだろう。

「い、いえ……何でもございません」

「は……お見苦しいところをお見せしました」

　主の言葉と視線に己を取り戻し、ぎこちないながらも彼らは謝罪する。そして同様にエルシュオンにも頭を下げた。

「申し訳ございません。どうか御容赦を」

「御無礼をお許しください」

「いや、君達の態度が当然なんだよ。ルドルフ殿が、その、珍しい反応をしただけだから」

「そ、そうですか」

「……。ありがとうございます」

　微妙な雰囲気で言葉を交わすエルシュオンと護衛の騎士達にルドルフだけがキョトンとしている。威圧を恐れないルドルフからすれば彼らの言葉は全く意味が判らない。

「見苦しい？　……っ！　も、申し訳ありません！　つい興奮して失礼な態度をっ」

「ああ、気にしないでください。こちらこそ謝罪すべきなのですから」

「え？」

　未だ意味が判っていないルドルフにエルシュオンは苦笑しながら理由を話し出す。

「私は生まれつき魔力が高いのですよ。ですから、視線を向けただけであのように……威圧を与える事になってしまう。貴方が連れている護衛の態度は当たり前のものなのですよ」

　ルドルフの護衛達はエルシュオンの言葉に納得し、そして益々いたたまれない気持ちになったのか僅かに俯いた。エルシュオンは自分達の態度に傷つかなかったわけではなく、『傷つかないようになった』のだと感じ取って。

　ただルドルフだけがエルシュオンの言葉に首を捻っている。

「なあ……お前たち、何であれが怖かったんだ？」

「は？　その、エルシュオン様がお話になられたように魔力にあてられまして……」

　自らの護衛に向けたルドルフの言葉に彼以外が困惑した表情になる。だが、続いた言葉はその場に居る全員にルドルフの聡明さの片鱗を知らしめるものだった。




「確かに圧倒的な力は感じ取るだろう。だけど悪意も敵意も無かったじゃないか。どうしてそれで恐ろしいと思うんだ？」




　恐れぬのは幼いからだと決め付けていた者達はルドルフがさらりと口にした言葉に、瞬きすら忘れて彼を見つめた。

　王族である以上、人の悪意や敵意から逃れることなど不可能だ。それは多くの貴族とて同じである。そして守る立場にある騎士もまた悪意や敵意に敏感だ。実際、彼らはエルシュオンにそれらを感じ取ったわけではない。

　ただ……圧倒的な力に『勝手に怯えて警戒しただけ』。

　ルドルフにとってはエルシュオンの持つ魔力など個人に付随するものでしかないのだ。だからこそ恐れない……恐れる必要はない。エルシュオンが敵意を向けない限りは。

「魔力の高さで人格を評価などしない。髪や瞳の色で性格が決まるのか？　決まらないだろう？　生まれなど誰も選べないのだからそれで個人を評価する方が本質を見誤るんじゃないのか」

「そうは言ってもねぇ……本能的な恐怖というものは中々消えないものだよ？　現に私に近寄ってくる動物は居ないのだから」

「そりゃ、あいつらにとっては『食う』か『食われる』かしかないんだから仕方ないんじゃないか？　それに逃げられても牙を剥かれたことはないだろう？」

「あ、ああ、そういえばないね」

「害する気がないことは判ってたんだよ、そいつらも。人間で言えば『近寄りがたい』っていうだけじゃないか？　身分みたいなもので」

「……！　そうか、そういう見方もあるんだね」

　つい普段と同じ口調で話してしまっているルドルフにエルシュオンは流されるように会話を続け、やがてそれ以上の反論を止める。僅かに浮かんだ笑みはこの幼い王子の言葉に納得し、それを嬉しく思ってのものだろうか。感情を隠す術に長たけていると言われる彼は、思わず表情に出すほどルドルフの言葉が嬉しかったらしい。

　だが、彼は個人である前に王族である。今回のことは友好国の今後を左右する人物を見極めようとしていたエルシュオンにとって予想外の、けれどルドルフという個人を知る重要な判断材料であった。エルシュオンはそれに対する答えが出たと判断したのか、一瞬だけ背後に視線を向ける。背後に控えた彼の幼馴染達も今はルドルフに対する認識を改めたのか、微笑ましげな雰囲気を消し去り敬意を向けていた。その表情は国に仕える騎士のもの。

　エルシュオンは一度考えるように目を閉じ、再び開いた時にはそれまでの温い空気を殺そぎ落としてルドルフに視線を合わせた。がらりと変わった雰囲気に思わずルドルフも背筋を伸ばす。

「ルドルフ。君は……王になるかい？」

　それは確認だった。エルシュオンはイルフェナと個人的な繋がりを作りたいというルドルフ達の目的に気付いているのだろう。……いや、『知っていた』というべきか。それを踏まえてルドルフの意思を問うているのだ。そしてルドルフははっきりと頷く。

「ああ。もちろん」

『例えそれが父親を倒す事になっても』

　そんな決意を匂わせつつ、ルドルフは短く答える。内心の葛かっ藤とうを抑え込むかのように硬く握り込まれた手に食い込んだ爪が掌を傷付けるが、それでも視線を逸らさない。

　エルシュオンにはそれで十分なようだった。口元に満足げな笑みが浮かぶ。

「ならば私は君を支持しよう。国の決定には逆らえないが、個人的に君と友人となることで繋がりを明確にできるだろう」

「いいのか!?」

「ああ。これまでの会話で十分だよ。君が王となるなら我が国も友好国を失わずに済みそうだ」

「ありがとう！」

　ルドルフは躊躇いもなくエルシュオンの手を握り締める。それに驚いた様子を見せつつも、エルシュオンはしっかりと握り返した。




　この日、二つの国に新たな繋がりができた。それは孤独を抱える王子二人が新たな友人を得た日でもあった。




　　※※※※※※※※※




　──十数年後、イルフェナにて──




「……というわけだ」

「ああ、それでいきなり多数の側室を持つことになったのかい」

　今やすっかり青年となったルドルフは隣国の友人の所へ来ていた。表向きは外交なのだが、そうなった経緯は友人であるエルシュオンからの手紙である。

『結婚おめでとうと言った方がいいかな？　随分と女性を囲っているようだね』

　そんな言葉から始まる手紙には明らかに苛立ちが透けていたのだ。さすがに手紙で済ますわけにもいかず、宰相の勧めもあってイルフェナ訪問となった。

「前も思ったけど、ゼブレストの貴族って大丈夫なのかい……」

「それは俺もヤバイと思う。十年前にまとめて始末できなかったことが悔やまれる」

「ルドルフ、一応ここは他国なんだけど？」

「エルシュオンはこの程度の話なんて今更だろ？」

　十年前、本格的に戦の始まる直前にエルシュオンはルドルフを訪ねている。その頃のルドルフは日々の暗殺から精神的にも疲れ、冷めた目をする少年となっていた。エルシュオンはそんな友人を案じてゼブレストにやって来たのだ。戦の情報を手にしたこともあるだろう。

　その際、実力者の国の王子様はルドルフを狙う刺客を『自分を襲った』と言い張り返り討ちにしている。その直後ゼブレスト王に謁見を申し込み、散々脅迫めいた言葉を吐いた挙句に『ルドルフと友人であること』を貴族連中に知らしめたのだ。というか、それが来訪のもう一つの目的だった。

　その結果ルドルフの背後にはイルフェナが付いているとの認識が広まり、内部からの刺客が一時的に途絶えたからこそルドルフは生き残ったと言える。自身が巻き込まれるという形をとって守りに回ってくれるエルシュオンはルドルフの苦難と全くの無関係ではない。もちろん、それは自国のためでもあるのだが。

「本当に腹立たしいよね」

「そうだろうな。すまん、イルフェナにも迷惑をかけるかもしれない」

「違う。……私が苛立っているのは君に対してだ」

「……は？　俺ぇ!?」

　驚くルドルフの胸倉を掴みエルシュオンは微笑んだ。それはとても美しい怒りの表情だ。声を上げたルドルフが思わず口を噤つぐむほどに壮絶な。

「自力で何とかしようという姿勢は好ましいが、君は本っ当に私を無視してくれるよね。少しは頭を使いなよ」

「いや、お前は他国の王族だろうが。迂闊に巻き込んで迷惑を掛けるわけにはいかないだろ？」

「その程度の火の粉など振り払えばいいだけだろう！」

　もちろん、エルシュオンとて内政干渉をする気などないだろう。頼ってくれない寂しさと頼る価値がないほど無能と思われたのかという悔しさが混ざった八つ当たり。誰が見てもそうとしか言いようが無い。

　エルシュオンがそんな態度をとることなど非常に珍しいのだが、今のルドルフはそれに気付かない。その事実に彼はルドルフの余裕の無さを悟ったのか、僅かに眉をひそめる。

　そしておもむろにルドルフの手を取るとその掌を本人に見せつけた。

「これは何かな？　君は困った時、一人で耐える時、掌に傷を作る癖があるよね？」

「……そんな癖、あったか？」

「癖というより無意識の行動なんだろうね。口にできないからこそ、抑え込むように硬く握りしめるから爪が掌を傷付ける」

　まじまじと掌を眺めるルドルフに、エルシュオンは呆れたように「きちんと治しなよ」と告げた。

　対してルドルフは決まり悪そうに黙ったまま。困っている証拠を出されたような形になった彼としては、気付いてくれた友人の追及から逃げる術は無い。

「私自身が動かずとも代わりの者を向かわせることはできる。私は君の友人じゃないのかい？　頼れば自分の立場を見失うような真似をするほど愚かに見えるのかな……？」

「い、いいや、滅相もない！　信頼してる！　嘘じゃない！」

　ぶんぶんと首を横に振り否定するルドルフ。エルシュオンはその様さまに少し溜りゅう飲いんを下げると手を離して再びルドルフと向かい合って座る。

「ルドルフ。私と友人となった際、君は自分からその切っ掛けを作り手を伸ばしたはず。今も似たような状況だとは思わないかい？　信頼を向けてくれるならば私は君の手を取ろう」

「……。そうだな、最初は俺から手を伸ばしたんだったな」

「それにね、私がこうしてここに居る以上はアルとクラウスも君への協力を支持するってことだよ。彼らはこの国の貴族であり私の騎士なのだから、主が間違うならば諌めるさ」

　エルシュオンの背後には二人の幼馴染が控えている。彼らはエルシュオンがルドルフの胸倉を掴もうとも、協力を申し出ようとも止めようとはしなかった。

　ルドルフが二人に視線を向けるとアルジェントは微笑んだまま、クラウスは無表情のままに一つ頷く。それを見たルドルフは軽く目を見開くと再びエルシュオンに視線を向けた。

「さて、改めて聞こうか。『君がここに来た目的』は何かな？」

　どことなく苦笑して仕切り直すエルシュオンに覚悟を決め、ルドルフははっきりと口にする。

「現状を覆すために手助けして欲しい。側室達とやり合えるような人物を貸してくれ」

　遠慮のない、けれど信頼がなくば決して出てこない『頼み事』にエルシュオンは笑みを深め頷いた。

「漸く言ったね。……必ず力になろう」

「感謝する！」

　昔と違い、二人の手はただ友人を得るためだけに伸ばされるものではなくなった。けれど彼らが友人同士であることは変わらないままだ。




　その後、一人の異世界人がエルシュオンの推薦によってゼブレストに送り込まれてくる。

　それが『極端に自分に正直であり悪戯好き、敵に容赦は必要ないと考える鬼畜魔導師ミヅキ』という逸材であったがために、ゼブレストは極一部が恐怖と混乱に見舞われることとなるのだが。

　……結果だけを見れば王族二人の目は確かだったのだろう。多分。




　　※※※※※※※※※




「……という感じでな。お前が来る前に一度がっつりエルシュオンには叱られてるのさ」

「おや、ルドルフ様。我々はとても心配だったのですよ？　かつてのように貴方が全く笑わなくなるのではないかと」

「……なりかけたかもしれんが、ミヅキの言動に笑いが絶えん日々でな」

「いいじゃん！　真面目にやってたんだし、結果も出したでしょ！」

「うん、悪くはないぞ。ただ、結果に到達するまでの行動が斬新過ぎるだけで」

　先日までの騒動を思い出したのか、ルドルフは笑いを堪えている。そんなルドルフをミヅキはジト目で見ていたが、何かを思いついたのかカップを置くと軽く手招きする。

「ルドルフ、ちょっとこっちに顔近づけて」

「ん？　どうした？」

「この、お馬鹿！」

「いてっ!?」

　顔を近づけるなり、ぴしっとデコピンを受けたルドルフは思わず額を押さえた。アルジェントはそんな様を意外そうに、けれど微笑ましそうに眺めるばかりで咎めはしない。

「いきなり何するんだよ、ミヅキぃ……」

「あんたさ、鈍過ぎ。そりゃ魔王様だって怒るよ」

「は？　信頼はしていたが」

　額を押さえつつ怪訝そうに尋ねるルドルフにミヅキは呆れた顔を向けた。

「ゼブレストでも思ったけど、あんた昔から相当警戒心が強かったんじゃないの？　魔王様を怖がらない無邪気さってのも凄いけど」

「あ～……詳しくは話せないが色々とあって警戒心は強かったと思う」

　ルドルフが言葉を濁すのはそれが自国の恥というか内情暴露に繋がるからだ。ミヅキもそこらへんは弁えているのか詳しく聞く気はないようだった。

「で。そんな警戒心が強いままに成長した子供が他国の王族ってだけの人に愚痴る？　いい歳としした大人で王になってるのに？」

「……あ」

　ぴしりと固まったルドルフに追い討ちをかけるようにミヅキは言葉を続けた。

「それってさ～、『信頼してるけど頼るほどの力は認めてません』って言っているようにも見えるよね？　『信頼はしている』って態度はとってるんだから」

「……」

「愚痴を聞かされるほど親しい奴にそう思われていると考えたなら、怒った理由も判るんじゃない？　心配と苛立ちが混ざった挙句の行動でしょ、絶対」

「う……た、確かに怒られて当然だな。俺、それまで一度も自分から頼らなかったし」

「それにさ、基本的に私の評価って魔王様への好意が上乗せされてるよね？　だから初対面から好意的だったんじゃないの？　『エルシュオン殿下が推す人物』ってよく言われたような」

「それは……そうだな。でも、ミヅキを評価したことも本当だぞ？」

「最初からってことだよ。『自分から手を伸ばす』って私に対してもやってるでしょ。私を信頼する、手料理を食べる……全て魔王様への信頼っていう前提があってこそじゃないの？」

　私があんたを信頼したのも先にそういった姿勢を見せてくれたからだしねぇ……と呟くミヅキにルドルフはこれまでを振り返った。そして確かにミヅキの言うとおりだと思い至る。

「エルシュオンへの信頼や態度が前提になってミヅキを信頼したってことか……。あれ、俺って物凄くエルシュオンを信頼してたのか!?」

「漸く気付いたの。端から見てると誰に聞いてもそう答えると思うよ」

　やや顔色を悪くしながらもルドルフはミヅキの言葉を否定しなかった。彼には思い当たる事が多々あるのだ。それにもしもミヅキが推測したようにエルシュオンが考えていたのなら、自分はどれほど彼を軽んじた態度をとったのかと思い至って。

　ルドルフは思わず掌に目を向ける。そこにはかなり薄くなった傷跡が見て取れた。その傷跡に「自分を頼れ」と叱ったエルシュオンの必死さを思い出し、どれほど自分が心配させていたのかを悟る。……エルシュオンは掌の傷にさえ気付いてくれていたのだから。

　だが、救いの手は意外なところからもたらされた。

「ミヅキ、ルドルフ様をそういじめないでやってください。言葉が足りないエルも悪いのです」

「アルジェント？」

「え？　どういうこと？　魔王様って無口じゃないでしょ」

　揃って首を傾げる二人を微笑ましく思いつつ、同時にやや笑いを堪えて「エルには内緒ですよ」と前置きしてからアルジェントは話し出す。

「エルの魔力が強過ぎることは知っていますね？　エルとて幼い頃から色々と苦労してきたのですよ……『恐れられること』と『身分的に距離を置かれること』は違いますから」

「つまり魔王様にも人の言葉に傷つくような繊細な面があったと!?　人の子だったのね!?」

　驚き声を上げるミヅキの台詞に笑みを引き攣らせるアルジェント。ルドルフはやや視線を逸らしつつも反論はしなかった。

「……ミヅキ、貴女はエルを何だと思っているのですか」

「この世界の常識をろくに知らない民間人を破壊工作員として放り込む鬼上司」

「ええと……それに関しては俺もミヅキに同意だな。経緯を聞いて宰相共々絶句したし」

　二人の言い分にアルジェントも思わず納得しかける。彼とてミヅキの扱いは少々思うところがあったのだが、結局は主の言葉を信じルドルフへの協力を優先させたのだ。ミヅキからしてみれば『鬼上司』扱いも仕方がないと話を進めることにする。

「必然的にエルの周囲には理解者しか集わなくなりました。媚びようとする者などエルの真っ直ぐな眼差しに耐えられるはずはありませんから。そういった意味では良かったのですが」

　アルジェントは一度言葉を切り、溜息を吐く。

「そんなことが繰り返されたからか、エルは基本的に身内と呼べるような者達を大切にします。しかも王族としての自覚ゆえか自分が守る側であるという認識が根付いていまして。……直接頼られずとも裏で動くということが常だったのです」

「……もしやルドルフに関してはそれができなかったから不機嫌だった？　だから頼ってくれるのを待ってた？」

「はっきり言ってしまえばそうでしょうね。エルはルドルフ様を弟のように思っている節ふしがありますから」

「それで逆切れ!?　お兄ちゃん、弟に頼って欲しいなら少しは自分で言葉にしようよ!?」

「ミヅキ、エルが自分から『頼って欲しい』と素直に口にする性格をしていると思うのですか？」

「……。そういえば色々手を尽くしてくれたっぽいのに本人からは最低限のことしか言われてないね、私。魔王様、基本的に自力で頑張れっていう方針だもの」

「ええ。ですから余計に言えないのですよ」

　確かに、と頷くミヅキにアルジェントは「やはり気付いていましたか」と呟き苦笑する。エルシュオンは基本的に面倒見がよいのだ。厄介だと言いながらも異世界人、それも魔導師の後見となるくらいなのだから。

　ミヅキもそういった面に気付いているからこそ、『鬼上司』と言いつつも嫌ってはいないのだろう。そもそも彼女はルドルフと同じくエルシュオンに懐きかけている。彼女の口にする『魔王様』という言葉は、これまでエルシュオンが向けられてきたものとは全く違った響きをしているのだから。

「そんなわけでエルにも非があったのですよ。一言『頼って欲しい』と言えば良かったのに、随分とイルフェナで苛いら々いらしていましたから」

　くすくすと笑いながらアルジェントは暴露話を終える。ミヅキは呆れ、ルドルフは──

「もう一度謝ろう。感謝はその後だよな」

「うん、そうしなさい。魔王様も喜ぶと思うよ？」

「そうか……そうだといいな」

「ついでに『お兄ちゃん』とでも呼んでやれ」

「それはさすがに拙まずくね!?」

　その様を眺めながらアルジェントは扉に向かって意味ありげに笑みを深くした。




　室内でそんな会話が繰り広げられている同時刻、扉の外では──

「……」

「……だ、そうだぞ？　良かったな、弟分が気付いてくれて」

「アルジェントはわざと、なんだろうねぇ」

「当然だ。扉を隔てていようとも気配に気付かないはずはないだろう」

　話の中心人物である魔王ことエルシュオンが部屋に入るに入れず、立ち尽くしていた。傍に控えるクラウスは珍しくも口元に笑みを浮かべている。それは面白がっているようにも見え、エルシュオンとしては非常に気まずい。当時を知っているのだから隠しようがないのだが。

「はあ……別に隠していたわけじゃないんだけどね」

　ほんのり顔を赤らめながら額に手を当てるエルシュオンにクラウスは呆れた目を向ける。

「気づけという方が無理だな。感情を隠す術だけでいえばエルの方が勝っている。お前とてその自覚はあるだろう？」

「まあね」

「そもそもミヅキ曰く『お兄ちゃん』でいたいエルが素直にならなかったことに原因が……」

「クラウス！　君、面白がっているだろう!?」

「さあ、どうだろうな」

　からかう素振りを見せるクラウスをエルシュオンは睨みつける。けれど彼の怒りが本気ではないと判っているクラウスは一向に気にした様子はない。それどころか「珍しいな」と呟き微笑ましげな目をエルシュオンに向けてくるのだ、手に負えない。

「いいじゃないか、エル。たまにはこんな時間があっても」

　クラウスはどこか優しい眼差しで幼馴染を見ている。彼とてエルシュオンを幼い頃から知っているのだ、幼い頃は傷つくことが多かった幼馴染が認められ慕われるのは嬉しいことなのだろう。

「それに。もう一人手のかかる奴ができたじゃないか」

「ミヅキのことかい。まあ、しばらくは手がかかるかもしれないが……」

「きっと懐かれるだろうな、お前のことだから」

　エルシュオンは一度懐に抱え込んだ以上、そう簡単に害させることはしない。そしてミヅキも守られていることが判らぬほど愚かではないだろう。そのうち恩返しのごとくエルシュオンの敵に牙を剥くようになるかもしれないとクラウスは半ば確信している。

「とりあえず中に入ったらどうだ？　ミヅキが居る以上、謝罪方法がとんでもないものになるかもしれないぞ？」

「とんでもない謝罪？」

　首を傾げるエルシュオンに無表情に戻ったクラウスが『非常にありえそうな、嫌な可能性』を指摘する。それはもう、あっさりと。

「あいつ土下座とかいうやつを双子にさせてなかったか？　……ルドルフ様は一応王なんだが」

「……！」

　顔色を変えて部屋に飛び込むエルシュオンと同時に聞こえてきた彼らの声に。からかいながらも主の背中を押した黒騎士はひっそりと笑みを浮かべた。



電子限定オリジナルショートストーリー

　　『とある王の予想外』　～苦難に立ち向かう王は報告書を二度見する～




「……は？」

　手にした報告書に目を通しかけ、俺は間抜けな声を上げた。すぐ傍に居たアーヴィは『何事か！』とばかりに、訝しげな視線を向けてくる。

「ルドルフ様、いかがなされました」

「……。なあ、アーヴィ？　これはミヅキ……エルシュオンが推薦した魔導師についての報告書、だよな？　間違ってないよな？」

「護衛として傍に付いているセイルによる報告書のはずですが……何か不審な点でも？　内容までは目を通しておりませんが、それを持ってきたのは確かにセイルでしたよ」

　報告書の製作者というだけでなく、提出したのが当のセイルということもあり、アーヴィは首を傾げている。そんなアーヴィの様子に、俺はセイルの悪戯心を悟った。

　セイルは『これ』を目にした時の俺達の反応を期待したのだろう。

　だからこそ、その内容には触れないまま、何食わぬ顔で『これ』を提出したのだ。

　俺は再び、手にした報告書に目を落とす。そこに書かれているのは少々、信じがたい内容だった。

「『ミヅキ様は大変遊び心が豊かな方らしく、側室達とも【仲良く】遊ばれているようです。遊び相手となった側室達はこれまでにない経験に、悲鳴にも似た歓声を上げて楽しんでいる模様』」

「は……はぁ？」

「『あまりにも楽し過ぎるせいか、少々、淑女とは言えない言葉が飛び交うこともありますが、ここは後宮という隔離された場所。ミヅキ様も【つい】はしゃぎ過ぎてしまうためか、悪戯盛りだった幼子の頃のように振る舞うこともあります。……ミヅキ様曰く、【目には目を、歯には歯を、殺意には敵の心を打ち砕くほどの報復と惨めな末路を！】とのことでした。何の躊躇いも、良心の呵責も感じられないそのお姿に、感銘を受ける騎士が続出しております』」

　あまりな内容に、アーヴィは絶句している。その気持ちは俺にも痛いほど判り、無自覚のまま、同意するように深く頷いていた。

　そうだな、アーヴィ。『さすがはエルシュオンが推した人物！』と感動するべきなのか、『とてもエルシュオンが推した人物には思えない。常識はどこに行った!?』と呆れるべきなのか、反応に困る報告書だよな!?　俺だって、どう評価していいのか判らん。

　ただ……それがミヅキという魔導師だと、納得してもいた。あれに常識は通じない。あるのはちょっとばかり遣り過ぎになってしまう悪戯──本人は『お茶目』という一言で通そうとした──と、『負けず嫌い』という言葉に意訳されている、負けることを全く考えない不屈の精神、そして外道……いやいや、何事にも全力をもって障害を排除する思い切りの良さ（好意的に解釈）だ。

　一言で言えば、ミヅキは大変な自己中なのである。それを公言というか、自己申告しているあたり、ミヅキ自身に改める気は皆無なのだろう。本人的には『自分に正直なだけ』らしいが。

「そ、その……これはミヅキ様が側室達を相手に、暴れまわっているということでは……？」

　俺が読み上げた内容を正確に理解したらしいアーヴィが、顔を引き攣らせながらも疑問を口にした。だが、俺は暫し首を傾げ……ゆっくりと首を横に振る。

「一応、反撃のみなんじゃないか？　ミヅキのことだから、相手の有責狙いでやらかしているだろうし、側室が死んだという知らせもない。二度と歯向かう気を起こさない程度には痛い目に遭わせるが、命までは取らず飼い殺し……という感じかな。報復をくらった側室達は逃げることもできず、ミヅキに脅えて暮らしているだろうから、精神的には地獄だろうけど」

「エルシュオン殿下……！　貴方は何を考えて、ミヅキ様を寄越したのですか……!?」

　俺の見解を聞き、頭を抱えるアーヴィ。だが、俺の顔を見た途端、アーヴィはジトッとした目を向けてきた。そんな彼に、今度は俺の方が首を傾げる。……何か、拙いことでもあっただろうか。

「ルドルフ様。何故、笑っていらっしゃるのですか？　随分と、楽しそうですね？」

「え？　そ、そうか？　悪い！　楽しんでいたのは事実だが、顔に出ているとは思わなかった」

「無自覚だったのですか？　いえ、こんな状況ですし、和むのは良いことなのですが……」

　呆れるアーヴィの声をよそに、俺は自然と口角が吊り上がるのを自覚した。ああ、そうだ。俺はこの時間を楽しんでいる。ミヅキという『友人』の起こす騒動を心底、歓迎しているのだ！

「いいじゃないか、アーヴィ。俺は『自然に笑えている』んだぞ？　ははっ！　さすが親友！」

「……！」

　アーヴィは驚愕のあまり、言葉もないようだ。そんな彼の姿に、俺は更に声を上げて笑う。

　ゼブレストへようこそ、ミヅキ。俺は頼もしい友の来訪を、心の底から歓迎しよう！
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